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人気の秘密を分析すれ出・-

T OT O洗面化粧台。

蛍光灯

置き場所や使う時聞を考えて

蛍光灯を設置しました 。

ト5 mのコード付きです 。

三面鏡

磨き込んだ自立式の三面鏡を

採用。鏡の裏面が{ 委されない

防湿性です。鏡の裏側に便利

な歯ブラシ立てをつけました。

回 姐 幽

洗面器

本物の感触、陶製のカラー

洗面器です。水返しがついて

いますので、 衣服や

床をぬらす心配もま ったく

ありません。その上、汚れが

つきにくく、お手入れも簡単。

キャビネ ット・引出し

湿気に備えて、ビス一本まで

素材を検討。妥協のない眼を

仕上げに向けています。

タオルなどの小物入れに最適。
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4 通常総会開催通知

昭和49年度第 l 回通常総会を下記のとおり開催いたします。本務ど多

忙のと乙ろ淘 IC恐縮ながら何卒お繰り合わせど出席下さいますようお願

い申し上 げます。

社団法人 日本建築協会

会 長 塚 本 猛 次

記

と き 昭和49年 6月28日( 金〕午後 4 時半~

と こ ろ 近畿建築会館 4 階集会室( 東区北浜 3- 3η

ぎ だ い l  昭和48年度事業報告承認の件

2  11 11 決算報告承認の件

3  昭和49年度収支予算承認の件

司 会 員 の 受 章

乙のたび‘ 下記の方々が建設関係功労者と して表彰を受けられました。

乙乙 IC誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

春の叙勲

勲 三 等 旭 日 中 綬 章 古茂回 申午郎氏( 日本建築士会連合会副会長〉

勲 四 等 瑞 宝 章 栗 林 一 馬 氏 〈 栗 林 建 築 事 務 所 長 〉

n  11  

大阪府知事表彰

今 元 康 彦 氏 ( 近 鍛 電 気 工 事 側 副 会 長 〉

西 沢 文 隆氏( 坂倉建築研究所代表取締役〉

浜 口 幹 三 郎 氏 ( 浅 沼 組 専 務 取 締 役 〉

清 水 実 氏 ( 清 水 興 業 附 社 長 〉

中 出 友 作 氏 ( 中 出 商 会 代 表 取 締 役 〉

4 会員名簿発行についてお願い

本会では ，今 秋11月 ， 会員名簿を発行すべく準備を進めております

が. i設近の物価高や人件賀の提訴増な と‘ により ，不本意ながら希聾者 K 有

償頒布する乙とに致しました。何卒事情ど諒察の上， お申し込み下さい

ますようお願い申し上げます。

なお ，予約分IC対しては下記のとおり特価制を布く乙とにいたしまし

たので= ど利用下さい。

大きさ体裁等

発 行 部 数

編 集 内 容

頒 価

記

B 5 版 横 組 本 文 上 質 紙 約 4∞頁

10.α)() 部

a) 本会の組織，全会員( 氏名 ・卒業校および年次 ・

勤務先 ・現住所)

b) 建築関係官公庁 ・学校 ・研究機関 ・団体 ・建築設

計事務所 ・建設業 ・建材 ・設備 ・各種工事業

一 般 1. 5∞ 円 ( 送料実質)

会員予約特価 1. 0∞円 ( 送料共)

日E本 建1築 協 会 会 告 一 一 一 一 ー

大阪で施工中の超高層ビ) ( ，見学会シリーズ ( 第10回)

‘ 大阪データ通信局舎新築工事の見学会

( 第 2田〉

共 催 日 本 建 築 協 会 ・ 大 阪 府 建 築 士 会 ・ 日 本 建築 学 会 近 畿支 部

大阪の超高層ビ J レの見学会も回を重ね ，今回で第10回の催しとして ，

標記，新築工事を見学いた しま す。乙の大阪データ 通信局舎は ，電 気 通

信サービスの多様化 ・高 度化 IC対応 し，大阪地域における色気通信の中

枢としての機能を果すために建設されたものです。大阪市の中心的ビジ

ネス街の一角にあ って，土地の高度利用 ，環境整備の必要性から敷地を

最高度に利用し公関空地を広くとった高層局舎は完成を乙の秋K ひかえ

すでに格調高き偉容を誇っています。

特 IC通信機器収容のため ，機器の保護，熱損失などから無窓方式が採

用されていますが，都市景観をくずすととのないよう透明感を与える外

壁デザ、インがなされており ，白銀にかがやくアルミニウムと特殊ガラス

が調和した美しい姿をみせる日も間近い乙とでしょう。

乙のたび日本電信電話公社及共同企業体のと協力により ， ζ の見学会

が実施のは乙びとなりました。多数ど参加をお待ちいたします。

日 時 7 月25日( 木) 13.30 ( 集合〕→16.30 ( 解散)

集会場所 同工事共同企業体工事々務所 ・3 階 ・集会室

( ただし大阪市北区堂島西町 7 . 旧大阪商工会議所の建物

. 工事現場より南側川沿い)

連絡電話番号 ・ 共同企業体工事々務所 ＰＶＭＭＴＵＳＭＭＲＴＹＱ ｾＸ

定 員 60名( 本会割当 25名)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚 IC 1名限りとし，

工事概要

「大阪データ通信局舎見学会」と明記の上，氏名 ・勤務先

名 ・所在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号

を記入の上建築協会事業課へ。ただし: 定員を超過した場合

は拍せんにて決定し ，参加証をお送りいたします。

( なお共催の場合は. 復しないように 3 会のうち，いずれか 1つの会 にお 申

込み願います。〉

所 在 地 大阪市北区堂島西町 2 番地

建 築 主 日本包信包話公社

設計 ・監理 日本電信包話公社建築局 ，特殊建築工事事務所

施 工 大阪データ通信局舎新築工事共同企業体

面 被

規 模

高
〕、町

構 造

基 礎

外 装

工 期

側竹中工務庖 ・岡大林組

側 銭 高 組 ・附 悶 組

延面積 120.( 削nJ ' . 基準階面積 3. 230nJ' 

地 下 3 F  ( 1部 5 F )  ・地上24F ・塔 屋 1 F

最高の高さ 120. ∞m

地下 3 F →地上 1 F S R C造

地上 2 F →24F S  造

地盤面- 26. ＵＵＰｭ の天満ー洪積砂ｾ層 ｉｃ ベタ基礎で支持

プロフィリット特殊加工品はめ込み ，アルミパネル貼

昭和46年 6 月 1 日( 着工) →昭和49年末( 完成予定)

建築と社会/19i 4年 6 月号 1  



一 一 一 一 ー 日 本 建 築 協 会 会 告

4 昭和49年度理事会務分掌

理事各位の会務分学が，下記のとおり決まりました。

( 敬祢略 >>印主枠)

よ?と務 総 務 似 会 計 ( 7名 ) 編 集 (12名)

技 術 部 門

川

則

林

野

田

市

国

小

佐

寺

。

一

重

正

徳

浅 沼 猪之吉

鴻 池 藤 一

竹 中 鎌 一

西 国 義 郎

宮 武 伊 三 郎

総 合 部 門

電 気 部 門 | 今 元 康 彦

管 工 部 門 | 須 賀

建 材 部 門 井 上 浄 夫

支 部 佐 々 木 米 太 郎

2  

叩

山

義

造

仰

郎

武

三

一

一

一

児

定

智

仁

尚

康

幸

一

周

健

一

上

嵐

垣

西

野

口

村

田

一

井

谷

一

十

一

一

井

五

北

小

高

谷

松

山

一

白

菅

一

{
O

】

一

一

郎

行

郎

二

一

郎

五
口

一

徳

義

芳

雄

一

四

林

村

一

林

大

松

一

小

沢

聞

大

山
@

 

宏

夫

清

孝 | 尾 亀 清 四 郎 隅 田 正 美

4 昭和49年度日本建築協会常設委員会委員

昭 和49年 4 月24日開催の定例理事会において，下記のとおり各委員を

委嘱いたし ま した。 ( 敬称略 ・50音順 @ 印委員長 O 印副委員長

ム印幹事 * 編集理事) 職場名は略称を用いました。

置事業委員会

見学 ・講演 ・説明 ・展示 ・思観会 ・若い会員の

集いなどの事業企画および実施

ｉ ｾ 径回 祐 ( 大 体 組 )

O大 橋 一 雄 ( 関 西 電 力 )

O小 泉 盛 ( 銭 高 組 )

O花 房 文 一 郎 ( 竹 中 工 務 庖 )

O柳 真 也 ( 村 野 森 事 務 所 )

( 見学会小蚤員会担当)

0 堤 兼 雄 ( 大 林 組 )

ム 水 谷 勇 ( 訟 村 組 〉

荒 川 治 徳 ( 清 水 建 投 )

今 井 平 ( 大 阪 市 交 通 局 )

悔 村 彰 三 ( 竹 中 工 務 船

長 野 真 平 ( 大 成 建 段 )

原 桂 一 郎 ( 大 阪 市 建 築 局 )

掘 悶 宗 男 ( 鴻 池 組 )

松 久 保 安 弘 ( 藤 木 工 著 応 〉

渡 辺 智 昭 ( 鹿 島 建 設 〉

(広報小委員 会 担 当〉

0 三 品 哲 夫 ( 大 阪 市 建 築 局 )

ム 上 松 定 行 ( 大 建 段 針 〉

ム 木 地 晴 彦 〈 竹 中 工 務 庖 〉

打 浪 政 信 ( 新 興 建 材 )

内 野 慾 次 ( 日 本 板 硝 子 )

主 主 藤 良 介 ( 東 知 事 務 所 〉

忍 回 精 三 ( 近 畿 電 気 〉

佐 藤 泰 ( 大 阪 市 公 園 局 )

仙 回 四 郎 ( カ ン ダ ン 〉

栂 井 千 澄 〈 大 阪 市 消 防 局 )

西 尾 宗 晴 ( 大阪府建築指導媒)

平 川 玄 治 ( 修 成 専 門 学 校 )

平 田 作 太 郎 ( 平 田 タ イ ル 〉

古 田 博 ( 住 宅 公 団 )

松 下 徳 義 〈 安 弁 務 務 所 )

南 次 郎 ( 浅 沼 組 )

森 堅 ( 大 阪 府 供 給 公 社 〉

(若い会員の集い小委員会担当〉

0 西 村 良 平 ( 阪 急 電 鉄〉

ム 中 村 恭 三 ( 大 阪 芸 大 )

ム 広 瀬 正 治 情 水 建 設 )

ム 宮 後 浩 〈 官 後 事 務 所 〉

ム 森 下 元 之 ( 大 板 市 公 簡 局 〕

赤 木 図 文 ( 小 河 事 務 所 )

飯 田 彦 治 〈 織 強 築 企 画 設 計 〉

印 藤 義 博 ( 大 阪 市 建 築 局 )

値 回 凱 夫 ( 村 野 森 事 務 所 )

岡 田 宏 郎 〈 浅 沼 組〉

阪 倉 嘉 一 ( 大 阪 府 企 業 局 〉

柴 田 敬 四郎 〈 日 建 設 計 )

島 田 啓 三 ( 近 畿 地 建 )

瀬 戸 本 淳 〈 安 井 事 務 所 〉

関 根 幹 雄 ( 堺 市 公 園 都 〉

田 中 勝 ( 鴻 池 組 )

千 葉 和 成 〈 大 林 組 )

塚 本 正 司 ( 住 宅 公 団 〉

野 崎 秀 雄 ( 大 成 建 設 )

古 川 博 司 ( 竹 中 工 務 底 )

本 田 盛 Ol! 姻 事 務 所 〉

大 隅 駿 子 〈 竹 中 工 務 庖 )

本 多 克 子 ( フ リ ー)

山 下 絹 枝 ( 点 知 事 務 所 〉

・教育委員会

』〆

建築教育についての調査 ・研究ならびに講座な

どの企画および実施

ム 上 回 稔 ( 大 阪 市 建 築 局 )

ム 上 野 賢 三 ( 邸 島 工 業 高 校 〉

植 田 武 ( 今 宮 工 業 高 校 〉

片 岡 益 美 ( 西 経 建 設 )

O佐 々 木 保 〈 東 畑 事 務 所 〉

斎 藤 善 次 ( 須 賀 工 業 〉

O 斎 藤 陽 ( 創 研 設 計 事 務 所 )

崎 山 宗 威 ( 大 阪 工 業 高 等 専 門 校 )

篠 原 太 郎 ( な に わ 事 務 所 )

ム 杉 村 正 三 郎 〈 阪 急 電 気 工 事 〉

関 守 ( 関 事 務 所 〉

回 賀 勉 ( 田 質 事 務 所 〉

@ 谷 口 尚 武 〈 大 林 組 )

中 野 吉 蔵 ( 西 野 田 工 業 高 校 )

ム 藤 野 長 士 ( 新 日 持 軍 J レタント)

ム 松 岡 照 夫 ( 大 成 建 俊 〉

松 岡 力 ( 飛 島 建 設 )

松 原 孝 史 ( 日 雄 投 計 )

一 木 敏 男 ( 奥 村 組 )

八 十 島 健 二 ( 竹 中 工 務 庖 )

山 口 道 博 ( 戸 E 建 設 )

O力 武 利 夫 ( 梢 水 建 設 )

・建築データシー ト委員会

建築データ γ ートの企画 ・編集 ・刊行

@ 井 上 混 ( 大 建 設 計 〕

on 縁 遠 夫 ( 東 知 事 感 所 )

ム 岡 回 圭 司 ( 大 阪 電 気 暖 房 )

ム 酒 井 蔚 章 ( 大 詮 設 計 )

A  



ム 正 法 院 陽 三 ( 日 本 建 築 総 合 鉱 験 所 ) I  中 川 匠 ( 中 川 匠 事 務 所 )

ム 吉 村 篤 ー ( 坂 倉 建 築 研 究 所 ) 1 長 野 真 平 ( 大 成 建 設 )

尾 島 幸 男 ( 竹 中 工 務 即 | 原 尚 弘 ( タ ラ レ〉

岡 本 繁 ( 須 賀 工 業 ) 1 藤 川 怒( 日本建築総合以験所)

木 村 久 夫 ( 大 阪 市 建 築 局 ) 1 星 野 二 郎 ( 馬 事 務 所 〉

香 西 喜 八 郎 ( 京 畑 事 務 所 ) 1  * 娼 内 三 郎 ( 京 都 大

竹 内 新 ( 湾 総 組) 10牧 田 顕 治 ( 大 阪 府 営 織 計 画 課 )

土 谷 昭 夫 ( 大 林 組 ) 1 毛 利 誠 ( 大 林 組 )

中 村 哲 土 ( 安 井 事 務 所 ) 10元 木 貞 次 ( 東 ? ? ジ ニ ア リ ン グ )

羽 入 洋 ( 清 水 建 設 ) I@山 田 幸 一 ( 関 西 大 学 )

長 谷 川 昇 昭 ( 近 畿 地 建 ) 1 和 田 得 也 ( 藤 木 工 務 庖 )

樋 口 登 ( 大 阪 市 供 給 公 社 ) I・出版委員会

山 本 国 男 〈 日 建 設 計) 1 建築に関する図書の企図 ・編集 ・刊行

結 城 恭 昌 ( 大 阪 府 営 絡 工 事 課 ) I 青 柳 司 ( 日 述 綾 針 )

・住宅委員会 |  池 田 有 隣 ( 京 郡 工 芸 繊 維 大 学 〉

住宅 IC関する研究並びに ζ れが改善についての t 木 村 喬 夫 ( 大 建 設 計)

一般啓Ｚｬ ｾｊ よろず相談住宅展の開設 |  

I@小 林 清 ( 新 住 宅 社 )

生 田 喜 一 郎 ( 大 阪 市 営 繕 部 ) I  坂 本 勝 比 古 ( 神 戸z会 教 育 相 会 )

石 川 清 〈 白 星 企 業 ) I 清 水 寿 栄 次 ( 関 電 産 業 〉

O岩 本 尚 三 ( 大 阪 市 都 市 再 開 発 局 ) I  玉 田 健 ( 竹 中 工 務 庖 )

大 塚 重 雄 ( 市 供 給 公 会 ) I 星 広 文 也 事 務 所 )

奥 村 嗣 夫 ( 京 阪 電 鉄) I 水 谷 勇 悦 村

奥 山 清 治 郎 〈 部 島 工 業 高 校 ) I  横 井 元 昭 ( 大

@ 小 西 岬 ( 問 中 小 西 同 所 ) I ・編集委員会

古 郷 康 雄 ( 府 住 宅 政 策 課 ) I  
| 会誌「建築と社会」 の

末 政 清 子 ( 姫 路 短 期 大 学 ) 1*井 上 j晃 ( 大 建 股 計 〉

杉 村 律 夫 ( 大 阪 府 建 築 指 導 課 ) 1*五 十 嵐 定 義 ( 大 阪 大 学 )

高 田 重 清 ( 小 掘 住 研 技 術 研 修 所 ) I  

1*北 垣 智 造 ( 大 阪 市 営 織 部 )
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故 棚 橋 諒 氏

昭和49年 5 月 5 日 逝 去 享 年67才

明治40年 3 月 父棚橋藤太郎( 宮内省官吏〉母

棚橋とよ次男として静岡市裏一

番町 1<: て出生

大正 2 年 4 月 静関市一番町小学校 IL入学

"  3 年 9 月 大垣市輿文小学校に転校

"  4 年 4 月 名古屋市山口小学校 1<: 転校

"  8 年 4 月 愛知県立第一中学校に入学

fI 12年 3 月 同校四学年終了

4 月 第八高等学校理科甲額 IC入学

11 15年 3 月 同校卒業

4 月 京都帝国大学工学部建築学科医

入学

昭和 4 年 3 月 同校卒業

"  4 年 6月 外務省事務を司書託，文化事業部

第 2 課勤務

9 月 神戸高等工業学校講師を鋸託

( 非常勤〕

11 12月 外務省幅託を解く

"  6 年 6 月 京都帝国大学工学部講師を嘱託

"  7年 1 月 依願神戸高等工業学校講師の嘱

託を解く

"  8 年 5 月 京都帝国大学助教授

"  11年 9 月 工学博士( 京都帝国大学)

11 20年 6 月 京都帝国大学教授

"  26年 4 月 京都大学防災研究所長

11 28年 5 月 京都大学防災研究所長の併任を

解除

"  32年 4 月 京ｾ大学評議員

"  34年 5 月 京都大学防災研究所長

9 月 京都大学評議員を解く

11 36年 4 月 京都大学防災研究所長の併任を

解除 ，京都大学評議員の併任を

解除

"  38年 1月- 39年12月 日本建築学会会長

11 44年 4 月 京都大学名誉教授

4  建築と社会/ 1974年 6 月号

棚橋諒先生の逝去を悼む

横 尾 義 貴

京都大学名誉教授棚橋諒先生は，去る 5 月5 日朝心不全のために，突然として逝かれた。

先生は昭和4 年 3月京都帝国大学建築学科を卒業，同6 年6 月京都帝国大学工学部講師，

同8 年5 月助教授，同20年 6 月教授に昇進され，同44年 3 月退官されるまで38年の永きに

わたり，京都大学建築学教室にあって，建築構造学の研究 tc情熱を燃やされ，また魅力あ

ふれる講義と ，澗逮な人格をもって多くの学生を育成された。その間，京大防災研究所の

創立に尽力され，初代所長IC就任され，名古屋大学工学部建築学科，近畿大学理工学部建

築学科の創設にも貢献された。また昭和38年 1月から 2 カ年にわたり日本建築学会々長を

つとめられた。

先生の創造力あふれる頭脳は驚嘆 tc値するものがあり ，ま乙と IC学界の鬼才とよばれる

にふさわしい方であった。建築構造の広い分野にわたり ，つねにその本質にせまる新しい

視野を開いていかれた功績はま乙とに大きい。なかでも陸自すべきものは，昭和10年建築

雑誌に「地震の破猿力と構造物の耐震力 lζ 関する私見」として発表されたいわゆる「速度

・ポテンシャルエネルギ説」であろう。地震の破壊力の尺度としては速度をとり ，構造物

の耐震力としては，そのポテンシヤ J レエネルギーすなわち破壊に至るまでの変形エネルギ

ーをとるべきであるとする所説である。近年わが国において超高層建築が建設されるよう

になり ，その背景となる設計理論の本質をすでに40年前に喝破されたのである。

また先生は，昭和 19年の鳥取地震に際して，部落別のデータと視察lζ より詳細な震害マッ

プを作り，地盤と侵害の関係の重要性を指摘し，戦後まもなく，東南海地緩 ・三河地震の震

害地の三河において物探による地下構造の調査によってそれを裏付けて ，Microseismi c  

Zoni ng の必要性を示された。また鳥取地震においては，従来顧みられなかった残存木造

家屋の調査を行われ，星章率の思想を打ち出された。

先生はつとに構造物の設計の規範となるべきものはその終局耐力であると考えられ，戦

前にすでに終局耐力に関する研究を行い ，リミットデザインの思想を展開されている。

先生は木造建築を愛され，木構造の研究や，法隆寺 ・鳳恩堂 ・姫路城 ・東大寺の古文化

財の修理復元等の工事に多くの貢献をされてきた。またじん性 ( C富む鏑構造が地震国であ

る日本の最適な構造材であるとの見地から ，軽量鉄骨の開発 ・普及lζ 努力され，また臼本

鋼構造協会の設立の端緒を作られたのである。

以上は先生のど業績の一端にすぎないが，先生の開拓された学問の分野は後進IC受けつ

がれ展開されつつある。

先生は包容力の大きい温情あふれる方であったが，一方自己の真情をきわめて大切にさ

れる方であった。詩をよくし ，絵をよくされ，また自由潟達な発想は対話者を魅了せずに

はおかなかった。

先生は退官すとし前から体調をくずされ，行動ICど不便を感じられていたが，最近ほと

んど復調され海外旅行もされるようになっておられた。今後永くど指導を仰ぎたいと期待

していたと乙ろ ，全く突然の言卜報lζ 接して痛恨ゃるかたない気持である。先生のど指導を

受けた者の一人として先生の功績と人徳を偲び，深くど冥福を祈るものである。

( 京都大学教授)
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質疑などの投稿をお待ちしております.
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大阪市における 『大 規 模 建 築 物 の 建 設 計 画 の 事 前 協 議

に 関 す る 取 扱 要 領」 の 実 施 に つ い て

概 要

このたび大阪市において、一定規模以上の建設計画に対して「事前協議制度」を制定し、 5 月 1 日か

ら笑施することになりました。この要領の制定についての基本的な考え方は、現在市内に建設される

大規模建築物は市の公共、公益施設の整備計画に何らかの影響を与えるものですが、現行の建築基準

法による確認または都市計画法による開発許可では、この点に関する規制l指導が必ずしも十分になさ

れ得ない。したがって、建設事業者と市が事前に協議を行い、その計画について市の公共、公益施設

等との均衡調整を図るよう誘導しようとするものであります。以下重要領の内容をお知らせします。

( 大阪市建築応建築指導部指導第 2 諜 香川 I1国司)

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

大 規 模 建 築 物 の 建 設 計 画 の 事 前 協 議 に 関 す る 取 扱 要 領

第 1章 総 則

( 目 的 )

道その他の交通安全施設を設置する 。

( 下 水 道 )

第 l この要領は、本市域内において 一定規快 第 8 事業者は、市の定める基準により、建設

以上の建築物を建設しようとする者( 以下本業 計画区域内に排水設備を設置する 。

者という。) と本市が協議することにより、当該 ( 上 水 道 )

建設計図とこの要領に定める公共、公益地設主宰 第 9 卒業者は、建設計画区域内において多量

との均衡調態を図ることを目的とする 。 に水道水を使用するときは、回収利用等水の合

( 適用対象) 理的使用に努めるものとする 。

第 2 この要領は、建設計画にかかる住宅の戸 ( 消防水利施設)

数が 100戸以上の場合、又は建設計画の区域が 第10 事業者は、市に定める基準により、建設

0. 3ヘクタール以上で建築物の地上のZ.5きが10 メ 計画区域内に消防水利施設を設置する 。

ートル以 上の場合に適用する。 ( 消防活動等に必要な道路等 )

(  zr ; 前協議) 等11 事業者は、市の定める基準により、建設

第 3 卒業者は 、建設計画にかかる 11日発許可申 計画区域内において消防及び救急活動を行うた

諮前、又は建築硲認申請前にあらかじめ市長に めに必要な道路、空地等を設ける。

申し出て、この要領に定める公共、公益総設等 ( 公 図 等 )

について必要な協議を行う 。協議の成立後にお 第12 Ｔｾ 業者は、建設計画区域内にその面積の Ｓ

いて当該建設計画を変更しようとする場合も同 パーセント以上の公園、緑地文は広場を設置する 。

様とする。 ( 都市計画道路等 )

(1古J 談1 !n 第13 市は、建設計画区域内に都市計画法によ

第 4 前項の協議が成立したt_#.拾には、その旨を る道路、日速鉄道もしくは公図が計画決定され

記載した協議ｾを Ｒ 通作成し、市と ｭ 業者の場名 ているとき、又は道路法による道路が区域決定

利I印のうえそれぞれ 1 通宛保管するものとする 。 されているときは、 4 業者に対し、当該区域の

第2. 公共施設に関する 協議事項 部分における建築物の建築を禁止する等必要な

( 公共施設の範囲) 措置をとらせることがある。

第 5 公共施設に関して協議を姿する事項は、 ( 管理及び帰属)

このi ; l : の定めるところによる 。 第14 事業者が設箇する公共施設の管理及び帰

( 道路との接続) 属については、市と事業者が協議する。

第 6 建設計画区域は、原ftl J として袋路状でな 第 3 . 公益施設等に関する協議事項

い巾貝 6 メートル以上の既設の誌、定道路に後続 ( 公益施設等の範囲)

しなければi ならない。

( 交通安全施設)

損害 7 事業者は、建設計画区域内において歩行

者、その他住民の安全上必要があると きは 、歩

第15 公益施設等に闘して協議を要する事項は、

この君主の定めるところによる。

( 義務教T i 施設及び保育所用地の譲渡等)

第16 市は、住宅の用に供する呂的で行う 1 へ

クタール以上の建設計画の場合は、事業者に対

し、義務教育施設及び保育所の盤備に必要な用

地を市に譲渡させ、又はその他必要な拾澄をと

らせることがある。

( 後波用地の利用)

第17 市は、前項により譲渡を受けた用地以外

の土地において義務教育焔設の強制IJ を行うこと

がより効率的であると認めるときは、当該用地

を他の目的に利用することがある。

( 住環境整備用地の譲渡)

第18 市は、建設計画区域の近傍で住環境の整

備を必要とする地域があるときは、事業者に対

し、当該地域の整備事業に必要な用地を市に譲

渡させることがある。

( 譲渡面積の限度及ぴ譲渡価額)

第19 第16項及び第 18項の綾波商積の合計は、

原ft lJ として建設計画区域の面積の30パーセン ト

をこえないものとし、その殺渡価額は、} ] Ij に定

めるところにより市と卒業者が協議する。

( 地区施設)

第20 市は、住宅の用に供する目的で行う 1 ヘ

クタール以上の建設計画の場合は、事業者に対

し、集会所、老人組いの家、その他公共の用に

供する地区施設の整備について必要な措置をと

らせることがある。

( 実施の延期等)

第21 市は、建設計画の実施により義務教育施

設に著るしい不足を生じるときは、卒業者に対

し、建設計画の笑施の延期その他必要な措澄を

とらせることがある。

第 4 章 その他の項目に関する協議事項

( その他の項目の範囲)

第22 前 2 i ; l : 以外のW，議を裂する事項は、この

f ，! : の定めるところによる。

( 用途地域)

第23 市は、建設計画が用途地域の指定の目的

に箸るしく反するものであるときは 、事業者に

対し、当該建設計画の変更を求めることがある。

( 駐車施設)

m24 事業者は、建設計画区域の周辺の道路交

通を悪化させることのないよう、駐車施設の確

保に努めるものとする 。

( ごみ収集施設)

首125 卒業者が、建設計画区域内に設置するご

み収集施設の構造、自己世等については、市の定

める基準によるものとする。

( 交通箱設)

第26 市は、建設計画の笑施により市の交通事

業による輸送の{ 更の確保が必要なときは、事業

者に対し、交通施設の整備等について必要な措

置をとらせることがある。

( 緑 化 )

自 ｾ ＲＷ 卒業者は、建設計画区域内において積極

的に緑化の整備を行うとともに、その維l時保全

に努めるものとする。

第5. 補 則

( 庶 務 )

第28 この要領の実施についての庶務は、建築

局建築指導部指導第 2 謀において行う。

( 笑施の紛11ヨ)

買'129 この要領の笑施に関して必要な事項は、

別に定める 。

附 貝IJ

1. この要領は、昭和45年5月1日から笑施する。

2  この要領の実施の際、関発許可又は建築確

認済みのものについては、この婆領を適用しない。

雄策と社会 / 1974$ド6 ) 刊 5  
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読者の頁

町 の 設 計 屋 さ ん
鈴 木 忠五 郎

和 は 極 楽 不 和 地 獄
安 田 誠一

私は町の設計屋。左官屋水道屋とおなじ 呼び名 。 和 lま極楽 不和地獄

だ が 、 一 般 的 に は 、 そ れ だ け し た し ま れ て い る 。

だ が 、 個 人 的 に は 先 生 と 呼 ば れ る 。 こ れ は 町 の

医 者 格 で も あ る わ け 。 町 医 者 と 町 の 設 計 屋 は 何

かと共通点が多い。

1  小 規 模で あ る こ と 。 多 く は 単 独 の 経 営 。 助

手 と し て は 女 房 で あ る 。 雑用は全音11女 房 の仕 事

である。

2  次 は な ん で も 屋 で あ る こ と 。 町 の 設 計 屋 は

設 計 だ け 、 構 造 計 算 だ け で は 商 売 に な ら な い 。

依 頼 さ れ れば、 測 量 も 、 土 木 の小 きい橋梁から

工 場 用 の 高 架 道 路 ま で や ら ね ば な ら な い 。

3 .  な ん で も 相 談 屋 に も な る 。者11計 に よ る 立 退

きから、工務庖の経営相談、 l時 に は 、 下 請 の 相

談 斡 旋 、 倒 産 整 理 ま で し 相 談 を 受 け る 。 ま た 、

指 導 を 依 頼 す る 方 は 、 小 さ い 庖 舗 改 造 、 修 理 か

ら、 大 工左官の仕事まで依頼にくる。時には、

鉄 筋 の 曲げ方、 結束まで教えてくれとなると、

ま っ た く な ん で も や で あ る わ け。

4  設 計 屋 さ ん の 前 身 こ れ ま た ま ち ま ち で あ る 。

学 校 出も あ れ ば 、 自 力 で 独 学 で 設 計 屋 に な っ た

方 、 公 務 貝 の 古 手 、 数日mの 古 手 、 大 工 の 古 手 な

ど多種で、ある 。

文芸春秋 7 月号にある 。荒正人さんの建築家批

判文の* 建築に遊ばれるな、、など岡Tの設計屋か

らは全〈桃源の花の話し、依頼者の希望に沿う

様に努力しないならば、とても商売にはなりま

せん。実験台にする 試作の家の設計などとても

夢にも考えられない 。 また、忙しくてとてもそ

んなゆとりは考えられない。施工者良ければす

べて良し、悪ければすべて悲し、管理など施工

者におんぶしている 。設計者はｾ高知 ・ 無能 ・ 無

力だとお叱りの様だが、町の設計屋はそうはゆ

かない。第一、施工者がこちらにおん ぶし てくる

から これは逃げられない 。

他人の生活まで、ああだ、こうだと口を差し込

むというが、それ程までして 、設計に努力する 。

町の設計屋には、忙しくて、嫌味の多いことを

する筈もあるまい 。

最後に形を先にすべし 。機能を無視するな 。町

では、マンションなら恐らく金利 ・利廻わりが

有利か否かで決定されるし、施工者も、いかに

建材を有効に最小限にするかが第ーの相談にな

るのでおたがいに機能は優先されている答。た

だ、最近の施主は、あまりにも設計屋、施工者に

委せ切り で、自分の考えがないのではないかと

も疑いたくなる 。

やは り自 分の財産を作るのだから、できるだけ

研究し現場を監視すべきであろう。

町の小さいのんきなそして、自由な設計屋の特

集号でも企画されたならと、私は奨めるが、皆

様はどうか。( すずき ちゅうごろう建築技能研究家)

家庭の和、 社内 の和、人と人との和、一番願う

ことが和です。一番むつかしいことも和です。

自己の信念だけではどうしても、全うできない

ことも和です。

聖徳太子も『和 を以て立となす』とお教えになり

ました。人生、和ほど難しいものはありません。

みんなが望む和が、どうしてこんなに難しいの

でしょう 。人間誰しも『我』が強いからではな

いでしょうか、自己本位で自分が良いと思 って

『我」を通そうとする、自己本位になりやすいの

は人聞の本能でしょうが、世の中は持ちつ持た

れつです。何事でも相手の立場にもな って、考え

てみるだけの余裕と思慮がほしいと思います。

人間誰しも長所もあれば短所もあります。相手

の欠点ばかり自について、自分の欠点には気が

つかない、いわゆる凡夫です。吾れ凡夫なりと

自認して、詫び合いましょう。

トラブルが起きたときは、ちょ っとしたことで

も、『すみません』と先ず詫びましょう。正しく

話し合わねばなりませんが、少しでも相手の言

い分に、良い点があれば、先ず認めましょう 。

先方の喜ぶことを先にしてから、こちらの言い

分を話します。勿諭同時に話をするのですが、

この前後を逆にすると話がまずいのです。

この要領は商取引の場合も、全〈同じです。

家庭の和

笑顔で送り、笑顔で迎える 。

一、夫は仕事に全力をつくすこと 。

一 姿は夫の仕事をよく理解すること 。

一、愛のカで夫を励まし天性を生かすこと 。

一、家庭の和に最善をつくすこと 。

これこそ妥の内助の功の最たるものであります。

社内の和 『和の1' t さ」

和の会社は栄えます。社内が不和では栄えませ

ん。和気あいあい、人を敬い和やかに、相協力

してこそ『三人寄れば文珠の知恵』 で会社は栄

えます。手口は商売にも、生産にも影響します。

喜々としての勤労は能率も 上り 楽しくなります。

商売も面白くできます 。お客様にもよい感 じを

与えます。良いアイデアも涌き出るのです。

これが逆に、不和で不愉快な 日々ですと、能率も

あがらず、一つ間違えばケガさえします。ことに

自動車の運転などでは事故にもなりかねません

仲よく働き、仲よく遊びましょう 。

(やすだせいいち安田保式会社会長)

職 人 的 建 築 の 終罵 上 谷 霊男

4 月中旬、日本の労働史上最大といわれている

「セ' ネスト」の 2 日目、日本国土を完全に明治時

代の交通体系に逆回転させたこの行為を見てい

ると、日本人の「スト」もなかなか「スト」らしく

なったといえるのではないかと思われる。

ストを行使する側も 、ストで通勤の足が奪われ

た制1) も、なんとなく以前のような輿布状態にな

らないで、 何 となく白けた光景が多〈見られる。

そしてその中から楽しみを見い出しているよう

にも思われる。私の住んでいる団地も、 山桜が

満開になり、その為かどうかわからないがこの

スト期間中、天候にめぐまれた関係からか、こ

の陽気にさそわれて出てくるように、人びとが

どこからともなく集まりのんびりと春の風が運

んでくる香を楽しんでいるようである 。

このような「スト風景」を見ていると、スト笑国

の政権をも倒す程の「スト」を行った英国の炭労

ストとはどのような状態の中で行われたのであ

ろうか。 また、米国のように不況になるとすぐ

「ロ ックアウト」とか「人員獲理」とかいった厳し

い状況はどのような労使の関係の中から出てく

るのであろ 7 か。

これら先進資本主義国の比較すると、日本の労

働者は終身雇用制度の為かどうか良くわからぬ

が、身分が完全に保障されている者のみもって

いる気楽さがこれらストの中に見い出されるよ

うに思われる 。 これらは労使の厳しい対立とい

ったものでなく 、毎年賃金問題が起 ってくる頃

の、桜の花の下で毎年人びとが酒を飲みかわし

てきわぐような、労働者と使用者との間の「祭」

のようなものであるかも 知れない。

このような「祭」を見ながら、 聞 きながら、私達

の建築業界の直面している問題をゆ っく りを考

えて見ると、この総需要抑制l政策による受注量

の大幅減、そして昨年来の建設物価の大幅な上

昇などの為かどうか、建設業界にあまり歓迎す

る事のできない「うわさ」が飛びまわっている。

日本の建設業界が大きくゆれ動いている時、新

聞の片隅に現役の建築家としての最後の巨匠と

もいえる「ルイ ・カーン」がニューヨクのペンシ

ルパニアのステーションの便所の中で死亡した

という記事が限にうつった 。渡り鳥的性格をも

った職人的建築家の最後の終 った場所を考 える

時、何ともいえない「詩情」をその 中に感じたの

は私だけであろうか。

日本人のも っていた職人的な建築術、そして職

人感覚の中から生れ育ってき た、日本の建設業界

も終駕に近づいてきてしまったのかもしれな い。

この感覚的職人的性格がこの速く流れていく経

済体制 に適応できないのかもしれない。工期 が

何年何 ヵ月といった事が他 の企業について ゆけ

ない面であるのかも、渡り鳥的、職人業界では所

詮、近代感覚の非人間的な社会の中では強〈生

きぬく事はできないであろう 。

セe ネストの記事を見、ルイ ・カーンの死亡記事

を読み、いろいろ思いをめぐらしてみた。

(う えたに しげお U 建築企画室)
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建 築 公 害 に お け る 住 民 運 動 の 発 生 と 市 民 運 動 へ の 展 望

| 日照紛争発生の背景 |

環 境 を め ぐ る l問題のーっとして、日1 1 (1紛 争 が

法 廷 で も 争 わ れ 、 良 き に つ け 、 悪 し き に つ け 、

その結果が示されるようになるのは、 1969年( 昭

和 44年 ) 以 降 に 集 中 し て い る 。し か し 、 初 期 の

頃 の 判 決 は 、 日 照 そ の も の を 対 象 と す る よ り も 、

提訴された建築物が、建築基準法に照合して: i 1 t l

反 を 侵 し て い る と か 、 日 照 と は 直 接 関 係 の な い

要旨であったり、または却下、楽却された ｻ Ｑｾｦｾｉｊ

も 多 い 。 し か し な が ら 、 日 照 間 短 と い う 従 来 に

な い 事 例 に 対 し 、 少 く と も 原 告 側 に 有 利 な 判 例l

が 示 さ れ だ し て く る の は 、 従 来 の 法 理 論 よ り も 、

現 実 に 行 わ れ て き た 日 照 妨 害 に 反 対 す る 巡 動 、

日 間 の 含 む 重 要 性 を 強 翻 し て す す め ら れ て き た

巡 動 、 な ど を 管 長 と し た 現 実 の 虫 み に 支 え ら れ

た と い う 解 釈 も 成 り た つ で あ ろ う 。

日j照 間 組 が こ れ だ け 大 き な 社 会 的 事 象 と し て

取りあげられ、基本的人権、環境保; 磁の重要な

妥 紫 と し て 論 議 さ れ る よ う に な っ た の は わ ず か

数年前からのことであり、また、これらの論議の

板 拠 と な る 巡 動 ( そ れ は 受 動 的 な 立 場 に お か れ

た住民によ っ て 行 わ れ て き た ) が展 開 さ れ て き

た の も 、 こ こ 10年 ほ ど の 聞 で あ る 。

・ 産 業 栴 造 と 時 代 的 背 景

1964年 の 来 京 オ リ ン ピ ッ ク IJfJ f U i を自撚として

すすめられた建設計画は、 1961年 の 金 融 引 締 め

に よ る 経 済 的 務 込 み を 急 速 に 回 復 す る 契 起 と な

り 、 オ リ ン ピ ック 施 設 が ほ ぼ 完 了 し た 1964年 に

は、用途別建築床面積は、 1962年 に く ら べ 、 鉱

工 業 施 設 は 80% 増 し 、 非 製 造 施 設 す な わ ち ホ テ

ノレやサービス業施設は 140% 増しとなっている。

こ れ ら の 需 要 の 大 部 分 は 、 民 Illl 投 資 に よ る も

の で あ っ た が 、 同 年 下WI から翌翌年にかけては急

速 に 減 少 し 、 そ の 低 落 傾 向 は 1966年まで続いた。

いっぽう、 1955年 ( 昭和 30年 ) 頃 よ り 除 唱 に

上昇傾向をみせた住宅建設は、 57年、 61年、 64年

と行なわれた金融づ |締 め に よ っ て も 、 ほ と ん ど

彬轡を受けずに上県し、 1965年 に は 年 間 建 築 治

戸 数 は 約 100万戸に達し、 10年前にくらべ、

実に 3ft になっている。

わ が 固 め 社 会 資 本 充 足 率 の 低 い こ と は 、 何 時

の l時 代 に も 話 題 に の ぼ る こ と で あ る が 、 住 宅 お

よ び 住 環 境 に つ い て い え ば 、 戦 後 の あ ら ゆ る 時

代を通じて、 Ｗ イナス側の ｬＧＺＧｾ 位にランクされて

きた 。 しかも 1957以来の高度経済成長政策は、

人 口 の 急 激 な 都 市 集 中 を も た ら し 、 都 市 部 に お

け る 住 居 戸 数 の 不 足 と 質 的 低 下 は 波 性 的 症 状 を

呈 し て い た 。 表 1 にみられるように、 1955年よ

り1970年 ま で の 人 日 明 加 数1440万 人 に 対 し 、 都

市人口地川l数 は 2460万 と な り 、 過 密 、 過 疎 と H乎

ば れ る 人 口 配 分 の 不 均 衡 を 如 実 に 示 し て い る 。

人 口 お よ び 市 部 而 般 の 増 加 の 状 況 を グ ラ フ 化

す る と 、 図 1 の よ う な 関 係 が え ら れ る が 、 こ こ

に 示 さ れ る 市 部 面 積 と 市 部 人 口 の 増 加 の 関 係 は 、

急 激 に 進 め ら れ た 向 度 経 済 成 長 の 軌 跡 を 明 か に

読 み と る こ と が で き 、 時 の 推 移 と と も に 、 市 部

- 第 1 次 住 宅 建 設 計 画 と 住 宅 産 業

年間1 100万戸を超す住宅恕設が含む投資額は、

1965年 当 H寺においても、すでに 3 兆 円 に 迷 す る

初 で あ り 、 こ れ を 産 業 桃 造 に 組 み 入 れ る と す れ

ぱ、その剰余価値は極めて大きい。

こ う し た 経 済 情 勢 の な か で 企 画 さ れ た の が 第

1 次 住 宅 建 設 5 ヵ年計画であり、 1967年 か ら 19

71年 に か け て 、 持 家 を 中 心 と し て 670万 戸 、年

間 約 130万戸を建設するというものであった。

こ の 持 家 中 心 に 推 進 さ れ よ う と し た 住 宅 政 策

には次のような内容が含まれる。

(1)民間自力の比重が高められる。

(2)土地需主要などの付加価値があがる。

Ｈ Ｓ Ｉｾ 信用ｊ￬Ｂ Ｑ により産業化への展望が Ｑ Ｉ 日 かれる。

初 J則B切の 11時i侍寺点における政! 府符施鍛のz箆I! .'，点l

昔部[1叩『♂品男弘gの産業業4 イ化じにおカか‘ れ、 厨 E号セ ッ トな ど を 中 心

に 生 産 活 動 が 活 発 に な り 、 そ の ほ か 一 戸 建 プ レ

ハ プ 住 宅 の 開 発 に も 力 点 が お か れ て き た 。 こ れ

は 明 か に 住 宅 建 設 の 産 業 化 を 意 図 し た も の で あ

り 、 同 時 に 通 産 省 主 導 型 の 住 宅 産 業 と い う 音 楽

も一般化してくる 。 し か し 、 こ の 構 想 は 住 宅 建

設 の 基 盤 盤 備 を 疎 外 し て 行 わ れ た た め 、 ま ず 土

の過弦・化の様相が歴然としてくる。 地問題にはばまれて、計画実施の翌年、 1968年

こ こ で 建 設 界 の 実 状 を み る と 、 東 京 オ リ ン ピ に は 地 価 高 勝 抑 制l を 目 論 ん だ と 恩 わ れ る 、 地 価

y ク開 催 ま で の 業 界 構 造 に お い て は 、 全 建 設 業 義 務 説 な ど が 流 さ れ た り す る が 、 よ う や く 上 持

者 数 の 約 1 % を 占 め る に す ぎ な い 大 企 業 建 設 業 気 速 を み せ た 経 済 事 情 を 背 景 に 、 予 定 計 画 戸 数

者 は 、 主 に 民間大 規 桜 投 資 の 建 設 を 担 当 し 、 公 の建設はほぼ達成された。

共 お よ び 住 宅 建 設 は 中 少 建 設 業 者 の 分 担 で あ っ 1967年 か ら 1971年までの住宅池設状況は、

た 。 な か で も 住 宅 建 設 、 と り わ け 個 人 住 宅 は 弱 2 の 通 り で あ り 、 計 画 の 主 体 で あ る 持 家 の 比 率

小 建 設 業 者 に よ って推進されてきた。ところで、 は そ れ ほ ど の 変 化はみせていない。

来京オリ ンピック終了後、 1965年 か ら 6 6年 に か 表 3 は、 1956年 以 来 の 建 築 活 工 の 床 面 積 、 住

け て 起 っ た 経 済 事情 の 停 滞 は 、 建 設 業 界 も 例 外 宅 建 設 戸 数 な ら び に 、 都 市 部 に お け る そ れ ら の

で は な く 、 大 企 業 建 設 業 の 公 共 工 事 へ の 進 出 と 比 率 を 示 し た ものであるが、稲工面積にしても、

い う 状 況 を 生 じ た が 、 こ れ は 中 小 建 設 業 の 経 営 住 宅 戸 数 に し て も 、 都 市 部 は 常 に 80% を超えて

をかなり圧迫することとなった。 お り 、 こ の 期 間 に お け る 都 市 部 へ の 集 中 化 傾 向

表 1 都市人口および市部面積の変化 褒 2 住宅渚工数( 単位千戸、括狐内比率% )

都 市 人 口 面 積 年 度 1 9 6 7 1  1 9 6 8  1  1 9 6 9  1  1 9 7 0  1 1 9 7 1  

年 |  数 全国(万人) 市部人口(万人) 比率( %) 市部( k ma) 比率( %) 総 計 1，042  1，214 I  1，408 I  1，491 I  1，532 

( 100)  ( 100)  1  ( 100)  1  ( 100)  1  ( 100)  

1935(  8  10)  1  127 6 ，866 1  2 ，258 1  32. 9 1  5，087 1  1. 3  

1940( 8 15)  1  127  1  7 ，254  1  2 ，749  1  37. 9 1  8 ，844  1  2. 3 持 家 410 I  434  I  464 I  488  I  493 

山 5( 8 制 2OS  I  7:;;OO  I  ;;: ooi  I  ;; 7:8 山間 3. 9 ( 39. 1)  1  ( 35. 7)  ( 33. 0)  1  ( 32 . 7)  1  ( 32. 1 )  

1950( 825 )  1  248( 6)  1  8 ，320  1  3 ，120 1  37. 5 1  19 ，815  1  5. 4 民 303 I  367  I  435 I  431 I  429 

1955(  8 30 )  1  490( 5)  1  8 ，928 1  5 ，029 1  56. 3 1  67 ，761  1  18. 3 貸 家 ( 29 ，0)  1  ( 30. 3)  1  ( 31. 0)  1  ( 29. 0)  1  ( 28. 0)  

1960(  835)  I  555( 5) I  9 ，342  I  5 ，933 I  63. 5 I  82，559 I  22 . 3  I  I  rdll . H  ，ｾｾ＠ I  42 I  45  I  49 I  61 I  42  

1965(  8 40 )  1  560( 6)  1  9 ，827 1  6 ，693 1  68 .1 1  88，068  1  23. 8 給与住宅 ( 4. 0)  1  ( 3. 7 )  1  ( 3 . 5)  1  ( 4 . 1)  1  ( 2 . 9)  

1970 (  8 45)  1  579( 8) 1  10，372 1  7 ，485 1  72. 2 1  94 ，685 1  25 1 資

そ の 他 40 I  64  I  97  I  124 129  

(注 1 ) 市部の人口、面積は各調査時点の市伽l区域による 金 ( 3 . 9)  1  ( 5. 3)  1  ( 7 . 0)  1  ( 8 . 2)  1  ( 8 . 4)  

(注 2 ) 都市数の( ) 内はれ| 嶋、被占領時のみ 合 計 795 I  909  I  1045  I  1，104 I  1，093 

(注 3 ) 国土而積は 1970年 10月 1 日現在 377，458 k  m'  ( 76. 0)  1  ( 75. 0)  1  ( 74 . 3)  1  ( 74 . 0)  1  ( 71. 4)  

49 1  71 1  76  1  108  1  106 

図1 . 都市人口 、面積の噌加グラフ 公 営 ( 4 . 7) I  ( 5 . 8)  I  ( 5. 4)  I  ( 7 . 2)  I  ( 6 . 9)  

公 31 I  31  I  62  I  70 I  78 

84  10万 公 団凶 ( 3 . 0) 1  ( 2. 6)  ( 4 . 4)  1  ( 4 . 7)  1  ( 5 . 1)  

的 1八よ 昼・=主 123 I  146  I  176 I  158 I  200 

司: f  /  . / ' - j 8 万 指 ' t i : . 1 ｾ＠ ' ''1'' I  0 2 . 0)  I  ( 12. 0)  I  ( 12. 5)  I  ( 10 . 7)  I  ( 13. 0)  

部 市部i町M / 部市 そ 他 44 I  55 I  49  I  50  55 

人 〆ノ 而 金 の ( 4 . 3) 1  ( 4 . 6)  1  ( 3. 4)  1  ( 3. 4)  1  ( 3 . 6)  

(f 人) 64 i  /  品 合 計 247 I  303 制 抑 制

6 万 ( km' ) I  11}  IT I  ＨＲＴｾ ￒ ｪ＠ I  ＨＲＵｾ ｏ Ｉ＠ I  ＨＲＵｾ ｾ Ｉ＠ I  ＨＲ Ｖ ｾｾｪ＠ I  ＨＲ ｾｾｾ Ｉ＠

"  /  rli 部人 n

j  t  表 3 都市部における建築および住宅の建設状況

/ /  ｾＴ 万

44 ト /  珊 工 桂 計 S  R  C 必よ I I RC 遣 住 宅 姐 E 戸 散

床面構(干m，) 市部比車(%) 床面倒和・) 市粉砕(%) 戸世[ 千戸) 市部比車( %

2 万 l田6- l 9ro(年平均) 1 47，838 1  79.1  1  - 1  1  516  1  82. 7  

「一一-…一一/-一/ '  1  1
1蝿 ト l蝿

5( ' ) 1  89，063 1  81. 2  1  26 ，316  1  86.7  1  634  1  84.3 

?，"-"'-.， /  1  I  1965 I  102，300  I  80.1 I  30 ，350  I  85. 6 998 82. 8 

2 4 O  197o 1  205，O34  1  78. 8 1  59 ，741 1  86.6 1  1530 82. 5 

( 年度) 1935 1940  1945  1950 1955 1960 1965 1970 ( よ記の資料は、「経済白書」昭和39年~昭和47年版に よる. )
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は、こうした着工統計からも明かに看取される。

1960年 代 初 頭 か ら 顕 在 化 し て く る 公 害 問 題 は 、

産 業 廃 棄 物 に よ る 水 質 汚 濁 か ら 始 ま っ て 、 都 市

部 に お け る 大 気 汚 染 、 各 秘の 振 動 や 騒 音 と 、 と

ど ま る と こ ろ を 知 ら ず 拡 大 し て く る が 、 結 局 は

無 秩 序 な 集 中 化 の な か に メ リ ットを追求する、

こ れ ま で の 産 業 構 造 の な か に 底 胎 す る 副 作 用 が

表 面 化 し た も のといえるであろう。

ま毒童書盤備を伴わぬ * 住宅産業論もまた、こう

し た 既 存 の 産 業 構 造 の な か に 組 み 入 れ ら れ よ う

としたのて・ある。

・ マ ン シ ョ ン 建 設 と 日 照 権

民 間 資金 に よ る 中 高 層 共 同 住 宅 、 い わ ゆ る 7

ン シ ョ ン ( 外 来語らしい日本穏であることは、

す で に 御 承 知 で あ ろ う ) は 、 東 京 オ リ ン ピ ック

施 設 建 設 と 並 行 して 、 街 区 務 理 の な か で 、 商 業

施設などに不適な裏通りを中心に主主股され、都

心 に 近 い こ と や 比 較 的 良 好 な 環 境 を 持 つ こ と か

ら、かな り好評 で 迎 え ら れ た 。 オ リン ピ ッ ク ブ

ー ム 終 了 後 に 訪 れ た 、 全 般 的 な 致 気 込i似のなか

で 、 マ ン シ ョ ン は 街 区 の 表 通 り に 進 出 し て く る

が 、 そ こ に は も は や 環 境 と い う 概 念 は 払 拭 さ れ

ており( もともとそうした概念はなかったが) 、

企 業 者 に と っ て も 、 居 住 者 に と っ て も 、 経 済 的

メリットの集合体にすぎなかった。( 第 2 次 マ ン

ションブーム) 。

こ う し た 経 済 活 動 の 袈 求 に 基 づ く 7 ンション

用 地 は 、 数 量 的 に も 隙 ら れ 、 ま た 第 1 次 住 宅 建

設 5 ヵ年計画の発表に伴ない、 7 ン シ ョ ン 建 設

は 郊 外 住 宅 地 に そ の 範 聞 を 拡 大 す る こ と に な る

が( 第 3 次 マ ン シ ョ ン ブ ー ム ) 、 従 来 低 層 住 宅 地

として、ー敷地に対し、段高容積率120%程 度 て ¥

日 照 享 受 、 樹 木 の 繁 茂 を 通 常 の 行 為 と し て き た

場所に、容積率300% に 迷 す る 建 築 が 出 現 す る こ

と に な る と 、 従 来 の 常 識 は す っ か り 通 用 し な く

なり、日照、緑などは簡単に琢いきられてしまう 。

このような事態は、 1968年 頃 か ら 、 太 平 洋 ベ

J レト地帯の都市に集中的に発生してきた。日! 煎

を 守 る か ら 日 照 権 の 硲 立 へ と い う 住 民 運 動 は 各

地 に 起 っ て き た 。一方企業サイドからみれば、少

なくとも 1 棟 当 り20戸 以 上 の 住 居 を 含 む も の で

なければ採算ベースにのらない。しかもマンショ

ン建設は、住宅政策の一環であるという大義命分

も あ る 。 結 局 基 盤 整 備 の 伴 わ ぬ 住 宅 産 業 の あ り

方 は 、 早 く も そ の 公 害 的 側 而 を 露 呈 す る こ と に

なった。しかも、こうしたマンション建設の良き

指導者が建築基準法であったということができる。

・ 建 築 基 準 法 の 性 格

ひとくちにいって、主主築基準法は、個の建築

を 計 画 す る 際 の 最 低 の 技 術 基 準 で あ る 。

2日1 条には、「この法律は、建築物の 敷地 、 構

造、設 備 ［ 及び用途に ｬ 刻する最低の占ｾｩｖ ｬ を定めて、

国 民 の 生 命 、 健 康 及 び 財 産 の 保 護 を 図 り 、 も っ

て公共の福祉の増進に資することを目的とする」

と な っ て い る 。 マ ン シ ョ ン が 計 画 さ れ て 、 ま ず

周 辺 住 民 が間 組 提起したホ日! 紙、についていえ

ば 、 こ の 第 1 条の後半「・・・¥国民の生命、 、」

以 下 の 条 文 を も っ て 、 周 辺 の 保 護 も 含 め る と 解

釈 し た の で あ ろ う が 、 こ れ が 明 ら か な 限 解 で あ

る こ と は 、 第二 条 以 下 、 ま た 施 行 令 を 逐 条 解 釈

していけは? 明かになる。またそのことは、この

法 を 管 診 す る 行 政 機 構 が 、 決 し て そ の こ と を 明

らかにはしないが、この条文を棚あげして硲問、

事務を扱っていることからも明白である。聖書す

るに、ここで扱われるい建築物、とは、機認申請

が な さ れ て い る 、 当 該 建 築 物 に 限 る と 、 そ の 範

囲を明石世にしたうえで巡用すれば( 現実には明

確になっている) 、少くとも環境問題までも含め

う る で あ ろ う と い う 誤 解 は 生 じ な か っ た 答 で あ

る。と 同時に、建築基準法に違反しなければ 、周辺

の 環 境 や 近 隣 の 事 情 を 無 視 し て も 建 築 行 為 は 行

い得る、という最低の基準を 定めていたのである。

いま、この建築越準法に、隣地に対する日最長

規 制 ( こ の 用 語 も 極 め て お か し い も の で 、 古 く

から、日最多とは) 自の光、、を意味していたのだ

が ) が 盛 り 込 ま れ よ う と し て い る 。 本 来 、 単 体

規 定 の 法 律 に 、 集 団 規 定 的 要紫 が 含 ま れ る こ と

は、矛盾が生じることになるが、5 J J j の1RI J j 茄から

み れ ば 、 隣 地 税11刊l を 設 け る こ と に よ り 、 当 該 建

築 物 の 正 当 性 が 主 張 で き る と い う 解 釈 も 成 り 立

ち 、 こ の 而 か ら み れ ば 、 や は り こ の 法 律 は 、 単

体 規 定 の 基 本 を i鳴 っ て は い な い と い う こ と が で

き る 。 高 層 建 築 物 に よ っ て 、 そ の 周 辺 の 苦 悩 は

さらに均すことになるであろう。

日 間 紛 争 そ し て さ ら に 進 ん で 環 境 問 題 に ま で

立 ち い た っ た と し て も 、 現 象 的 に は 物 理 的 問 胞

と し て 処 理 さ れ る 可 能 性 は 大 き い 。 た し か に 物

理 的1J1i J 聞にしかみえない現象としても、社会的、

経 済 的 推 進 力 の な か で 起 っ て き た 問 題 で あ る 以

上 、 そ の 背 景 と し て 上 記 の よ う な 問 題 点 も 摘 出

しておくことは必要である。

そ れ と と も に 今 後 の 都 市 の 再 生 も ま た ふ れ て

お か な け れ ば な ら な い 点 で あ ろ う 。

|住 民 本 位 の 都 市 造 り |

いかなる現象であれ、自然界における集合は、

あ る 限 度 を 超 過 す る と き 、 衰 退 に 向 う こ と は 多

くの事例が証明している 。勿 論 、 人 間 の 集 合 体

と し て の 都 市 も 、 過 度 の 集 中 化 の な か で 例 外 で

はありえないだろう 。

現 代 の 集 中 化 と そ の 実 態 、 そ れ に よ って 怒 起

き れ る 各 般 の l盟主主現象、それらのーっとして、

建 築 公 害 も ま た 無 悦 し 待 な い 存 在 で あ る 。

公 害 的 側 面 が む し ろ 全 而 化 し よ う と し て い る

現 在 の 都 市 の な か で 、 将 来 の 都 市 像 を 具 象 化 す

る こ と は 、 き わ め て 困 維 な 命 題 で あ ろ う 。 だが、

こ こ で 目 燃 と し て ぬ げ う る 命 題 が な い わ け で は

ない 。 そ れ は 、 そ こ に 住 む 人 々 の 生 命 と 生 活 を

安 全 に 保 つ 都 市 を つ く る こ と で あ る 。 いわば{ 主

民 本 位 の 都 市 を つ く る こ と で あ る 。

・ 都 市 づ く り の 倫 理

都市は市民のものであるという地点から、われ

わ れ は 出 発 し な け れ ば な ら な い だ ろ う 。 それは

当 然 の こ と と い わ れ る か も し れ な い が 現 実 は そ

うなっていない放に、確認しなければならない。

戦 前 の 包 囲 強 兵 的 産 業 構 造 お よ び 都 市 形 態 は

別 と し て も 、 戦 後 の 約 四 分 の一 世 紀 に お い て さ

え、わが国の都市の成長過径は、明かに重化学工

業 を 中 心 と す る 産 業 構 造 の 拡 大 に 焦 点 が し ぼ ら

れ、一般に必聖書な都市機能の務要紫は、最低限度

に tll
l
え ら れ て き た . .，"，11市への人口移動も、産業構

造 を 支 え る 部 品 的 役 割 り に と ど ま り 、 人 聞 が 都

市 を 構 成 す る と い う 本 来 の 姿 勢 は 見 失 な わ れ て

いた。産業精進の抑制lのない膨版は、都市におけ

る 過 度 の 集 中 を も た ら し 、 と く に 住 環 境 に 対 し

レ ポ ー ト

松 田 誠

て は 、 直 接 的 な 圧 迫 現 象 を 各 所 に 発 生 さ せ る こ

とになった 。機 械 的 処 理 に よ っ て 、 あ ら ゆ る 現 象

が 解 決 で き る と 過 信 し た 楽 天 的 技 術 主 義 は 、 単

純な物理学上の原理さえ忘却し、空気、水、日! 煎な

ど、ごく手近かな生命縦持の基礎的援紫に対して、

何 ら の 解 決 手 段 を も た な いことを l曝露している 。

こ う し た 事 態 に 直 面 し て 、 都 市 住 民 の 不 安 や

不 満 は 、 ま ず 都 市 管 理 機 構 で 合 る 行 政 休 に 向 け

ら れ る が 、 こ こ に も そ れ ら に 対 す る 処 理 能 力 の

ないことが明かにされつつある。というのも、

行 政 管 理 運 営 の 根 拠 を 、 中 央 集 格 的 法 体 系 に 依

存 し て き た 行 政 体 に と っ て 、 人 間 生 活 の 基 礎 的

姿 紫 に 対 す る 取 り 組 み は 、 ま ず 未 知1の 領 域 で あ

り 、 産 業 構 造 の 拡 大 を 基 本 に 策 定 さ れ た 法 体 系

に 盲 従 し よ う と す れ ば 、 日 常 の 平 穏 な 生 活 を 保

証 し う る 、 地 域 、 環 境 を 中 心 に し た 、 人 聞 の都

市 を 指 向 す る 方 向 と は 、 む し ろ 逆 行 す る こ と に

なるのも、やむをえないことである。法は社会規

範 の 設 低 基 準 と し て 策 定 さ れ る が 、 そ の 最 低 級

に お い て さ え 、 何 ら の 対 策 が 行 な わ れ え な い と

すれば、すでに、ＢｴＺｾ市の倫理、、は消滅したもの

と考えざるをえないであろう。

このような現状を認識するなら、われわれは、

こ の 時 点 か ら 、 人 間 お よ び そ れ を 取 り ま く 環 境

を一体とした、 消日市づくりの倫理、を創造し

な け れ ば な ら な い 地 点 に 立 っ て い る と い え よ う 。

・ 住 民 運 動 か ら 市 民 運 動 へ

わずか 10年 に 過 ぎ な い 過 程 だ が 、 日 照 権 問 題

にはじまる 、 建 築 公害 に 対 し て 、 住 民 運動 が 地

域環境の維持に来してきた役割は、i 1 ' J i . ( 評価 し

なければならない。

い う ま で も な く 、 住 民 運 動 に も い ろ い ろ な タ

イ プ が あ り 、 本 来 、 発 生 の 動 機 が エ ゴ イ ズ ム を

テ コ と す る 以 上 、 運 動 の 発 展 過 程 が 大 き く そ の

結 果 を 左 右 す る 。 たとえば最初から、金銭布lH貨

を 目 的 と し 、 む し ろ デ ッチあげ公害・としてする

使 来 迎 動 も 散 見 す る が 、 こ れ ら は 峻 別 し で か か

ら な け れ ば な ら ず 、 住 民 運 動 も 、 運 動 の 長 期的、

広域的展望に基づいて推進しなければならない。

必2築 公 害 は 、 発 生 動 機 が 一 般 に 小 地 域 的 、 点

的 で あ り な が ら 、 結 栄 と し て は 、 被 告 発 生 状 況

が 、 地 域 的 拡 が り と な っ て あ ら わ れ る こ と が 多

い。 す な わ ち 、 日 照 問 題 に か ら ん で 起 っ た も の

が、幸吉* 的には、電波障害、風1 1 ) 、 111の地力11、

i騒 音 、 大 気 汚 染 な ど に 発 展 す る こ と も 多 〈 、 環

境 一 般 と し て 把 握 せ ざ る を え な く な る 。 そのた

め に は 、 広 範 な 基 礎 知 識 と 将 来 の 地 域 像 、 さ ら

に そ れ ら が 集 合 し た 都 市像 を 展望 し た 巡 動 と な

ら な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 運動 が 長 期 的

展 望 に 支 え ら れ る た め に は 、 そ れ ぞ れ の 分 野 に

属 す る 人 々 が 、 都 市 構 成 に 必 要 と 考 え ら れ る 。

広 範 な 知 識 と 創 造 性 を だ し あ い 、 結 集 す る こ と

が要求されるであろう。

そこでは、すでに地域的住民運動ではなくて、

綜 合 的 な 市 民 と し て の 要 求 、 市 民 巡 動 へ の 展1Jf.J

が主要求されているわけで、各分野の専門家、行

政 、 各 職 場 の 人 々 が 私 人 と し て も 、 都 市 づ く り

の 運 動 に 参 加 す る 以 外 に 、 み ず か ら を 守 る 道 は

な い こ と を 確 認 す る に 至 る で あ ろ う 。

( 注) 公 害 と い う 用 語 に つ い て の 解 釈 は 、 ま だ

人によ って 定 ま っ て い な い 部 分 が 多 い が 、 こ こ

で は 、 少 く と も 当 事 者 ( 発 生 源 ) 以 外 の 人 な ら

何人でも、すなわち公然に与える怒という定、l沫

で 使 用 し て い る 。 ( ま つ だ まこと 建 築 家 )

9  
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τ，宅，ョ，.、ご1- .、r

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1

'

:]“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性: 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すべり抵抗性 : すベり抵抗性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、@

FLl NTKOTE 

、J

フ リ ン ト コ ー ト に つ い て の お 問合 せ は 下言己へ

。
j脈武舎前シェル厄;iX版発売所

τ， -..1 ｾｉＭ : I I ' _ I - 施工販売部

大 阪 ⑮532 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 7 6  f t ( 06 )  303 ー 7131

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 室 町2丁目 4番 地( 第2ぬ り 彦 ピル3階 ) f t ( 03)  562 - 4646 

名古屋< ! ! ! > 46 1 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3 の 47 ( 日 本 橋 ピ ル4 階 ) 霊堂 ( 052 ) 931 - 8537

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビル 3 階 ) 合 ( 0822 ) 21 ー 1224

福 岡 ⑮810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ピ J レ3 階 ) 宮 ( 092 ) 77 ー 1961

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



建 築 と 社 会

書 評

ユ
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ニュース原稿をお送り〈ださい.

『中之島一 よみがえれ わが都市一』 富安秀雄

よみがえれ わが都市は、わがまちと呼ぶよう

に仮名がふってある 。

西山夕日三先生退官記念

講演会・祝賀会

京都大学名誉教授西山知三博士の京大退官記念

講演会が去る 5 月11 日午後、京都府立総合資料

館で開催され、ひき つづき夜には、京都ホテル

で記念祝賀会が催された。祝賀会には、多数参

加され、横尾義質実行委員長のあいさつにつづ

いて、来賓として、近藤工学部長、中沢誠一郎

浦辺鋲太郎氏らのあいさつ、大倉三郎氏の音頭

で乾杯がなされた 。圧巻は、先生自ら画く、自

画像の除幕であ った。三点ならべられた自画像

のうち一点は、京大建築学教室に 主寄贈される 。

先生の今後のご健康とご活躍をみな心から願 っ

て盛大に幕をとじた 。

昭和49年一級建築士試験

- 受験申込手続

(1)受験申込書は建設省指定の用紙

(2)受付期間および時問。昭和49年 6 月 7 日 悩 ~

昭和49年 6 月13日刷。 日縦日を除 〈午前101時か

ら午後 4 時まで。ただし、土 1I1il 日は正午まで。

(3)受付場所。住所地の都道府県建築士主務課。

・考査期日および時間

(1)学科の試験 8 月17 日仕) 9 時- 5 時半

(2)設計製図の試験 10月20 日( 日) 11時半 - 5 時

※ 設計製図の課題は、 8 月 1 日付の官報で公告

するほか、「学科の試験」の試験場に掲示する 。

・合格者の発表

(1)学科の試験 昭和49年10月 7 日間

(2)設計製図の試験 昭和49年12月20日幽

昭和49年建築主事資格検定

- 受験申込手続

(1)受験申込書は建設省指定の用紙

(2)受付期間および時問。昭和49年 6 月 7 日ω~

昭和49年 6 月13日刷。 日時日 を除〈午前101時か

が午後 4 時まで。ただし、土 11M日は正午まで。

(3)受付場所。住所地の都道府県建築主務謀。

・考査期目 、考査科目

(1)技術考査。学科 8 月17 日出 9 1時- 5 時半。

設計製図: 10月20日( 日) 11時 半 - 5 1待。

(2)行政考査 10月20 日( 日) 9 時 - 111待。

( ※ ) 一級建築士の資格を有する者は技術考査免除。

( ※) 設計製図の諜題は、 8 月 1 日付け官報で公告。

・合格者の発表 昭和49年 12月下旬

日本建築学会賞 と

都市計画学会賞

四主主に分けられたこの本では 、一主主に大阪の伝

統と中之島の歴史が語られ、二章では中之島の

四つの建物を中心としながら大阪近代建築の流

れが語られ、三章では都市の伝統をまもる意味

として、都市における歴史的伝統を保全するこ

との意味が西欧のまちなみ保存の例とともに述

べられている 。最後の四章は 中之島に焦点を絞

って、 その再開発構想および都心開発の方向に

対する批判が展開され、中之島の未来像が提

昭和 48年度の日本建築学会大1' t ・学会1' iーならび 案されている。また、これまでの中之島をまも

に都市計画学会設がつぎのように決まった。 る運動の経過が紹介されている 。

・日本建築学会大賞 「中之島をまもる会」がつくったこの本は、はじ

「ヴィトルヴィウス研究な らびに 西洋古典学に めに述べられている ように 、中之 島に とどまら

基づく建築論形成への貢献」・… ー・・ ーー森田慶一 ず、 都市に 文化をよみがえらせるき っかけとも

・日本建築学会食 なれば- " と い うこ とで、まず 、淀川 とその岸

第一部= 論文の部として、つぎの 6 点が受賞。 辺の江戸時代の姿を描きだす。京 ・大阪を結ぶ

「地域長観の計画に | 刻する研究J( 足達富士夫) 。 大動脈でFあった淀川。伏見を出た三十石船は旅

「視環境の心理的評価法の建築設計への応用に の哀歓をのせて 川を下り、大阪城を左手になが

関する研究J ( 乾正雄 ) 0  rコンクリートの初期 め、天満橋をくぐって入軒家についた。今は天

性状に関する研究 J (笠井芳夫) 0  r塔状およ 満キャ γ ルホテルの裏手から天神橋にかけて、

ぴ吊屋根構造物の風による振動に関する研究」 ・か つては舟宿もならび、大坂の玄関であった 。

( 川村純夫 ) 0  r住宅需給の諸形熊に関する ー いきいきとした一帯の描写が史実とともに展開

速の研究 J Ｈ 城谷ｾ Ｉ 0  r中世禅宗様建築の研 きれ、大阪を知る人は現在の街を想い浮かべな

究 J ( 関b 欣也)。 がら興味深〈読み進め る。そして大阪の町が町

第二部= 作品 としてつぎの 2 点が受賞。 人の町として、すばらしい歴史と伝統に包まれ

「所沢聖地盤閣の礼拝堂と納骨室J ( 池原義郎)。 ていること、その 中で中之島一帯がどのような

「北海道開拓記念館 J ( 佐藤武夫) 。 役割を演じたかを誇 りを感 じつつ、 知ることが

第三部= 業紋としてつぎの 2 点が受賞。 できる 。

「腐朽木材に科学的処置を 加 えて耐用化し再使 このような背景につづいて大阪の近代建築の流

用することによる古建築復元の一連の業績J ( 関 れがわかりやすく紹介され、とくに中之島東部

野克) 、 r N  H K放送センター総合施設計画」 にあ って市民に親しまれてきた公会堂 、図書館、

( N  H K建設本部ほか )。 市役所、日銀大阪支庖の 4 つの建物についての

・昭和48年度の日本都市計画学会貨の論文1 ' t と 話が述べられる 。 この 4 つの建物を建て替える

して、 「空間価値論 J ( 早川和 男) 、石川賞と 話が起り、それに対しこれらの建物を含む中之

して、 「社の都 ・仙台のすがたーーその将来像 島の環境こそが市民にとりかけ がえのないもの

を提案する一一 J ( 吉阪隆正 ) であり、これを破壊から守ることが必要である

新刊紹介

「マルサ高速道路問題

一動きだした環 2 高速計画一』

編 集 日;科持者会議愛知支部交通問題研究委員会

東海自治体問題研究所交通問題研究部会

発行 日朝特二者会議愛知支部交通問題研究委員会

代表者: 日比野正己

サイズ: B  5  ＧｬＧ ｾｊ 変型

頁数 : 192p. P 

価格: 1，300円 ( 〒150円)

連絡先 〒464名古屋市千種区不老町

名古屋大学工学研究所建築教室

(052)  781- 5111 ( 内)6790 ・4690

※ " ? J レサとは、 f-'12t:， j主( ? J レ)と 都市高速( サ) の時称

ことを説くことがこの本の意図するところである 。

また、 中之島の保存を足がかり にして、次阪に

すばらしい都市空間をよみがえらせ.る可能性が

語られて いる 。

中之島をどのように すればいい のか? 中之島が

単なる市街の一部ではなく、大阪のシンボルと

して多くの市民に親しまれてきている中之島で

あるために、その将来は市民の意志を反映させ

て定められるべきであろう 。そのためにも、市

民に中之鳥と、そこにある建物と、その群として

の存在の意味が、充分知られることが必要である。

中之島はこうした要望に応えるものであるが、

また、大阪の文化史を 紹介するものとしてもお

もしろい 。

( とみやすひでお 市浦者11市開発砲E築コ ンサルタ ンツ)

中之島一一よみがえ れ わが都市ーーイ価格850円

編集 r中之島を守る会」 発行 :ナ ンバー出版

強 築 と社会 / 1974年 6 月号 11 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-
-

軽 量

比 重 0. 5

断 熱

而七人c

法 定 耐 火 材 料

当

⑨ ｐｏｒｅｾ＠

大 松 ビ J レ・岡山県

設 計 池 上 建 築 事 務 所

施 工 中 国 建設 工業 株式 会 社

使 用 個 所 カベ・ 7 ジキリ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根・床・壁・間仕切・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

ー，

ム

2  

工 期 短 五1(1 を 要 す る す べ て の 辿牧l

空 調 を 要 す る 工 場 ・tt 庫 事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 問 の 工 場 ・休育古代等

4  軽 量 化 を 要 す る 高 府 建 築 物 ・軟 ω地 盤 の 建 物

5  鉄 骨 i耐 火 梢 造 の 建 物

与ポレ11/ ' 7ヌ 株 式 会 社

本 社 ・ 東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平沼ピノレ )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ピ ル )

空 軍 路 大 阪 ( 538 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大商ビノレ)

電 話 名 古 屋 ( 5 8 1 ) 代 表 7 4  2  1  



口 写真と概裂を どしどしお送り〈ださい。

凡例 : a 所荘地 b  敷地而f i ' ! c. 建築而l i'! d  延而梢 e.  ｾ｜Ｑ［Ｑｌ規模 ｦ Ｎ 工 ｊｕｊ

991. 大 阪 心 身 障 害 者 職 業 セ ン タ ー 1 992 .  

大 阪 季 節 移 動 労 働 者 福 祉 セ ン タ ー

設計: 附 東 畑 建 築 事 務 所

施工 甲 南 建 設 工 業 側

a  . 大阪市東淀川区十三東之町 1- 20 

b.  1，174. 0m'  

c .  525. 0m'  

d.  2，410. 0m'  

e.  R  C 、5 F 、P 1 、

f . 昭桐J 48年 6 月~昭和49年 4 月

重度身体障害者収容授産施設希 望 の 圏 1  993.  

設計. 回ロ 建 築 事 務 所

地 工: 戸 田 建 設 側 大 阪 支 底

a  . 大 阪 市 東 淀 川 区 中 南 通3・12

b.  956. 54m'  

C .  547. 80111'  

d.  2，615. 44m'  

e.  R  C 造、 B 1 、4 F 、P H 2

f . 昭和47年 8 月~昭和48年 4 月

シ - * ン ビ ル デ ィ ン グ

設計: 側 林聖建 設 計 事 務 所

施 工: 側 松 村 組

a  東京都港区六本木 7 - 41- 30  

b .  306. 03 m'  

c.  245.92m'  

d.  2，075. 26m'  

e.  S  R  C 造、 9 F 、P H  1  

f . 昭和47年 4 月~昭和48年 7 月

994.  公 社 千 住 東 町 住 宅 I 995 .  京 都 市 崇 仁 北 部 第 2 市 営 住 宅 I 996 .  市 )11  町 斤
省E

E ヨ

設計 東 京 都 住 宅 供 給 公 社

施工; 側 松 村 組

a. 東京都足立区千住京 2 - 8 7

b.  9，203. 37m'  

c.  2，128 .66m'  

d.  23，560. 98耐

e.  S  R  C 、12 F 、P H 2

f  B百初47年 3 月~昭和48年 9 月

設計 側 安 井 建 築設 計 事 務所

地工・側 増 田 組

a. 京 都 市 下 京 区 川 端 町

c.  683 .12m'  

d.  7，056. 38m'  

e .  S  R  C 、 l l F ， P H 2  

f . 昭和47年 5 月~昭和48年 10月

設計: 側 安井 建 築設計事 務 所

施 工 倒 神 崎 組

a . 兵庫県神崎郡市川町西川辺 165- 3

b.  4. 091m'  

C  • 822 .  305m'  

d.  2，679. 089m'  

e.  R  C 造、 4 F 、P H l

f . 昭和48年 1 月~昭和48年 10月

997 箕面市立老人福祉センター松寿荘 I 998 .  大阪競艇場スタンド( 改築・ 第2 剣) I  999 .  森 石 油 側 新 御 堂 給 油 所

設計 掛ベニス、スタジオ量聾設計事務所

施工・ 附 森 組

a. 箕 面 市 稲 7 3  5  - 2  

c.  1，334. 1 m'  

d .  1，636 .49m'  

e.  R  Ci 立、 B 1 、2 F 、一部S 造

f  昭和47年 6 月~昭和48年 3 月

設計 側 渡 辺 建 築 事 務 所

施工:側 松 村 組

a  大阪市住 ｾｩ 区南加賀屋町 ＱＹＱ

d .  2，374.  308m'  

e  .  S 造 5 F

f  昭和48年 1 月~昭和48年 9 月

設計: 側問 組 大 阪 支 l吉

施工.陸相 問 組 大 阪 支 唐

a  . 大阪府吹田市下新凹 3 5 の 4

b.  1，976m'  

c .  783m'  

d.  1，102m'  

e.  S R C  2 F  

f  昭和48年 6 月~昭和49年 4 月



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，¥0. ーヲイトコ〉タリート (…び Y

屋 上 ア ス フ ア ル ト 防 水層 の 保 護、 断 然、 軽 量 に 東 邦 パ ー ラ イ ト コ ン ク リ ー 卜

P  C - D 工 法 採 用 の 大 津 法 務 合 同 l宇 舎

般 書 十 近 畿 地 方 建 設 局 施 工 K K 伊 線 組 、 K K 笹 川 組

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. 11; J j 水層の 押 え に 使 用 し 仕 上 モルタノレの要ら な い 金 ゴ テ ー

パ ツ 仕上 工 法

・デ ッ キ プ レ ー ト の 軽 量 化 や 露出 防 水 下地 、 ま た は 貼物 下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ノ レ の 要 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳 下 地 の 省 力 化 と 塩 ビ 系 タ イ ル 下 地 の 防 湿 、 防 温 、 軽量 化 、 断 熱 ( 結 露 防 止 ) に

. 0  ｟ｾＮ｟園田 ｡ ・Ｎ _. 
東邦の，、ーヲイト壬ルヲル

;，_' ; t_ 

香 階 の タ タ ミ 下 地 に 東邦 J ぐ ー ラ イ ト モ ル タ ル P M - C 工 法 採 用 の

大 宮 高 層 分 線 住 宅

股 膏 十 大 阪 市 住 宅 供給 公 社 施 工 K K 問組、 K K 熊 谷 組

本オ 2卜"a.. xキ弘

化 粧 、 吸音、 防 湿 、断熱 ( 結 露防 止 ) と 多 目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 11欠

イ寸 して最IJ 荷ftの 心、自己がない

・ か ベ 面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 栄 治 壁 タ イ プ の 表 面 強 度 の あ

るソフトでデラソクスなムードである( ネオノマーノレスキ

ンの特徴)

・- _ I-f呈で仕上るので' 工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、鉄 板 類 、 石 綿 板 、モ J レタノレなど何 んで

もよい

- 標 準 色 20色 と 特 別 色 も で き る

P M- C工法

かべ面にヰオ ＯｾＭｊ レスキン Ｗ F  K  ( 吹 付 後 金 ゴ テ 押 え ) 採 用 の

村聖子 、 森 建 築事 務 所

設 計 村聖子 ・森 建 築事 務 所 施 工 鹿 島 建設 K K

畿|

東邦ハ。ーヲｾ・鋭式会担 ｼ

14  

大 阪 市 東 区 森 之 宮 酉 の 町 9 4 T E L 代 表 06- 941 - 9243- 7

〈 営 柴 所 〉 東京｛ＧｍＺｉＡｬＧｬｩｓＺＺ］Ｍ＼ＢＮｾ 広島 ｛ＧｬＺ ｽｩＮｦＧＮ｣Ｚｲｩ ｦｩｾ｡ｬ｟ 岡 山 0862 - 72 - 2  0  6  9  

高松[ o I : U : Ol<_.:.'''， 金 沢0762 - 44 - 3  3  4  7  ・



建

築

の

眼

関 原 猛 夫

同 直 文 牢 敵 揖工 学耳目E 蝿 圃 墳明 寛宜

大 海 一 雄

神 戸 市 住 宅 島 住 宅 部 撞 位 陣 量

三 輪 泰 司

地 嘩 計 画 o J a 蝿 研 究 雨 量
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鎗 高 岨 慮 . . . 畳

3 月ーより 6 月ー ま で よ 配 ‘ 民で姐溢

口 カ、、 ラ ス ば り 不 信

窓 に は 、 風 を 通 し 、 光 を と り 入 れ 、 外 を 眺 め る と い う 機 能 が あ る 。 と こ ろ が 外 気 が 汚 染 し 、 室 内 は 人 工

気 候 で 調 撃 で き る よ う に な っ て 、 風 を 通 す た め の 開 聞 の 必 要 も な く な り 、 採 光 の 方 も 人 工 照 明 で 補 え る し 、

騒 音 の 佼 入 か ら 身 を ま も る に も 窓 の 形 は 小 さ く な っ て よ さ そ う だ が 、 依 然 、 と し て ガ ラ ス 張 り の 建 築 が 多

い の は 室 内 の ど の 位 澄 か ら で も 外 を 眺 め ら れ る と い う 開 放 感の 要 求 の せ い で あ ろ う か 。

ガ ラ ス 張 り が 近 代 建 築 の 象 徴 と み ら れ た H寺 代 も あ り 、 カ ー テ ン ウ オ ー ル 工 法 の 普 及 で 高 層 建 築 に 随 分 と

使 用 さ れ て き た が 、 環 境 工 学 的 に は 多 少 問 題 が な い わ け で は な い 。 援 に 省 エ ネ ル ギ ー の 叫 ば れ て き た 昨

今 で は 、 ガ ラ ス 面 の 熱 貫 流抵 抗 が 小 さ い た め 熱 の 流 出 入 が 大 き い の が 致 命 的 で あ る 。 採 光の 点 で も ガ ラ

ス 面 が 大 き く て も 窓 ぎ わ ば か り 明 る い だ け で 逆 に 昼 間 補 助 人 工 照 明 が 必 要 と さ れ 、 オ フ ィ ス ピ ル で は

1，000ル ク ス に 達 す る 高 照 j支 を 満 す ほ ど の 賛 沢 さ で そ の 放 熱 長 も パ カ に な ら な い 。 日 射 の 流 入 は ミ ラ ー

ガ ラ ス の 使 用 で か な り 軽 減 で き る と い う が 、 そ う ま で し て ガ ラ ス 面 を 大 き く す る 理 由 は 何 か 。 流 行 の ス

タ イ ル を 追 っ て い る だ け で は む い の だ ろ う か 。 地 震 や 火 災 の 時 に も ガ ラ ス が 弱 点 と 考 え ら れ る の に い つ

ま で も ロ ー チ や ス タ ー リ ン グ を 追 っ か け る の は ょ し た 方 が よ い と 思 う 。 ( Se)

口 自 治 体 と 技 術 者

公 務 只 に な っ た 動 機 は 人 に よ っ て さ ま ざ ま で あ ろ う 。 公 共 建 築 を 生 涯 の 仕 事 と 決 め た 立 派 な 人 も 多 い が 、

な ん と な く と い う 人 も い る 。 し か し 、 ど ん な 理 由 で 公 務 員 に な っ た と し て も 、 公 務 員 技 術 者 と し て 何 を

求 め ら れ て い る の か 、 を い つ も 考 え な け れ ば な ら な い 。

公 務 貝 か 、 技 術 者 か 、 の 問 題 は 常 に あ る が 、 単 な る 設 計 事 務所 で な い こ と は 明 ら か で 、 こ の こ と は 新 た

に 公 務 只 を 志 す 人 達 に と っ て は 、 こ と に 大 切 と 思 わ れ る 。

建 築 職 の 公 務 只 は 、 い ろ ん な 自 治 体 に い て 建 築 を 企 画 し 、 必 要 に よ っ て は 設 計 を 委 託 し た り 、 ま た 工 事

を 発 注 す る な ど 、 行 政 と 建 築 界 と の 接 点 と し て 大 事 な パ イ プ 役 を つ と め て い る 。 し か し 、 こ れ ら 本 来 の

仕 事 の 他 に 、 科 学 的 な 都 市 政 策 を め ざ す な か で 、 政 策 の 科 学 的 な 裏 づ け や 技 術 的 な 新 し い 提 案 を す る な

ど 、 自 治 体 の 中 で の 役 割 り も 今 後 は 必 要 だ と 考 え て い る 。

6 固 に わ た って 地方自治イ本の中マの技やf . i 者 の 役 割 り な ど に つ い て 、 日 頃 考 え て い る こ と な ど に つ い て 触

れ さ せ て 戴 い た 。 大 切 な 紙 面 を 貸 し て 申 訳 な く 思 っ て い る 。 ( 0 )

口朱 雀 大 路の 生 活

平 城 京 朱 雀 大 路 の 復 原 保 全 計 画 は 楽 し い 仕 事 で あ る 。 お 金 を も ら っ て 楽 し ん で い る と は 、 と Hじられるか

も し れ な い が 一 一 。 六 条 の あ た り で 国 立 文 化 財研 究 所 に よ っ て 朱 雀 大 路 の 発 堀 調 査 が 行 わ れ て し 、 る 。

計 画 委 只 会 ス タ ッ フ 一 同 見 学 に い っ た 。 大 路 の両サイドが土日! られて逃跡商が出ている 。意外に浅し、。側 淋

の 大 き い こ と 。 何 と も い え な い 感 動 を お ぽ え る 。 こ の ltM84m の 大 道 が ず っと 4 kmも 続 い て い る と は 。 路

面は山土のようなものでかためられていて吉i I i 石はない 。延 喜 式 に よ る と両 側 に あ る は ず の 築 地 塀 の 似 跡 は

み あ た ら な い が 、 そ の す ぐ 内 側 あ た り に カ ジ 屋 の 跡 が あ る 。10cmば か り 高 く な っ た と こ ろ に 直 径 40c ll1 ほ

どの丸し、穴が 3 つ あ っ て 土 が 黒 く や け て い る 。

な ん だ か 、 千 数 行 年 昔 の 生 活 に ひ き こ ま れ て ゆ く よ う な 気 持 で あ る 。 奈 良 時 代 の 生 活 と は 、 i't 族 も 庶 民 も

中 l床は 現 代 人 に は 想 像 で き な い く ら い に 会 し く 、 不 潔 な も の だ っ た か も 知 れ な し 、 。 下 水 も ゴ ミ も な い 。

何 で も 榊 に な が す 。 床仕 上 材 な ど な い 地 べ た の 生 活 で あ る 。 だ か ら 疫 病 が は や る 。 そ の 恐 怖 か ら 逃 れ る

た め 祈 踏 を し 、 悪 疫 退 散 の 然 り を す る 。 昔 は お お ら か で よ か っ た と ば か り は い え な し 、 。 そ う い う H寺代を

の り こ え て わ れ わ れ の 姐 先 は 生 き て き た 。 現 代 を よ り 立 派 に っ く り 、 楽 し く く ら せ る よ うにしたい。

「朱雀大路」に立ってそんなことを考えていた。
( M )

口施 工 計 画

建 築 物 の 梢 築 後 の あ り 方 に つ い て は 施 工 前 に 開 発 許可 、 建築 確 認、 さ ら に 大 阪 市 で は 大 型 工 事 に |剥して

は 、 建 設 計 画 の 事 前 協 議 で 調 整 お よ び 認 可 さ れ る よ う に な り 、 行 政 面 で そ の 地 域環 境 に 合 わ せ る べ く 協

議 機1M] が完備されつつある。

一 方 、 施 工 期 間 中 に お け る 仮 設 計 画 も 含 め た 工 事 施 工 計 画 に つ い て は し 、 ま だ 各 業 者 独 自 の 案 で 実 施 し て

い る た め 、 一 見 し て そ の 計 画 と 管 理 面 に お い て 優 劣 の 幅 が 大 き く 、 美 観 上 で も 安 全 面 で も 前 近 代 的 な 作

またjifr も 散 見 さ れ る の が 実状 で あ る 。

他 産 業 界 と 比 べ る わ け で は な い が 、 業 界 の 水 準 を よ り 高 め る た め に は 着 工 以 前 の 旋 工 計 画 を 充 分 に 練 り

:t. 

二 げ 、 そ れ を 図 面 化 し て 、 設 計 図 と 相 倹 つ て の 社 員 お よ び 作 業 員 間 で の 周 知徹 底 を 計 る 必 要 が あ ろ う 。

都 市 内 で の 長 期 大 型 工 事 に つ い て は 、 そ れ な りの 要 領 書 、 計 画 告 が 作 成 さ れ て い る も の の 、 小 規 脱 工 事

については、所長即仮設仕様告のJ惑があるため、近隣住民とのトラブルや災害をヲ |き起す事態になりかねない。

巾 節 流 行 の 自 主 管 理 は 建物 の 品 質 管 = 迎 の み を 重 視 の 感 が あ る が 、 技 能 工 を は じ め と す る 労 働 力 の不足と

い う 社 会 状 勢 下 、 無 理 な 工 程 、 不 安 全 な 作 業 も 強 い ら れ ず 、 密 伎 の1縫 い 能 率 的 な 作 業 笑 紋 を 挙 げ る た め に

は 構 造 か ら 仕 上 lニ 至 る ま で の 綿 密 な 工 事施 工計画が、どんな 小 規 模 工 事 と い え ど も 必 要 な 時 代 で あ る 。( Si )

挫築と社会/ 1974年 6 月号 15 
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この自由な表現を

可能に したのは何か

〉募集中。詳細は本社企画課へ。

建築デ可、インの創造性を制約する雨仕舞い

の問題。その制約に挑戦して、より 自由 な

デザイン表現を可能にした 屋根葺き材、そ

れがマノレエスシングノレです。なにしろ、

マノレエノレシングノレは、切 ったり曲げたり

がまったく自由。どんな曲面にもヒ。ッ タリ

とフィットします 。そのうえ色は、日本の

伝統を生かした 9 種類の自然色。もちろん

素材の防水性や而羽i柔性にすぐれていること i点

、言 うまでもありません。よりクリエイティブ

な建築への飽くなき創造性をマノレエスシングル

て存 分 に 発 揮 さ れ てはし、かがでしょうか。

建築空間を大きく拡げ、た

マn，::r.叉:' :: ' 2. 111
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福 中 定 三 郎
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大 阪市東区北浜 3 - 31  

電 大阪 23ト 9 6  4  8  

娠 替 口 座 大阪 39915

印刷者 網 野 栄
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電 大阪 361 - 0 3 5 1

1 部 400向・送料共
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発 行

発 行人

発行 所
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TOKOルヲイシザレヤー
. 用 途

① 鉄 筋 コ ンク リート 屋 根 の 断 熱お よ び ア ス フ ァ J レ卜防 水 下 地

と し て 使 用 で き る 。( 歩行、非歩行 屋 根 と も に 使 用 可 能 )

① 軽 量 建 築 物 の 屋根 断熱 お よ び ア スフ アル卜 防 水下 地 と し て

使 用 で き る 。( キ ー ス ト ン プ レ ー 卜 、 デ ッ キプレート、 P C 板、

A  L  C 板 な ど の 動 き の 大 き い 屋 根構 造 に も 、 完 全 ア ス フ アル

ト防 水 下地 材お よ び 軽 量断 熱 材 と し て 使 用 で き る 。)

・ 特 長

① 現 場 施工 で あ η 、下 地均し モ J レ タ ル は 不 要。 ど の よ う な 形

状 屋 根 に も 白 地 無 し に 施 工 で き る 。

② 断 熱 性 が 極 め て 高 〈 内 部 結 露 を 防 止 し 、 居 住 性 を 向 上 さ せ

る こ と が で き る 。

① 緩 衝 的 効 果 が 大 き い 。 単 に 軽 量 断 熱材 と い う だ け で な く 適

度 の 連 結 強 度 と 優 れ た 弾 性 は 、 下 地 の 変 動 お よ び 機 造 ク ラ ッ

ク に よ る ア ス フ ア ル ト防 水 層 の 破 断 を 防 止 で き る 。

① 施 工 に 際 し 水 を 使 用 しない 。 吸 水 性 が ほ と ん ど な い 。 従 っ

て ル ー フ イ ン サ レ ー ヤ ー 施 工 後 の 乾 燥 養 生 期 間 が 不 要 で あ り 、

ア ス フ アル ト 防 水 層 と 断 熱 層 の 同 質一 体 的 施 工 に よ η 、 断 熱

層 と の 量IJ 離 や 、 防 水 層 の 脹 れ な ど の 心 配 が な い 。

. 施 工

① T  0  K  0 コンク リー卜 プ ラ イ マ ー 塗 布 。

② 骨 材 パ ー ラ イ ト お よ び熱 可 塑 性 結 合 剤 を 所 定 の 配 合比 に 基

づきミ キ サ ー で 加 熱 混 合 し 、 こ れ を 指 定 厚 に 仕 上 げ る よ う 焼

漫 ま た は 加 熱 ロ ー ラ ー で 填 圧 施 工 す る 。

③ ル ー フ イ ン サ レ ー ヤ ー 施 工 部 は 当 日 中 に ア ス フ ァ J レ卜防水

l 層 を 施 工 し 、 各 ダ メ 廻 り は T O K Oア ス ベ ス ト ス セ メ ン ト

で コ ー キ ン グ 水 仕 舞 施工 を行なう 。

① 屋根 全 面 の 断 熱 層 施工 完 了 後 T 0  K  0 式 ア ス フ アル 卜 防 水

層を確定イ士械普通 り入念 に 施工 し 、 防 水層 末 端 部 を T O K O

ア ス ベ ス トスセ メ ン 卜で 水 仕 舞 コ ー キ ン グ 施 工 す る 。

. 仕 上 げ

O 非 歩 行 屋 根 シ J レパ 仕 上

カ ラ ー 砂 付 J レーフ イ ン グ 仕上

通 常 砂 付 J レ ー フ ィ ン グ 仕 上

砂 利 敷 き

① 歩 行 屋根 軽 量 コ ンクリ ー 卜 押 え ( ー 般 ア ス フ ア ル ト 防

水 工 事 問 機 養 生 モ ル タ J レ厚さ 5 mm前 後 施 工 後

軽 量 コ ンク リートそ の 他 の 押 え 施工 が で き る )

国主貞子スフ; ルト工業株式会社

本 社 ・ 工 場 ⑤210 神 奈 川 県 川 崎 市 藤 崎 3 の 6 5  ｾＰＴＴ＠ ( 2 8 )  4  5  3  4 (代 )

本 社 営 業 部 @>105 東 京 都 港 区 新 橋 5 丁目 8 番 9 号 ( 東 輿 ビ ル ) 公 03(432) 2151 (代) 直通(436)4531 - 2  

大 阪 営 業 所 @>550 大 阪 市 西 区 靭 本町 1 の 109 (第 1 富 士 ピ ル) 公 0 6 ( 5 4 1 )  7  5  8  3 - 4  

各 地 営 業 所 札 脱 ・仙 台 ・ 富 山 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

J - M 式 完 全 防 水 工 事 ・ T O K O完 全 防 水 工 事 ・ T O K Oル ー フ イ ン サ レ ー ヤ ー ・ T O K O耐霞工事〈政計施工〉

営業種目 ー ー 日 一 . . _  _  ＢＭＭ ｾ ｟｟＠ ｾ＠ _  . . . .  ， •• a ー.-. . . _  A. I. ......_....... ー ー 一





大 阪 市 身 体 障 害 者

ス ポ ー ツ セ ン タ ー



. 企画にあたって

身体障害者にとってスポーツは、その健康 ・体力の 向上に役立つのみでなく、

スポーツを通じて社会参加 の機会が増し、さらに、障害にもかかわらずスポ

ーツができるという自信による粕村 l i H i の効果も大きく、障害者の社会復 帰に

とって極めて意義のあるものである。

諸外国、とくに、ヨー ロ y パでは、はやくから医学的リハビリテーションに

スポーツが用いられ、また、多くの身体障害者が日頃からスポーツを愛好 し

ている。 1964年、東京オリンピックの時に開催されたいわゆるパラ リンピッ

クは、これまでスポーツはできないと思っていたわが国の 身体 障害者に大き

な.trt きと感銘を 印 し、 また 、身体障害者福祉について理解と関心 を深めた。

阪市でもこの年から毎年 、陸上 ・水泳 卓球の三縫目よりなる 身体障害者

の体育大会を開催 したり、各地域におけるスポーツの振興をはかつてき たが、

身体障害者が日常 、スポーツをいつでも自 由にできる施設はほとんど皆無と

いってよいのが現状であった。

ｾ，Ｎ＠ '1，. 

設 計 監 理 : 大 阪市 建 築局 営繕 部

日建 設 計 大 阪 本 社

施 工 : フ ジ タ 工業 大 阪 支I富

所 在 地 : 大 阪市 東 住 吉 区 西長 居 町 ( 長居 公 園 内 )

敷 地 面 積 ー 13 . 2 7 3 . 9 3 m'

建 築 面 積 ・ 4 . 7 1 6 . 4 9 m'

量亘舟<00羽1 : 7 . 4 7 4 m'  

主 体 構 造 R C  造 、 一 部 S R C造

階 数 : 地 下 1 階 ・ 地 上 2 階

コニ

施 工

期 : 昭 和 4 7年 12 月 ~ 昭 和 4 9年 3 月

大 阪 市 北 区堂 島 中 2 - 38  

フ ジ タ 工 業

T  E  L  06 - 345 - 7671 

身障障害者 は全国で約140万人、大阪市で約4万人と 推計 されているが、障害

の種 類により 、肢体障害、視覚障害、 聴覚障害、 内部障害に分かれている 。

大阪市身体障害者ス ポー ツセ ンター の建設に さいしては、イ ギ リス のス トー

クマ ンデビ l レスタジアム が範とされた のであるが、こ のスタジアムは 背椎損

傷患者 のための病院に附属したも のである 。

これに 対 して 、本セ ンターは全障害者 を対象にしており、多様な障害に応 じ

られ る構造 ・設備上の配慮.を行 っている。 また、会 〈独立した施設として 企

図 し、体育室、 6 コース 25mのj割くプール、ボ ウリ ング室 、 トレーニ ング室、

卓球室 、サウナ設備 のあ る温熱療法室、医事相談室、体力検査室、講習室、

ラウ ンジ などの 内容 をもた せている 。

それ とともに 、身体障害者 が気軽にスポーツを楽 しみな がら リハ ビリテーシ

ョンとし ての効果 をあげ るこ とができ 、かつ、お互いの 交友と親陸 を深めあ

えるよ うな ものとして、 この建物の規模 とイメー ジを 決定 していっ た。

佐藤欣三大阪市民生局福祉部 長図哲夫大阪市建築局営鎗部

Ｇ ｬｉ Ｎｩｾ 事

電 気

大 阪 市 北 区 南 扇 町 11

近 畿 電 気 工 事

T E L  06 - 31 2 - 1281 

空 調 大 気 市 土 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 22 新 朝 日 ビ ル

T  E  L  0 6 - 203 - 3721 

給 排 水 衛 生 三 神 工 棋 大阪市東，定川区政島 1 - 19 - 12  

T  E  L  06 - 473 - 9005 

円 型 エ レ ベ ー タ 目 立 製 作 所 大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 6  日 生 目 立 ビ ル

T  E  L  06 - 203 - 5781 

吹イ寸 タ イ ル 信 越 ユ ニ ッ ト 大 阪 市 北 区宗 是 町 7 大 ビル

ヱ ポ キ シ カ ラ ロ y ク T  E  L  06 - 444 - 379 1  

日 満 ゴ ム タ イ 士 日 満 ゴ ム タ イ ル 商 事 大 阪 市 城 東 区 古 市 南通 1 - 39  

発 売 フt: ＭＮＮｾ＠ - - - - .  - - . - .  ｾ＠ T  E  L  0 6 - 939 - 3521 

合 成 ゴ ム ラ テ y デ ス 床 大 阪市 北 区 梅 田 町 17 - 1  新 桜 橋 ピ ル

ヤ ナ セ

D E X ー 0 ー T EX - T  E  L  0 6 - 345 - 7151 

町 民 防 水 . 三 星 産 業 大 飯 南 酉 区 京 町堀 l ー 刊

〆コγ ー ト T  E  L  0 6 - 443 - 972 1  

ボ ウ リ ン グ 日 本 プ ラ ン ズ ウ イ ッ ク 大 阪 市 東 区 安 土 町 2 - 3日 大 阪 国 際 ピ ル

T  E  L  0 6 - 266 - 7630 

造園 竹 中 庭 園 了f?市 5 2 1 A f : 1 6 1



大 阪 市 身 体 障 害 者

ス ポ ー ツ セ シ タ ー

』駐最長 東出i ¥' i 彦



- 設 計 に あ た っ て

日 本 で 初 め て の 本 格 的 な 身 体 障 '，!;..{'j- のための「スポーツセンター」。この前例

の な い雄 物の 設計に i'l!l 過したi I 鼻l I ¥l 、.fk 述 は 、 そ の 社 会的 価 値 の ill 大 さ に 大 き

な意義を党えた。「身体隊答者」建築めきを IB'Jに お け る 動 き 、 事 符 子 ーーー が脳

裏 に 初 御 す る 。

私 J主が日 ?5・1主誠もしなか った 11干iI.!i の (rlJf乍J 、歩〈・座る ・上 る 下 る か が 苦 痛

と の 戦 い で あ る こ の 建 物 の 主 人 公 に と っ て 私 i主の も っ て い る 既 成 の ス ケ -

J レ 概 念 ・ 空 間 の 鋭 念 が 通 用 し な い ニ と は 明 白 で あ る 。 社 会 か ら 遠 ざ け ら れ て 、

議 岐 に 生 活 の権 利 を ま も る た め に 主 娠 し 、 物 質 の み で な く 心 か ら のi 1f . : 停を強

q 官 求 し て い る 障 害 者 が 現 在 の 社 会 に お か れ て い る 立 場 を 、 よ り 深 〈 理 解 し

m放 す る こ と が 、 私 達 の 作 業 の 初 戦 で あ っ た 。

ｾｉ ・阿に先だち私達は、肉体的 紛争l' 的 に ハ ン デ 4 キャ y プ を 背 負 っ て い る 人

び と の 特 殊 性 を 大 き な 婆 索 と し て と ら え 、 第 一 義 的 に 考 慮 す べ き 原 ll lJ的なも

の を 設 定 し て 設 計 を 進 め た 。 そ れ は 、 ① 安 全 で あ る こ と ( 物 型 的 に 安 全 で る あ

り 、 心 理 的 に 安 心 感 が 符 ら れ る こ と ) ② レ ベ ル で あ る ニ と ( 床 に は LI1椅 子

の 走 行 障 害 が な い こ と ) ③ 案 内 が よ い こ と ( 動 線 が 明 快 で 、 目 的 室 が わ か

りやすいこと ) である。

平面 ｾｉＧｩ 函については、身障施設ではＢ前室が同一平商上に配 ｴｮ されるのが謹 Ｑ Ｚｴｌ、

で あ る が 、 敷 地 の 関 係 で 二 府 に し た 。 建 物 の 中 央 に 大 き い ホ ー ノ レ を 取 り 、 こ

れ を 中 心 に プ ー ル 、 体 育 室 な ど 各 illi[dJ 窪を配置する。 2 階 へは ν 14の 緩 い ス

ロープと 事 精 子 用 エ レ ベ ー タ ー で 述 絡 し 、 上層 は ラ ウ ン ジ ・会 議 室 観 覧l市

な ど 、 下 層 の 動 的 な 諸 室 に 較 べ 1'(fr( J(j な諸室でまとめた。

こ の 雄 物 の た め に 考 案 し た い く つ か の 設 備 を 記 す る 。

①や 円 型便 房 " この秘の施設でI同骨 1こ平IJj 刊おー の 一 番 苦 痛 で あ る 便 所 に Irf 日した。

従 米 の 使 房 は 111椅子の附係て- J J i ¥がつけられず、いつあけられるか知lれ な い 用

f必 中 の 不 安 は 耐 え ら れ な い 心 理 的 な 苦 痛 で あ っ た 。 こ こ で は F R P で 問 盟 の

使j ) } を A号楽し、 ljI 椅 子 が 廻 転 で き る 2. 000 < ，6 の広さとし、片引 の瓜を設けた。

そ し て 、 使 い や す い 大 き な 締 り 金 物 も 特 製 し た 。 図 - 1 の よ う に 使 械 が 斜 め

に 配泣 きれているのは、 車 椅子 か ら 乗 り う つ り や す く す る た め で あ る 。

②、、 円 型 エ レ ベ ー タ - 従 米 の 箱 型 エ レ ベ ー タ ー で は 、 車 椅 子 でii 主人すると内

部で廻転できず、パックて' 出るしかなかった。この円型エレベーターでは、

4 台 収 容 で 矢 印 の 向 方 に 廻 較 で き る 。 ま た 、 身 障 者 を 密 室 の 不 安 感 か ら 解 放

す る た め 、 エ レ ベ ー タ ー の 一 昔11 を 透 明 ガ ラ ス 張 り に し た 。 非 常 時 は 外 部 か ら

指 示 が 得 ら れ 安 心 感 が も て 、 また、外部からもカゴの位置Eが 見 え る た め 、 待

つイライラからも解放される。

そ の ほ か で は 、 床 材 は ス ベ リ 止 と 杖 な ど の シ ョ ッ ク 考 慮 し て 、 起 草 付 特 殊 軟 質

ゴムタイノレおよび、趨付タイルである。幅木は II1 イスを対象に、 H = 350 m m

の ス テ ン レ ス 板 で あ る 。 体 育 室 、 ロ ビ ー な ど は 開 放 感 を 得 る た め 肉 然 光 を 取

り入れ、金 Il¥lの 屯 力 節 減 を も 計 っ た 。 卓 球 室 で は 空 調 給S1の 胤cia . 方 向 がEj(

に あ た え る 気 流 の 影 響 を A 号え 、特 殊 型 吹出 口 を 設 備 し た 。 便 所 浴 室 な ど に 救

助 コール用事1
1
釦 を 設 け 、 事 務 室 に 連 絡 で き る 救 助 装 置 を 設 け た 。 避 雛 口 誘 導

設 備 と し て は 火 災 報 知 器 と 述 動 し て 、 発 光 ラ ン プ ・ 発 灯 苛 l三よリ誘導する。

外 部 か ら 入 室 時 の 車 椅 子 タ イ ヤ の 洗 浄 装 也 、 タ イ ヤ の 給 公 装 託宣。 "針術生器具、

手 摺 の 向 さ 、 鋭 の 角 度 、 浴 室 廻 り の 処 理 、 屯 灯 ス イ y チ ni の 向 き 、 コ ー ナ ビ

ートに至るまで、私達の可能な範囲において考慮した心f ) : である。

こ う し た い く つ か の 徒 系 を し て い る が 、 実 際 に 使 わ れ て 、 ど の 様 な 成呆ある

いはどのような意外な不都合があったかを、私達は今後追跡ぷ，J1' I : してし、〈心

幻: である 。 この建物の使命は、 1j1 に 障 害 者 がillflli1J を し 、 親 睦 を 11.5める の み で

な く 、 社 会 に 「 身 障 者 へ の 関 心 と 理 解 」 を 広 め て い く 大 き な 波 紋 の 一 石 で あ

る こ と を 硲 faするものである。 責 進 奥 日 建 設 計 大 阪 本 社

図 - 2 油圧式エレ ベーター

図 一 1 車精子用トイレブース

21首センタ ーホール

" 皆セン? ーホール 上吊式片引戸

u  

平面図 1: 200 



- 管理運営について

この施設は、身体障害者が利用する場合、その障害の種類や程度、休'カに応じ

て、最も ii 主したスポーツや訓練が選択しうるよう大学病院などの協力をえて専

門医師等によるスポーッ医事相談やスポーツの効果測定を笑施して効果的な指

導を行えるようにする。

機能回復訓練は、本米病院や 1) ハビリテーションセンターで行われるべきも の

であるが、退院後も継続して行った方がよいものもあり、自分で実行しうる技

術を習得したも ののために 利用されるようにする 。それを 指導できる ように本

施設にも理学療法士をおし

スポーツにより体力の向上をはかろうとすれば、計画的かつ継続的に行う必要

があり、また、障害に応じて競技方法や用具を工夫しており、これの普及や指

導をはかるため専門の医 flifi 指導員によって対象宥別にスポーッ教室を開催する。

また、本施設の利用をはかるため、各地域におけるスポーツを振興させる必要

があり、身障者スポーツ指導員の養成やクラブ活動の育成などの諸事業を一層

拡充する 。施設の使用料は低くおさえであるが、さらに大阪市内の身体障害者

については無料とした。

交通手段も利用をはかるうえで配慮すべき点であるが、幸い大阪市の主要ター

ミナ J レを経由して市内を災過する地下鉄御堂筋線の長居駅のすぐそばに立地し、

市の南にある不使はあまり感じない。 身障者 の利用を考えて、関係機関 の協力

をえ、駅構内をはじめ、駅から施設までの歩道などについて盲人用点字プロッ

クを敷設するなどの務備を行った。また、大阪市が運営する車椅子利用者用の

リフトイサパスの活用もはかりたい。

こ の 施設の利用 ＱＱ 寺 ｉｪ｜Ｑ は午前 Ｙ Ｑ 時 ＳＰ 分から午後 Ｘ ＱＱ 寺 Ｓ Ｐ 分まで、休館日は水 ＱＱＱｾ 日と

祝日 の翌日 、年来年始である 。 佐藤欣三大阪市民生局宿主回日

』ー且.

1  トト

叶τ

1  :  25 m温水プール

2  観察室ょっ

3 ・観察室 スロープ

4  Ｚ 卓球ｾ

5  洗市

6  : ボウリング室

7  : 講習室

8 ・医事相談室

9  事務室
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- 利用者として

10 : 体育室

11 : 浴 室

12 体育室

13 : ボウリング室

14 :ト レーニング室

盲人用の歩道を歩いてゆきますと自然に大阪市身体障害者スポーツセンターに

入ります。先ずセンターホー/ レに設けられました交互に昇る長いスロープと、

円型の大きなエレベータが自に つきます。

そして特異な建物であることに気がつきます。これは重度障害者 ( 特に 車椅子の

使用者および下肢障害者) のために設けられています。 エレベータには車椅子

四台が楽に入り、中は廻転式で先に入 った車が後向きにならぬように設計して

あります。他に体育室、プール、ポーリング室、卓球室、ウエイトトレーニング

室、温熱療法室があり、どの室にも( たとえばポーリング室にはピンの倒れた

数を示す点字式表示器の設置等) 肢体、盲人、聴覚の各障害者が自由に、そし

て安全に使用をできるように創意と工夫が随所にしてあり 、見学しただけです

が、利用すればするだけ当局と工事担当者の御苦労が身にしみて参ることと存

じます。

二階には 観覧席、研究室、講習室などがあり、と くに広い立地なロビーは椅子

① 

「寸了寸rτ O 1 Oτ。

に座っただけで、スポーツの f去の心よい疲れも除かれる ことだと思います。

全国で唯一のこの立派なスポーツセンターにてスポーツに親しむ ことができる

喜びと感激を感じるのは当然でありますが、その意義は深いものがあります。

過去には自分のもつ障害のために、家族ともども家にとじこんで外出もできず、

また、不自由な肉体をソッといたわったものです。 こんなことで社会に復帰し

て、社会の一員になリえないのです。スポーツの持つ楽しみを味いつつ、残存

機能 の回復と積極的に障害を克服する意欲の盛り上 りを培うことができうるこ

のスポーツ センター の設立の意義は誠に大なるものであります。また 、「健全な肉

体に健全な精神が宿る」といわれますが、たとえ障害者でありましても、健全に

なりうる事を障害者に心髄してもらうことがこの立派なるスポーツセンターの

持つ使命であると思います。

終りに、私達障害者がこのセンターを充二分に 、かつ有意義に活用することが大

阪市民ならびに設立、設計、施工された方々の御努力にむくいる唯一の道と思

います。 長井弘明 大阪市身体障害者団体協議会理事



夫 阪 市 身 体障 害 者

ス ポー ツ セ ン タ ー



- 同 じ志をもっ設計者として

まず、こうした降答者のためのセンターか誕生したことを心から菩ぴ合いたい

と思います。 こうした新しい性格を持った施設が今 、 日の目を見るためには 、

氷山 の海水に L ぐった拡大主部分、すなわち企画者、障害者の組識、設計 ・工

事者のはかりしれない努力をひしと感じます。

障害者のための建物は 、それへの配慮が述 続性をもって払われて こそ生きる の

ですが、この点で、地下鉄下車後、建物に吸い込み、内部の広いロビーをポイ

ントとして周囲のスポーツ各室ヘガイドするこの空lH凶刷誌は、まずまず成功し

ている感を与えます。 1Il持から、 2 階への油圧式エレベーターや、杖にも車椅

子にも親切なゴム性床タイル、段差のない床に徹しようとした建物内外の詳細

部、カーテ ンでない引戸への挑戦は向型トイレとなり、 蛇腹 j弄となり 、議i題 解

決への12かな技iit を物話リ、思いつきでない不断の技術的推f後が伺えました。

もし維をいうならば、サ ービス ・管理部門で働〈人は |邸筈者でない と割り切っ

た態度では主いでしょうか。もし 健常者対障害者という空1 i ¥1対応がこ の装にあ

ったとすれば、誠 に残念なことです。

さて 、全国で最初というこ の建物の性格は、模範となる立場にもあり、また、そ

のレベルにも達していますが、今後 は、これ の利用追跡調査を怠 らず 、運営 -

改造各方而で要求を反映 し、その過程の柔軟さでも範となって欲しく思います。

次の段階は、 一般地域施設のスポーツ ・娯楽施設が、これに準じて改造され、

広〈身障者の 利用に門戸を!日l くことを 切 望 します。 w々 、この独立を誤解し、

一般施設から障害者をしめ出さないことを祈っています。

また、楽しむ ことは治療終了後という従来の考えを捨て 、病院や施設の方にも

この障害者向きスポーツ娯楽設備がつき、楽しく意欲的な治療を生み出すきっ

かけとなれば、さらに意義深いことと思いました。 吉田 あこ 工博 建 築 家
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特 集

建築生産と流通機構の変容

田 建築産業機構の変容

最近の建築市場 とその背景/ 古川 修

建築産業における流通機構の変容/ 藤井 昇

建設業の商社化の様相 と問題点/ 森脇 久嘉

設計事務所の コンサルタン ト業への多様化/ 藤田 邦昭

一建築家の独自一設計事務所の現在と将来/ 彦谷 邦一

建設業雑考/小川 正

回 アンケート

建築生産への総合商社の参入問題をどうみるか

コストーフィ 一方式または コンスト ラクシ ョン ・マネジメント方式についてどうみるか

インフレ下の資材 コス ト値上げと流通機構の変容

匝 コストインフレ下における建築企業体の経営 と契約

建設諮負契約 と事情変更の原則/ 内 山 尚三

異常事態の発生の予想される時期における請負契約について/ 益田 重筆

建築工事費スライドと 第三者監理者の立場/ 田辺博司

本特集は ，昨年末以来の狂乱物価の経済状勢下にあって，建設資材の高騰，入札不調な

どの建設産業の史上かつてみない異常な事態を社会的背景に して，建築生産上の諸様相

の変容、とくに ，その焦点を流通機構の変容とその関速において追求したものである。

F. L EG E R  r建級者たち 」のための構成 ( 部分〕
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最近の建築市場とその背景

古 川 修

深刻な状態 建設活動の停滞

とと数カ月の建設業は戦後約30年の間でも ，数少ない深刻な

状況にある。公共事業，設備投資，住宅投資の停滞，建設資材

価格の異常な高騰，資金繰りの悪化などなどによって ，倒産は

かつてないほど増加している。

設計業界でもオイノレショック以後の新規契約が減少し ，昨年

前半までの好況とは様変りの様相だといわれている。新規プロ

ジェク トの延期 ，既契約分のキャン セJ レ，見つもり難 ，融資規

制による契約延期などが一般の状況で，手持ちの多少でもある

大手事務所はともあれ，中小の事務所で・は; 経営は困難にさらさ

れている。

以下，現在の建設市場の様相を大ざっぱに描写してみる乙と

にする。今後どうなるかについては関心が強いととろであろう

が，さてなかなかにむつかしし、。私の感じだけをのべれば，結

論が先になるが，短期的な見通しについては ，今年のかなりお

そい時点まではいずれにせよよくなく ，その後上向くだろう と

いう乙とで ，多くの景気観測とそうちがわない。物価，賃金 ，

金融 ，財政などの情勢と選挙をふまえた政策的手段の発動の時

機如何にその基調転換はかかっている。

また長期的にみれば，まだまだ社会資本不足のわが国の現状

からみて ，公共投資 ，住宅などを中心とした建設投資の必要は

きわめて大きいとみられる。また設備投資部門でもすでにかな

りお乙なわれはじめたように ，公害防止のための設備投資 ，環

境改善のためのそれもとれからの事業であるとすれば，決して

悲観すべきではなく ，むしろ楽観すべきだろうと思っている。

ただ ，一つは60年代にみられたような年率15- 2096などとい う

異常な高成長は建設部門でもあまり長期に維持できると考える

べきではない。乙の点ではとと 15年ないし20年ほどの建設界の

経験は少しうますぎたと考えた方がよいのではないか。またも

う一つの問題はコスト上昇があまりにも激しく ，すでに一昨年

末来の住宅ブームにみられたように一種のインフレ心理による

かけ 乙み着工的な一時の昂揚とその後の沈滞といった変動の激

化と，コスト上昇による投資の実質的のびの喰いつぶしがお乙

りはしないかと恩う。乙れはいずれも危険な傾向である。
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まず建設投資総体は今年 2 月の建設省推計による 49年度投資

見通しによれば ，29兆6，500 億円で ，48年度 lζ くらべ 12.3%の

増である。とののび率は48年ののび率見込み25.596の半分以下

となっており， 40年をのぞけば乙の10年 lとみられなかった低い

のび率である。しかも乙の推定が当時の政府の経済見通 しをベ

ースとしており ，オイ J レショック以後の動向を十分に反映して

いないうらみがある。またたとえ 129ぢ余ののびである として

も，建設 コスト の上昇率の見込みが乙れを超えるならば，実質

はゼロ成長ないしマイ ナスに なるわけで ，し かも乙の可能性は

きわめて強い。昨年末の物価情勢を背景とした公共投資繰りの

ベ，金融引き締め ，ビ J レ建築抑制などのいわゆる総需要抑制策

は引きつづきつづけられており ，その効果は物価はともあれ，

需要減退の面ではかなり浸透している。 ζ れは当分継続される

であろうし ，たとえ政策転換が今年なかばにお乙なわれたとし

ても ，急激な回復はのぞめず，結局多くの建築投資はそのまま

後にずれる乙とになろう。

住宅建設活動

建築投資の柱の一つは何といっても住宅である。前記推計で

は49年度11兆 6，500万円 ，前年比 18. 396増になっている。ちな

みに48年度はのび率31. 496であった。したがって予想としても

大幅ダ ウン であり ，コ ストアップ分の見込み如何では実質はの

びとはいえまい。

一体 lζ 暦年でいって48年は着工戸数で約 190 万芦，空前のブ

ームといわれた47年につづいて ， 2 年にわたる高水準だった。

しかしそのなかで ，減退のきざしは48年なかばからあらわれて

おり ，とくに不振だったのは貸家で ，前年にくらべ1496の減少

であった。また公共住宅も用地調達難，建築費の急騰などでや

はり前年比1096の減で ，乙れらをおぎなって47年水準を維持し

たのは ，民間持家ののびであった。とくに建売り ，マンション

など分譲住宅の459ぢ増が大きく ， ζ の部分の割合は全体の住宅

着工戸数の20必を占めるにいたった。

もう一つの特長は東京 ，大阪，名古屋周辺などいわゆる大都

市周辺地域が不振で ，反対に東北，北陸，中固などの地方の持



家 ，分譲住宅が大きくのびて全体の水準を支えた乙とである。

ただ 乙れらの動向も ，せいぜい 10月どろまでであって，年末11

月 ，12月は着工は急速に鈍化し ，前年同月比で・マイナスという

乙と になった。つまり下り坂にさしかかったのである。 一体に

さきにもふれたように ，47年来の住宅ブームには ，多分に値上

がり前の換物心理的な要素が多かったように思う 。一旦冷える

ととれは相当大幅な落ち込みになると私は思っていた 。

多少長期的な観点にたって ，近年の住宅市場をみると ，つぎ

のような点が指摘される 。一つは住宅需要の過半が建替えのそ

れになっている点である 。 乙れはすでに単純に住宅戸数が世帯

数を上廻ってきている実情からくるもので，実際 lζ 住宅を建て

ょうかという人聞は自宅をすでにもっているか ，貸家をもって

いるかといった人達が半分以上になったという乙とである。以

前は乙の割合は3096程度であった。乙うした需要はさしせまっ

たものでないと乙ろがあり ，のばせばのばす乙とができるとい

う性質をもっている 。 したがって景気の動向 ，建築費の動向を

にらみながら現実化する乙とができる。

つぎには住宅資金としていわ ゆるロ ー ンの割合が急速に高く

なっている乙とである 。10年前は乙うした資金はほとんどなか

ったが ， 現在では民間住宅資金の Ｓ Ｐ ｾ ぢ程度を占めるようになっ

たと推定されている 。

もう一つはさきにも触れた分譲住宅の増加で，乙れはいわば

建設の直接のイニシアティブが供給サイドにあるのであって ，

一般耐久財と同じように企業家の市況に対する判断，資金事情

に強い影響を受ける 。

乙のようにみると，従来強い住宅不足を背景にして，さほど

景気の短期的影響を受 けなかっ た住宅の市場が，金融 ，物価な

ど一般的な経済変動との結びつきをより強めてきた乙とが理解

されよう。なおわが国の住宅の水準が十分なものでなく ，潜在

的な住宅需要が強く存在しているのにかかわらず，住宅建設の

動きがより強く景気変動の影響を受けるような構造的変化の徴

候となっている乙とに注意する必要がある 。

設備投資関連は

いわゆる民間設備投資関連の建築投資は，住宅とならんで ，

建築市場の柱の一つである 。建設省推計では ，非住宅の建築投

資の49年度は約 9 兆円と見込んでおり ，前年比 9.296の増であ

る。 ζ の数年はおそらくコストアップの超過分を補償するもの

ではなく ，実質的に減ともみてよいであろう。ちなみに48年度

は36%増であった。

49年度設備投資の見通しについては ，開発銀行調査 ， 日本経

済新聞調査などがある 。前者は主要企業( 大企業と考えてよい〉

約1000社，を対象としたもので ，工事ベ ース前年度比185ぢの増

としている。 また後者は同じく主要企業( 同じく) 約800社が対

象で ，同じく 5. 5  ｾぢの前年比増である。昨年は 一 昨年 ｬ とくらべ

ＲＰＭ Ｒ Ｕ ｾ ぢの増加であったのにくらべいずれも ， かなりの鈍化に

な って いる。またほぼ同時期の調査結果が 乙れほどに食い違っ

ている 乙と 自体 ，投資 lζ 対する気迷いが一般的である乙 とをし

め している。

いずれの調査においても共通している ζ との一つは ，消費，

財政などの引き締めがかなり浸透し ，需要の見通しが立ちにく

く， 投資計画の策定に気迷いが見えること ，コ ス トア ップで手

控え ，繰り延べがお となわれている乙と ，それらを反映してと

くに前半ののびが低く見つもられ ，増加はもっぱら投資環境の

好転を見越して ，下期 iζ 期待されているととである。さらに ，

高度成長期の中心であった生産力増強のための投資動機が減少

し，公害防止ないし福祉向上などの間接的投資動機が強まって

いるととが指摘されている。住民運動など社会的要請に動かさ

れたとはいえ ，当然のととながら結構な乙 とといえよう。

建築着工統計からみても 48年後半とくに ，事務所建築は 6 月

から ，庖舗は 8 月から ，工場，倉庫などは 10月から鈍化が著し

く，下降の局面に入っている乙とが知られる。また建設業大手

43社対象とした建設工事受況統計では 48年12月は前月比 9.796

のマイナス ，前年同月比でも 8. 6  ｾちのマイナスになっており ，

さらに49年 1月では前月比43.796のマイナス ，前年同月比10. 3

9杉のマイナスとなっており ，急激な縮少がうらづけられる。建

設業は例年 2 - 3 月の年度末発注を期待するのであるが，今年

は とれが公共工事の操り延べと民間建築の抑制の影響もあり ，

全く不調であったといわている 。

したがって資金操り面 ，コストアップによる採算の悪化と相

まって，建設業経営はきわめて苦しい。倒産件数は48年中に前年

に くらべて 3 割強の増加で ，とくに 10月- 12月に多かったとい

われ，法人，綜合企業のそれの多い乙とが目立つ。全国建設業協

会調査によれば ，地方業者の手持工事費は前年にくらべ激減し

ており ，4 - 6 月に最低の落ち込みとなるおそれがあるという 。

今回の不況がいわば一種の政策的不況の性格をもっている点

からしても ，公共工事の操りのべ解除 ，中小企業の市場確保 ，

つなぎ資金，建築規制解除など ，主として政策的手段の転換に

対する建築業界の要望はきわめて強いものがあり ，現在業界は

とうした運動のさなかで ，当面それ以外の乙とに頭を向ける暇

はない ，と さえみられる 。

きびしい底流

住宅にしろ ，設備投資にしろ ，公共事業にしろ建築の市場の

動向が，いやおうなく経済 ・社会の論理にまき乙まれ ，そのな

かで苦労させられているといえる 。苦労 しているのは何も建築
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の関係者ばかりではないにしろ ，需要洗滞下の物価騰貴という

状況に建築関係が とくに体質的に弱いのもまた事実であ る。

ただとうした市場の変化の表面にだ けでなく ，その底にそれ

らの動きをより基本的に規制し，動かしているような要因があ

るとすれば，そうした ものに注意を払い ，それを認識し対処す

るととも，き わめて重要な乙とといわねばならない。 さしせま

った対症療法にはな らないかも知れないが，危機に際してはそ

うした基本の体質もまた重大な力ともなり弱点ともなるにちが

いない。

高度成長 ，円切 り上げ，環境汚染 ，住民運動 ，労働力不足 ，

資源問題 ，オイ J レショック ，インフレ ，国際的不評判などの一

連の経験のなかから ，われわれは建築市場に対する態度，役割

について教訓をひき出さねばならないと思う。

一言でいえばその教訓とは ，建築活動についていろんな意味

での しめつけがきびしくなったという乙とである。

建築関係者はその立場上当然に ，建築する乙とで生きている

わけであるから，建てる乙とはょいととであり ，よけい建てれ

ば建てるほどそれは結構な乙とだという価値観ないし利益論理

をもって いる。世間もまた ，住宅であれ工場であれ娯楽場であ

れ， それらがまだ十分でない乙とを背景 1[ ，それを認めてきた

といえよう 。

しかし近年の状況は少しちがってきている 。たとえば手は足

りない，労賃はどんどん上がる ，資材は足りない ，価格はかつ

て考えられなかったほど上がる ，マンションを建てようとすれ

ば日照権で文句はい われる ，道路をつけようと思えば公害反対

運動がおきる 。建築計画も工事もす ζ ぶるやりにくくなってお

り，その上苦労して工事をしてみても ，利益は薄く ，ときには

赤字になり ，資金操 りは苦 しい 。

理屈はともあれ我身は守 らなければならない というなり ふり

かまわぬ話ならともかく ，冷静に考えてみると ζ れは ，世間が

建築の世界に向かつて，r もうそんなに建ててもらはなくても結

構だ」といっている乙とではないだろうか。百歩ゆずってそと

までではないにしても， 1建てるならよく考えて ，よく選んで，

ほんと に世のため人のた めになるものを ，人に迷惑かけないで

建ててくれ」と いっている ζ とにはちがいない。 ζ れほどの理

屈もわか らない建築人がいるとしたら，それは 15年乙の方つづ

いた年 率 ＱＵ ｾ ぢ Ｍ ＲＰ ＹＶ の建設投資成長にうかれ て頭がボケたと思

った方がよい 。

フラン スにはぺレーだとかコ J レビュジェだとか輝かしい建築

家がいて， われわれ建築学生であったときからその活動にはあ

とがれを抱いていたものである 。しかしよく調べてみると，第二

次大戦前のフラン スでは建築をする機会 ，つまり建築家が設計

活動をしてそれで、飯が食えるような機会はきわめ て少なく， Iま
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とんどないといってもよかったそうである。建築ス トック が豊

富でそれを大事に使って いるヨーロッ パでは概してそんなもの

であったらしい 。建築家が何と か飯が食える ようになったのは，

戦災をうけ ，世の中の大きな変化のあ った戦後の 乙とである。

考えてみれば年間た とえば1596の成長率は 5 年で 2 倍 ，10年

で 4 倍 ，15年で 8 倍 ，20年で17倍の 5 年単位の倍々ゲームであ

る。事実そうなってきているのである。とうしたと とが何の ト

ガメも受 けずに長期間世の中にあるとはやはり思えな い。今来

ているのはそれらの トガメだと思う。ノド元すぎても熱さを忘

れぬ方がよい。

さてとうした状況をわれわれ建築を供給する側からみるとど

うなるか。それは需要はやはりもってきてもらうのを待つもの

でなく て， 開発し創造していくものだ という乙とであろう。そ

してその際，拘束条件のきわめてきびしいととをよく承知しな

ければいけ ない。 ζ の点について，細川史郎がかつて書いた文

章はきわめて示唆に富んだものである( 180年代の建築市場の

態様」建築業協会 : 80年代の建築産業，73年 5月所載) 。彼の

いうと乙ろを筆者なりにいいなおせば，つ ぎのようになる。

しめつけのきびしさはまず ，60年代 lζ 一般的であった社会的

目標としての「経済的な豊かさの獲得」 という単純な一つのモ

ノサシが個性の充足 ，相互信頼，健康の確保，文化的創造への

参加など多様化した価値観に変化し ，それらとの合意なくして

は建築需要は顕在化しないというと とである。

つぎには建築スペ ースの需要は単なるモノとしてのそれだけ

でなく ，その最終的な利用者である個人ないし集団をもふくめ

た利用システムの需要としてあらわれる。したがって供給側と

してはそうした需要側の具体的な要請や潜在的な欲求の把握 ，

その評価 ，調整をおとない ，施設の社会的 ，文化的システムと

して供給する乙 とを考える必要がある。乙の場合，施工そのも

のは全体の供給の一部をなすというふうに考えるべきである。

第三 lζ ，不足が見越され価格が騰賓し つつある諸資源、，同じ

く不足している労働力 などのきびしい条件に乙たえるため ，そ

の有効な利用と最適な配分が要求される。

乙れらの多面的な複雑な要求に耐えたものでなければ建築物

としては 陽の目 をみないに違いないというのが彼の文章の趣旨

である。そして乙れらの処理能力如何が，市場における企業の

競争力決定の要因 だとしているのである。

ひら た くいえば，今まではめぐまれすぎていたので ，住民運

動とも労働者や資源、資材の不足とも ，要する に世間と何とかお

れあいをつける方法を開発 した者だけが，建築の市場で発言権

があり ，仕事も とれるという ζ とであろう。とれは大変むつか

しい乙とのようで ，金のかかるが頭も使わなくてはならぬ仕事

のようにも思える。

( ふるかわおさむ京都大学教授〕



建築産業における流通機構の変容

藤 井 昇

1. は じ め に

近年における建築生産の特色は ，すでにしばしば語られてい

るように ，大型化 ・深層化 ・高層化 ・複合化など，その規模や

形態に関する面と ，急速化 ・量産化 ・部品化 ・システム化など

生産技術にかかわる面との ， 2 つの栢からとらえるととができ

る。そして ，乙れらの両面を通じて技術革新が着々進行してい

るが，それとともに流通機構の一部にも何らかの変容をもたら

しつつある。それは個別零細需要層をもっ住宅生産分野におい

てとくに著しい。

ζ のたびは建築生産と流通機構全般について眺めながら ，最

後lζ 住宅生産分野を中心に課題を追ってみるとととする 。

2. 建築生産の性格

製造業等が企業内で生産のほとんどの部分を完結し ，完成品

を出荷，流通させるのに対し ，建築生産は現場 lζ 材料 ・部品 ・

構成材を流通させ ，とれを アセンブ J レするととによって完成す

るという点でまさに対照的である。 ζ の生産 ・疏通 lζ 直接関与

する事業主体は ，材料 ・構成材等の製造 ・加工業，運搬 ・販売

業，建設業 ，設計業，住宅供給業，専門工事業などであり ， 乙

れを総称して建築チ ームとよぶ。

また ，個々の建築現場は施主が所有 ・賃貸している土地どと

に分散し ，その建築主が同一で、ある ζ とはほとんどない。加え

て建築行為は建築主が個別注文し ，建設業者がとれを受注して

請負契約を行った時点から発生する。そして建築生産活動は ，

いうまでもなく土地に定着して行われるが，その土地形状によ

って建築物の形態は異なり，また建築主の使用目的や財政状態

あるいは好みなどによっても ，その規模 ・仕様 ・性能 ・機能な

どは異なってくる。したがって，建築チ ームが同じ経験をくり

返すといった乙とは少なく，そ乙 lζ 標準化の入りうる余地はあ

まりなかったといえよう。

しかも建築需要は地域的 ・分散的 ・個別的 ・単 発 的 に 発 生

し，そして建築主の企図を実現するため，主としてその地域に

おける設計 ・施工業者，住宅供給業者が情報サービス の過程を

通じて建築主に協力 し， また ，建築 lと必要な資材 ・機器 ・労務

ならびに専門的情報などを ，やはりその地域の専門工事業 ，材

料生産 ・流通業者などが供給する乙とを原則としている。

建築の場合 ，乙 のように数多くの個別の事業主体が参加し て

生産活動を行い ，その関連には密接不可分なものがある。 した

がって ，たとえば建築生産に一貫した合理化策を講じよう とす

るとき，建築 チー ム全体を一つの産業と して把える 乙とによ

り，はじめ て技術革新から流通革新にいたる一連の イノベ ーシ

ヨンを実現する プロセ スを想定する乙とができる。かつて「住

宅産業」という言葉がジャ ーナリズムで大きくとり 上 げられ，

広く流布されるにいたったのは ，乙のイノベ ーシ ョン に対する

期待感がきわめて大きかったからにほかならな い。しかし ，乙

とでいう「建築産業」とは ，必ずしもイノベ ーシ ョン の遂行者

逮ばかりでなく ，建築生産活動に参加している各事業主体の総

称として名づけるもの とする。

3. 建築産業における流通機構の現況

建築産業における流通機構は， 図- 1にみるようにいくつか

のパタ ー ンに分けられる。

乙れを需要サイドからみると，大口需要 ・小口需要 ・零細需

要などに区分され，それぞれ流通段階を異に してい るととは周

知の通りである。 ζ れを個別にみるとつぎの通りである。

1)  ルート販売網

図中太線で示した J レート は最も頻度の高いケ ースで ，主とし

て一般住宅ならびに小庖錦等の建築需要 lζ 対応した流通経路で

ある。乙の経路は建材 ・設備メ ーカーから小売庖までの中聞に

存在する 2 ， 3 の流通段階と， 散在する零細需要に応じて全国

くまなく配置された小売庖網をもっており，建材等の流通経路

の大部分は ζ うした形態をとっている。乙れを一般に J レー ト販

売網と称している。

乙のノレ ー ト販売方式は ，メーカーから 1次居→ 2 次庄→ 3 次
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※  圃 司 怪最 も 臓 の 高 い ケ ース 一 日 な り 搬 の 高 い ケ ー ス

庖→小売庖と順次製品が流れていくケ ースが最- も一般的である

が ， 2 次屈でも支庖 ・出張所などをもっ大型庖は直接小売居と

取り引きしているケ ースも多くみられる。さらに建材メ ーカー

が直接小売居と取り引きするか ，あるいは小売庖を自社の資本

系列下において直販方式をとっているケ ースは大手建材メ ーカ

ー独自の強みをもった J レートとしてみる乙とができょう。

また近年，大手商社が大型デポを建設し建材等の小売りにの

り出そうとしたが，地元小売居から猛反日韓を食い ，ついに 3 次庖

lζ 品物を流すに止まらざるを得なかった ζ とは記憶に新しい 。

2  )  小口販売ルート

中小ゼネコンないしは大手工務庖ならびに中堅専門工事庖等

は各種の使用品自に関し，比較的まとまった畳を消化する能力

をもっている。乙のため一般的に小売活から購入するより 2 次

庖 ， 3 次庖( 地方卸売庖) から購入する乙とが多く ，また小売

庖から購入する場合でも割引率は高い。さらに ， 1 次庖または

ノレ ー ト販売網の弱い中小建材メ ーカーないしは中小設備メ ーカ

一等で ，乙の小口需要と直結している例もかなりみる乙とがで

きる。しかし，住宅を中心とする零細需要もしくは一般建築等

- ーー 比較的少ないケース

図- 1 建築産業における流通機構の一般図

の大口需要に対する小口需要のシェアはきわめて少なく，乙乙

l乙建築産業構造のもつ大きな問題点の一つがある。それはおそ

らく ，大小両規模への建築産業構造の両極分解を意味するもの

かという人もあろうが，それだけではなく ，元請と下請という

建設業的体質面からも考慮されなければならない。

3  )  大口販売ルート

この大口販売 J レー トは ，従来官公庁建築需要ならびに大手の

建設業や専門工事業向け等に限られていた。 ζ れはもとより，

l 棟当たりの発注規模が大きい ととと ，大型需要が継続的 lζ 発

生しているため大口ロッ トの取り引きが成立する。とのため，

建材 ・設備メ ーカーないしは 1 次居が直接大口需要者に納入す

る乙とを原則としてきた。

しかし近年，プレハブ住宅メ ーカーの生産 ・販売規模が拡大

するにつれて ，乙の分野での定常的な大口需要が発生するよう

になってきた。そして ，プレハブ住宅向けの特定品目 ，たとえ

ば木材 ・鉄骨 ・合板 ・屋根材 ・サッシ ・フレキシブノレ板 ・内装

材等の他住宅設備 ・部品一般は大口販売 J レー トを通じて供給さ

れ，その量も年々増大の一途をたどっている 。
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4.  激動する経済環境と建築産業

1)  建設業の一般的動向

建築生産と流通機構の概要に ついては以上みてきた通りであ

る。そ して ，一見固定しているかのようにみえる生産 ・流通分

野は，絶え間ないとの世の激動に耐えながら刻一刻と未来へ向

かつ て動いている 。

たとえば，昨秋突如として襲いかかってきたオイル ・ショッ

クの大波は全産業界をくまなく呑みとみ ，原材料から部品 ・設

備 ・機械にいたるまで一連の製品やエネルギ一 価格を暴騰さ

せ，また減産 lζ 伴う極端な品不足現象が生じた。とのため ，代

表的な資源多消資型のア センブノレ産業である建築産業はたちま

ちそのあおりを受け ，工事請負金額をはるか K 上回る受注残を

数多く抱えたままイン フレ差損に苦しんだ。乙のためスライド

条項の適用問題をめぐっての論争や紛争がまき起 乙り ，物議を

かもした。

一方，流通段階における不適正ス トックと思惑的な商品価格

のつり上げも ，需要者全般から疑惑と攻撃の対象とされた。そ

してモノ不足傾向から ，建材等の分野においても一方的な売手

市場化した状態がしばらく続いた。

しかし ，今年に入って公共投資や民間設備投資をはじめとす

る総需要抑制策や商品価格凍結策の効果がようやく惨透し，木

材やア J レミなど一部の下落傾向をはじめとし ， 商品全般は当

面 ，高値安定の様相を呈してきた。とはいえ ，10 ドノレ原油の到

来に伴う石油製品の値上げが 3 月から実施される乙ととなり ，

さらに，エネノレギーコ ストの上昇に耐え切れず，電力会社がつ

ぎつぎと値上げを申請するに至った。また ，春闘における大幅

な賃上げの影響なども加わった乙とにより ，コ スト ・インフレ

の傾向はますます強まってきている。

だが抑制政策下における需要は沈静の一途をたどっており ，

必ずしもコス トの上昇を製品に十分転嫁できる環境下にはな

い。 とはいえ，総需要に対し供給 lζ ネックがいぜん存在してい

る現況からみて，もし金融引き締めや需要抑制にゆるみをもた

せたら ，たちま ち需要イン フレに 陥るであろうといわれている

今日 ， ζ うした経済環境のなかで、建築産業はどのように行動し

てゆけばよいのであろうか。

前にものべたように ，建築一般の需要は個別 ・分散的 lζ 発生

するため総体的に標準化を推進する乙とは容易でない。乙のた

め，購入資材を規格化したり ，見込購入してストックしておく

ととはきわめて困難である。加えて建材や部品等には嵩高品が

多いため ，一現場単位でのス トックも工程ごとに分割した場合

でも容易にできない。乙のため ，請負契約時からいくつもの時

間差を置いて物品を購入し ，現場に納入させる ζ とになる 。ま

た材工ともで工事をする専門工事業においても ，現場ごとに当

用買いをする傾向が強かったといえよう。乙うした購買方式は

市況が比較的安定し ，し かも資材が豊富にある時期において成

り立つものである。

しかし ，現場どとに使用する材料の寸法 ・仕様が異なるとい

う建築物の性格から ，乙 のような変動期におい て も購買の合理

化を推進するととは ，建設業一般においていぜん困難なものが

横たわっている。したがって乙のたびの高騰時においても ，購

入予定品目を早期発注し ，さらに ，設計変更を極力なくして工

期の遅れや材料仕様の変更な どが生じないよう努力したものと

伝えられているが，それでも早い時期に手当でしたものを除く

と，他の大部分の現場はモノ不足と相つぐ価格高騰に悩まされ

続け た上，工期も著しく遅延するの止むなきに至ったので、ある。

2  )  プレハブ住宅産業の動向

プレハブ住宅産業においては ，47年末から 48年にかけ ての木

材不足と異常高騰に苦しんだ経験から ，48年度に入ってから木

材をはじめとする基礎資材を着々手当てし ，大手メ ーカーにお

いてはやがて約 3 カ月分の在庫を保有するに至り ，安定価格に

よる安定供給への道を固め ていった 。ととろが， 7 月 lζ 入る と

突然 ， 日本最大を誇る I 社のエチレンプラントの一部が爆発

し，同工場は操業を停止した。乙のため需給ノイランスすれすれ

の線にあるといわれていた塩 ビ製品や接着剤をはじめとする石

油化学製品はたちまち固渇状態に陥り ，いわゆる " モノ不足時

代" への足がかりをつくりながら石油化学関連製品全般を不足

と高騰へと導いていった。乙れに大きな追い打ちをかけ ，本格

的なモノ不足時代を招来したのが，48年10月アラブ石油産出諸

国のオイノレ ・カット宣言であった。との声明は日本はもとより

世界各国をふるえ上がらせただけでなく ，事実上のモノ不足，

エネルギー不足へ追いやった。

とのオイ J レ・ショックがわが国建設業に与えた影響は ，すで

にあらましみた通りであるが，石油化学プラント爆発からオイ

J レ・ショックにいたる一連のインフレの大きな影響を蒙ったの

は，プレハブ住宅産業といえども例外ではなかった。乙のため

各社とも ，昨秋以来，数次にわたる段階的な価格改訂を行って

極力 ζ れに対処してきた。しかし ，予測をはるかに上回る建材

等の高騰が続いたため ，48年末から 49年春にかけて価格改定前

の受注残分の建築工事が進むにつれて ，著 しいインフレ差損が

生じてきた。乙のため ，プレハブ住宅メ ーカーのなかでもスラ

イド条項を適用して建築主との聞に紛争を生じ行政指導を受け

る一幕もみ られた 。だが，大部分のプレハブ住宅メ ーカーは，

じっと資材の値上がりと差損に耐えながら，既契約分につい て

は契約時の価格を維持しつつ段階的に差損を解消していった。
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本年 lζ 入 って，プレハプ住宅も建設 ・通産両省からの行政指

導 lとより約 6 カ月聞にわたり価格を凍結されると とと なっ た。

その足元から石油製品の値上げ，電力料金の値上げ申請など ，

コストプ ッシ ュ要因が相ついで・生じているが，プレハプ住宅産

業は企業努力によって極力乙れを吸収し ，さらに合理化を推進

しながらその真の実力を身につけていかなければならない時点、

に，現在さしかかったのだという ζ とができ ょう 。その合理化

の方途のーっとして流通革新をあげる乙とができる。

5. プレハプ住宅産業における流通革新

プレハブ住宅産業は個別散在需要を集約し ，各社独自で開発

したシステムによって組合わせられ る，規格化された工場生産

部材 ・部品をもって乙の需要に対応し ，各種のタイプや様々な

プランの住宅を供給している。さらに契約してから 3 "' 12カ月

後 lζ 着工する顧客を継続的に保有しており，乙れら顧客 lζ 対す

るニー ズもあらかじめ把握されている。

ζ うした事柄は ，計画的購買 ・計画的生産 ・計画的流通にと

って欠かす乙とのできない要件となるが，それだけでなく，一般

建設業との体質を異にする基本的な分岐点がそ乙に存在する。

その要点について比較すると 表- 1の通りである。

プレハブ住宅産業は畳産 ・畳販を目 的として標準化 ・規格化

を進めてきた。そしてとれを達成するためには何よりもまず大

貝の需要を集約 して量産 という規模のメリットを発揮するよう

にしなければならない。またとの規模が一定段階に達すると購

買 ・流通面で，プレハブ住宅メ ーカーとしてつぎのような利点

が生じてくる。

①材料の長期 ・大量購入計画がたてられる。

②材料の海外からの直輸入が可能となる。

表- 1

工頁 目: ｾ童 Z主 業 | プ レ ハ ブ 住 宅 産 業

構 法 | 建物によって各種岳様 |

メーカーごとに

標準化されている

エ i去

イ査 用 部 材 l' 

メーカーこ' とに

規格化されている

イ童 用 ヰオ
料 仕様は建物~と l- 異なる 仕様は建物タイプごとに

』 ー 一応定め勺れている

イ宝 用 Z支 f蔵

部 ヰオ 生 産

建物タイプごとの メーカーごとの規格

限定生産 によるくり返し生産

建 築 物

建築主ごとにタイプ

自社タイプに限定

が変わる

建 築 主

社会的階層の幅が 社会的階層の幅が

比較的広い 比較的狭い

建 築 声見 4莫 小，大
小→ 中( 中高層 )

一
!lI 産 声見 4莫 小→ 中 中》大

，. 

需 要 者 事主 少「 中 中→多

建 築 現 場 数 少 ，中 中- ，多

現場までの建材流通段階 比較的少 ない 比較的多い
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@ 内外装材や住宅設備 ・備品等が自 社固有の仕様 ・寸法のもの

でも市価より安く購入できる よう になる。

@ 現場調達品も自社で一括購入して配給する ととができるよう

になる。

⑤上記④の流通 J レー トとして ，プレハプ メーカーが直接 ，地方

の小売庖網と取り引きできるようになる。

@ 上記⑤の物流 J レート として，建材 ・設備メ ーカーから直接小

売庖 lζ 搬送するととができるようになる。

⑦現場調達品目や使用設備 ・備品等が地区単位であるロットに

達すると，プレハプメ ーカー固有の流通センターをもっ乙と

が可能 となって くる。

以上は一例としてあげたものであるが，乙のほかにも数多く

のメリットが生じてくるであろう。

ζ のようにプレハブ住宅メ ーカーは材料の購入か ら流通にい

たる一貫したプロセスを革新し ，その流通段階を自らの手で短

絡する乙とを可能とならしめうる立場にある。図- 1 の大口需

要者が直接輸入し，さらに住宅用建材を直接小売居へ流通させ

ている J レー トが破線で描かれているが，乙のノレ ー トは主として

プレハブ住宅関連 J レー トとしてみていただきたい。しかし，プ

レハプ住宅のほか，大手割賦住宅業者で内装材を直接輸入し，直

接小売庖 lζ 流通させているケ ースもとのなかに含まれている 。

6. む す び

以上，建築産業と流通機構の動向についてそのあらましをみ

てきた 。さらに現在，住宅分野におい てはツウ ・パイ ・フォ ー構

法のオ ープン化が実施されようとしており，とれを通じて建材

流通機構が何らかの変容をしていくであろう兆しがみえてきて

いる。 ζ のツウ ・パイ ・フォ ー構法は，大手合板メ ーカーを中

心に導入 ・関発され，今日までク ローズドな供給形態のなかに

おかれていた。そして，オープン化されたとしても ，その流通や

品質保証の担い手となる者の姿が誰であるのか ，現段階では定

かではない状態にある。したがって今後の展開には容易でない

ものがある と惣定されるが，乙れによって在来工法住宅のシ ェ

アがさらに縮まっていく乙とはまた確かな ζ とと考えられる。

現在，オイノレ ・ショックの波及効果で ，建築需要は著しく停

滞したままである。本年度下期からいく分上向きに転じるとと

はあっても，新価格体系が整い，新しい需給関係が組織化され

るであろう今年度いっぱいくらいまでは金融引き締め，総需要

抑制策は続けられるとは一般の予測すると乙ろである。

しかし ζ のような時期に乙そ，新しい需給関係を見定め，新

しい顧客と新しい市場そして新しい製品の開発を実行しなけれ

ばならない 。それを着実に実行し得た者 ζ そがつぎの流通機構

の変容の担い手となるであろう。

( ふじい のぼる ミサワホーム総合研究所1') 主任研究員)



建設業の商社化の様相と問題点

森 脇 久 嘉

1. 論 旨 概 要

はじめに ，乙の小論で述べようとする概要について書くとと

にする。

まず，現状の建設業( 乙乙ではとくに乙とわらない限りコン

サルタント ，設計者，コントラクタ ー， デベロッパーを含むも

のとして用い ，単 l乙コントラクタ ーに限る場合 lζ は コントラク

ターを用いる乙とにする〉が，通常世間で建設業という業種に

対して持っている一般的なイメ ージ，いわゆる建物や土木施設

の設計や施工を( つまり，そういった仕事のみをやっている〉

もっぱら業としている企業，そういう 一般的概念 lζ 対して ，実

際 lζ は現状すでに ，乙の業界がそういった建設業的( 一般概念

での〉な業種のみではなく，きわめて多様な業務を行っている

乙と，いわゆる多角経営的になってきている乙とを，新聞記事

や，有価証券報告書，その他をデーターとして適当にピックア

ップして述べる。そうして，そのような現実というものをまず

認識するととにする。

つぎに ，乙ういった多様化，いわゆる多角経営というものが ，

建設業界のなかのどういうレヴェルに見られるかを考える。そ

うして ，それらの現象を分析し ，その色合い ，性格，背景， ζ

ういう現象が顕著になった時期というものを考える。

乙れらを通じて建設業界にみられる多様化というものが，今

後どういう発展をみせるのか ， マクロ的な経済の動向も含め

て ，多角化経営= 商社的ともいえるその経営の意味，方向とい

うものを考えていく ζ とにする。

以上が本論で述べる主旨であるが，多分 lζ 不適切 ，独断とも

思われる個所もあるかと思うが， 多少大胆に話を進める乙と

も，それなりに意味のある乙とであり ，よろしくど批判を願う

次第である。

2. 多様化の種々相

用語説明 ，' 本論のタ イト ノレは ， r建設業の商社化の … 』 とな っ

ているが，乙乙 では『多様化』の様相をあたかも『商社化』の

よ うな / という意味で用いる乙とにした。その方が建設業とい

うものへの一般的概念に対して，違った概念を求めるための反

語的な響きの効果があり ，今日の多様化の種々相について ，よ

り深い認識が得られるであろうと思う。

レジ ャー事業部門， .最近の新聞紙上からだけでも ，建設業の多

角化の一つであるレジャ ー事業部門への進出を伝えるものが多

いのに気づく。

( 本論 iζ 入る前 lζ 用語の説明をしておく。レジャ ー事業とひ

とロにいっては範囲が広く ，誤解を招く恐れもある。乙乙での

窓l床は，コツレフ場，スキ ー場，別荘地，リクレ ーション公園地 ，

等の土地施設的なもの〔乙れをリクレ ーション施設と呼ぶ〕

と， リゾー ト・ホテル， リゾー 卜・マンション，ツ ー リスト等

の宿泊サ ービス施設的なもの〔乙れを観光施設と呼ぶ〕を範囲

の目安として用いる ととにする。したがって ， リクレ ーシ ョン

事業的なものは リクレー ション事業，観光事業的なものは観光

事業，両者一つの場合にはレジャ ー事業〔または産業〕を用い

るととにする。〉

不況期には ，レ ジャ ー産業はきわめて影響を受けやすいもの

の代表であるが，それでも ，乙の方面への建設業の進出が，今

年になってからでも相当に多くみられる。とくに ，コツレフ場お

よびリゾート・マ ンションに大形のケ ースがあるのは ，時節が

ら意味深いものがあるように思う。 ζ れらの検討については後

に述べる乙とにする。

乙のー ，二年を通じてレジャ ー事業への進出でとくに多いの

は，ゴノレフ場， リゾー ト・マンシヨンの経営 ，そして海外，と
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くにハ ワイ諸島 ，グヮム 島等である。そうしていずれもの規模

がきわめて大きい 乙と も特徴の一つである。

レジャ ー事業への進出に際しては ，コ ン トラ クタ ーやデベ ロ

ッパー企業は別に子会社を設立して ，乙れらの事業 lζ 当たって

いるのが多い。直接 ，間接に自己内または系列内 1[ ， リクレ ー

ション事業または観光事業のセクションを持っている コント ラ

クタ ーやデベロッパーが，今日相当数あるととは驚くに当たら

ないほどである。ツ ー リス ト ( 旅行代理庖) を持つ コントラク

ターもあるが ，考えようによっては ，企業活動が盛んでかつ大

であれば，自らの エージェン トを通して ，社員の国内 ，外への

出張取扱い業務による種々のマ ージンだけでも ，捨てた額では

ないだろう。もちろん乙ういう見方だけでなく ，今後レジャ ー

事業部門の活動が盛んになれば，ツーリス ト部門を内部に持つ

建設業が新たに生まれるととも充分考えられる。

乙のようなレジャ ー産業というものは，従来は建設業のお客

様であったのであるが，自らが進出するととによって ，さらに

派生的に新しい事業が出る乙とも考えられ，建設業がより多様

化するととも考えられる。

トータル・システムと資材 ; つぎに建設業の トータJ レな市場開

発= 市場創出と ，資材供給を通じて見られる多様化を考えてみ

る。

市場競争では ，安くて品質の安定した資材を ，一定量 コンス

タント lζ 入手できるような体制を持っととが，大切であるとと

はいうまでもなし、。しかし ，そのためには ，市場そのものも コ

ンスタントに確保されていくととが前提である。建設業での コ

シスタントな市場の確保というととは ，受注一本槍の経営の場

合には ，大企業ほど有利な位置にあるわけだが ，あくまで相対

的なととであって ，だからそれでよいというものではない。相

対的レベルでの企業力の上昇，競争激化というなかにあって ，

今日的特徴の一つに ，建設業自らが市場の開発→創出を計って

いくという面が生じてきている( 乙の表れかたは ，土地または

新技術を媒体とする二つに大別できる。乙の乙とについては後

に述べる乙とにする ) 。

市場創出の効果は ，受注工事の時期的変動の波を均らすだけ

でなく ，一つのプロジ ェク卜を通じて建設業のイ ニシァティヴ

を高める乙と ，そうして ，それらを通じて資材の コンスタント

な入手，人員の有効な配置というものが可能になっていく。

もちろん ，乙ういう市場創出も経済の低迷期には総需要の伸

びなやみで困難ではあるが，マクロ的に見た経済成長率の勾配

に反映させて ，. 考えねばならないととである。

先に述べた レジャー産業への進出も ，またプ ロジェク 卜の主

体者となっ ての進出も ，建設業が多様化をより深めていく乙と
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を示すものである。市場の創出は建設事業の計画化を 可に なら

しめるし ，またイニ シァテ ィヴの高まり とも相 まって，よ り高

度な企業経営 lとつながるであろう。また資材調達におい て も，

必要であるならば，自ら海外より素材 ，完成品等の輸入をする

乙ともあり得る。乙れはまさしく商社的様相とも見られよう 。

乙ういう形の資材手当だけでなく ，主要な資材を自社 ブランド

商品として発注 ，流通を計るケ ースもある。乙れなども ，メー

カー的な姿と見る乙ともできるが，乙ういう例は他にもある 。

たとえば，建材メ ーカーと建設業が共同で新しいシス テム を開

発し ，それを商品化して販売するもの ，あるいは ，建設業独自

で開発したシステム ，または技術や材料を ，販売する ケースも

ある。

一手加工 ; 種々相の一面としてもう一つ考えてみる。それは建

設工事をト ータJ レシステムとしてとらえる考えで ，一つの工事

を企画から完成( 造園工事も含む〉までを一貫して ( あるいは

工事の段階だけを一貫して) 受注し ，それぞれの段階の工事を

一企業の系列関係会社で施工する ，自給自足的な方向をめざす

もので，最近のインテリア関係 ，造園関係等のセクションの設

置が多く見られるのも ，乙ういう流れに沿うものといえる。

その他; もう 一つの例として ，コ ンサルタン 卜業務 という本来

ソフト技術のみを売る企業のなかにも ，自ら宅地の販売を事業

化している場合もある。計画はお手のものであるが， 企画か

ら，販売までを行うデベロツパー的な相を持つもので ，企業経

営というものの多様な姿を見る乙とができる。

海外進出; 海外進出については ，従来からも賠償工事等を通じ

ての進出があったのであるが，最近の傾向としては ，まず コン

サルタン ト業の進出が盛んである ζ と，コ ン トラクタ ーの場合

には ，現地との合弁企業という形になってきているとと等にな

るだろう。とれらの乙とについては後にも少し述べるととにす

る。

3. 多様化の性格

以上述べたような多角経営を行っているのは ，建設業のなか

でも大手を中心とした株式上場会社 lζ 多く見られる乙とであ

る。もちろん ，それらの進出度合いの内容には ，濃淡の相違は

それぞれある乙とであって，その相違そのものは，乙乙では問題

の対象となるものではない 。最大公約数的に述べれば，企業力

の強いと思われる大手のコントラクタ ー， デベロッパーほど多

角化がひろく ，とくにレジャ ー事業においては大規模である。

多様化の一つの共通因子として ，土地および住宅事業に関連

しているものに ， レジャ ー 産業 lζ 進出しているものが多いと

と，住宅事業に関連するものに資材流通に関するものが多い乙

と，等があげられる。



海外進出について は，最近は圏内の不況が ドライブとなって

盛んになりつつある が，開発途上国への進出は現地企業との合

弁でない限り困難になってきている ζ と，さらに ，ナショナリ

ズムの高まりとと もに ，利益は現地 lζ 還元する乙 とが当然とな

ってきており ，従来とは様相を異にする。したがって，海外よ

り資材を輪入する際にも，現地合弁企業で加工して ，完成また

は半製品という形 lとなっていく。

以下， ζ の項では上記に述べた多様化の性格を考えていく。

今ま で述べた多様化というものを行っている企業は ，大手を

主と した上場企業 lζ 多いのであるが ，建設業がそういう形を取

っていくといっても，本業は建設業である ζ とは ，大手 ・中小

を問わず少しも変わらない乙とである 。多様化の性格は ，乙 の

ような変容というものが発生してくる外部条件の変化に対応し

てい るものである。結論的にいえば，従来からの受注一本槍的

な経営から ， 自らが市場を創出するか，あるいは少なくとも見

込市場というものをとらえた経営というものを計る方向から，

生じてき ていると解すべきものである 。

昭和30年前期以降 ，48年秋頃までは ，多少の中だるみはあっ

ても ，建設業は日本経済の拡大発展とともに大きく成長してき

た。当然，企業力もとの聞に大きく育てられ，それが多様化へ

の一つの条件になったといえる。乙の閣の建設業をとりまく環

境をモテソレ化すれば図- 1のようになる。

経済の拡大発展のなかでは ，企業自身も大きくなっていく。

そして ，その体が大きくなるほど ，市場も大きく求められてい

く。いきおい従業員も増大し ，ますます仕事が必要になってい

く。経済が無限に発展する 限 り問題は生じないが，そのライフ

サイク J レが発展期から安定期 lζ 入っていくと ，企業体質も変わ

っていかざるを得ない。多様化→企業創出活動というものは，

基本的には企業の外部経済( 園内 ・外〉と企業力 ・ポリシィの結

合で生み出されるものであるから ，大企業ほど早くそれに対応

し， 中小企業が遅れて対応するのが，一般的なものであろう 。

先に述べた モデルと ， 乙の対応の関係を見てみよう 。そうす

れば，多様化の意味がよりはっきりする 。

住宅 ブームは建売住宅を主とするホームピ J レダーから始まっ

たもので，おおよその時期は昭和30年頃である。そしてプレハ

ブ住宅が乙れに続く。住宅の需要増大は当然土地需要の増大を

もたらし ，土地ブーム へとなっていった 。 ブームは土地投機を

生んだが ，注意すべきは建設業が業務用土地( 市街，郊外地)

として確保していた段階と，何ら本業とは関係のないもの( 個

人，企業〉が土地確保 lζ 走った段階とは区別して論じねばなら

ないだろう。

土地ブームの動向とレジャ ー産業に進出する新規企業( ニュ
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ーエントリ ー) との聞には ，土地の開発規制のためによる利用

目的の変更( 住宅地→レジャ ー地) ，という 結果より レジャ ー

産業 lζ 進出したケ ースもあり ，あるいは 乙れが契機となっ たも

のもあるかもしれない。

いずれにしても ， レジャ ー産業への ニューエ ントリ ーの出現

は，土地ブーム時代を背景として表れてきている。乙の時期に

は建設業も多くの手持ちをかかえていたのであるが，企業にあ

っては将来へのより良き発展のためには ，積極的に未来を聞く

必要がある。おりからのレジャ ー 産業論 ブーム， コツレフブー

ム，開発ブーム等は ，建設業の市場創出の場を レジャ ー産業に

結びつけるの にきわめて適切な ものであ った。そうして，それ

を可能ならし める企業力の蓄積もあっ た。建設業が レジャ ー産

業に手を出す という一見奇異に見える動 きも ，市場創出という

流れのなかに見るならば，それは奇異でない。 しかし， その乙

ととレジャ ー事業を経営するという ととは，建設業の本業 とは

別の機能である。乙の別機能は本業とは全くかけ離れたもので

ある。

建設業がレジャ ー産業lと進出してきた状況を今まで何度も述

べてきたが，もっと厳密に定義するならば，建設業は自らの資

本によってレジャ ー産業にお ける施設 〈建物 ・道路 ・そして土

地一一土地は施設とは呼ばないが一一) ，い わゆる不動産の開

発 ・建設までの機能一一乙う いう言葉が許 されるならば『 レジ

ャー不動産業』といったものに限られているものである。そ う

して別 の機能である運営と いう ものは ，乙れ らの『 レジャ ー不

動産業』の展開をスム ーズに行わせ ，利用者 lζ 不自由のないよ

うにするための部門としてのレジャ ー事業部 というもの K 考え

てよ いであろう。開発と運営は車の両輪の間柄である。

市場創出活動のーっとして ，建設業の レジャー産業への進 出

を位置づけしてみたが，経済の成長が安定期に入ると ，自ら市

場を創るか ，あるいは海外 lζ 市場を求めるか ，あるいは企業の

体質を何らかに変えるか( たとえば資産経営的な〉いずれかの

形を取っていく乙とになるだろう 。 日本の建設業の生産能力

というも のは高度成長下にあったために今日相当強大なものに

なっている乙とが， 乙ういった多様化への圧力にもなってい

る。

もっと も，多様化は建設業 lζ 限った乙 とではなく， 他業界か

ら建設業，とくに住宅や住宅関連部門へ進出 して くるのは今も

って盛んである。たとえば， 大手製菓業， 中堅自動車メ ーカ

ー， 大手家電メ ーカー， 大手倉庫業等のプ レハブ住宅の製造販

売への進出，およびホテノレ，マンション経営等への進出などい

ろいろある 。む しろ建設業の多様化の方が理解しやすいほどで

ある。
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4. ま と め

以上，レ ジャ ー事業を中心 iζ 多様化を見てきたが，それらに

は『不動産業』的要素のものがある ζ とを見た。土地を媒体 と

する事業は建設業では従来から多くあった。市街地で用地を入

手してオフィスピ J レの顧客を得ょうとする方法などである。 レ

ジャ ー事業もそ ういう一つの形の複雑なものと考えられる。そ

うして， 最近よくいわれる建設業の緑化事業への参加も土地を

媒体 とした一つ の姿であ る。 緑化事業の成長性は大きく期待さ

れているが，建設業にはも ともとかかわりの深い分野である。

遊休土地を育苗基地に利用 し， トータj レな市場確保の一部とし

ての進出である 。

今ま では土地と結びついた多様化の姿をみてき たが，当然土

地 とは結びつかない多様化の姿もある。それは新 しい技術開発

による市場創出の ケースで ある。超高層建築等がその例 である。

技術開発による市場創出 という形は ，本来きわめ てオ ーソド

ック スな姿である。新技術というものはわれわれの生活環境の

改善 ・保護のために開発されるものであるから ，何も超高層 lζ

限るものではない。しか し今日の コントラ クタ ーの技術開発力

は強大なものになっ てきて おり ，技術開発での指導性 というも

のが，建設業関連のなかで高いものになっていく 乙とが考えら

れる。そ 乙に多様化( 新技術の応用化など) の一つの要素がある。

コールドチェー ンの例にしても，ハ ー ド技術面では建設業 と

冷凍機械メ ーカーおよび搬送機( マテハン) メ ーカー， それら

に対応するソフト技術では流通業者，産地関係者，学術研究者

等の協働 ， いわゆるシ ステム 化のなかで進められる もので あ

り，乙 ういうシステムとしての市場創出の形が，今後の大きな

流れのーっとして考えられる。太陽 エネJ レギーの建築物への ピ

J レトイン もその一つである。 ζ れらのシステム技術のなかで建

設業の役割というものは多様化していく。

とういう新技術による市場創出というものは ，関連業界の協

働によって行われる ケース が多いから ，当然それは資材流通に

もひびくものである。ある場合には建設業が資材生産に直接 ・

間接 [ζ 関係する乙ともあり ，乙れらを通じてますます多様化す

るととが考えられる。

土地を媒体とした市場創出も ，新技術を媒体としたそれにあ

って も，建設業は今後 システム・コ ン夕、、クタ ーとして の機能を

持つようになっていく 乙と が考えられる。そうした過程で企業

の系列化あるいはグル ーピング化というものが，とくに特定の

シス テム 技術を コアとして促進される可能性もある。乙れなど

は今後に問題をはらむもののーっ といえよう。

いずれにしても ，今日見る多様化→一見商社化というものは

定着した一つ の流れになっ ていくものと思われる。

( もりわき ひさよし 大和ハウス工業阪都市開発事業部計画室長 ・技術土〉



設計事務所のコンサルタント業への多様化

藤 田 邦 昭

コンサルタント業務の出現と背景

コンサルタン卜が各界でさかんに活躍しているが，わが国で

は乙の業務は比較的新しい部門である。

大規模なプ ロジェク トの相つぐ計画 ，多様化した世相 ，乙れ

らに対応した役割を果たし: 得る機能として ，急速に広い領域に

わたって分野を拡げつつある 。最近は乙れに ，C. M.  ( コンス

トラクションマネ ージメン ト〉なる方式が紹介され ，建設業界

大手が，海外進出に際する必要性から注目しはじめており ，従

前から設計活動をつづけてきた各設計事務所は とれら の動きに

対しその態度決定をせまられている。

わが国において1900年頃から始められた設計事務所は国の成

長とともにそれなりに育てられてきた。世の中の多角化 ，多様

化とともに従前のままの業務形態ではとれに対応できなくな

る顕著な例として，たとえば大規模計画は一式受託( 調査，企

画，資金調達 ，設計 ，建設，竣功後の管理 ，販売 ，経営) を引

き受ける大手建設会社，綜、合商社の独占になってきている。

乙れに奮起したのか ，業務上やむを得なかったのか ，大規模

設計事務所のなかには コンサルタン 卜部門を設置して，企画的

業務の受託 ，必要な諸調査を引き受けるととろが次第に数を増

しており ，都市計画部門に例をとれば ，全国組織である， ( 社)

都市計画コンサルタン ト協会加盟100 社のうち 25社が建築家協

会会員である設計事務所 となっている 。

その他 ，設備関係を中心 lζ 技術的部門 ，マーケティン グリサ

ーチ等経営部門，鑑定 ，権利調整等不動産部門 ，レジャー 造園

部門等にも設計事務所が コンサノレタン 卜として進出しているの

がみられる。

従前，各事務所が得意としていた分野 ，たとえば病院建築，

空港，鉄道等の部門別 ，再開発 ，ショッピング計画等分野別を

それぞれの事務所の別組織とする。あるいは コンサルタント 機

能をとれらの分野，部門に ついて持っている乙とを前面に出す

傾向が多くみられ ，住宅専門の設計事務所にあっても各オーナ

ーに対し企画相談カウンセ ラーを表示する場合がみられる。

乙のような動きはど ζ から出てきたのであろうか。たしかに

事業規模が拡大 し，専門的知識があらゆる分野にわたり ，その

集約 ，情報の蓄積 ，収集を求められるととが直接要因には違い

ないが ，その大きな背景としてはわが国において諸計画に対す

る価値判断基準が屈折点にさ しかかっている乙と があげられよ

う。具体的にのべれば， 公共事業であれ ， 生産施設計画であ

れ，G. N. P 向上をただひたすら目標 ，目的として進めてきた

のが，そのために派生する逆現象，公害 ，コ ミニティ破壊につ

ながり ，今日では公害を出さない ，コ ミニティを乙 わさない と

いった ととが計画の正方向となった乙と， ショッピングセンタ

一計画で消費者志向をきめ乙まかく調査し ，そのなかで事業を

進める必要があり ，今までのように大規模な庖舗で廉売すると

いった簡単なと とでは適用しなくなってきた乙と 等，屈折，複

雑多角化 した変化があり，乙うした面の検討なしに計画が進み

得なくなっている実情をあげる 乙と ができょう。

乙のような傾向のなかからは諸調査，計画等ハ ー ドな部門に

とどまらず ，コ ンセンサスをまとめる ，計画意図を伝達する パ

ブリシティを引き受ける ，イベン トについて賛同を得る等ソフ

トな部門を受け持つ機能を併せもった設計事務所も出現してく

るものと思われる。

コンサルタント業務の実例

私達の事務所は コンサルタントとして都市再開発部門を主た

る業務としている。実例として簡単κ 紹介させていただく。所

員構成は建築 ，計画，経済系学校出身者で ，設計事務所登録，

日本建築家協会会員となっているが，通常の事務所の図面作製

部門は業務のなかで小部分にすぎず ，計画図面スケ ーJ レも 500

分の 1 程度が限度である。業務は各プロジェクト策定にあたっ

て，調査 ，企画 ，関係者の コーディネイト， 資金計画 ，事業成

立条件の整理，経営計画，維持管理計画 ，現地関係者 lζ 対す る

組織づくり ，カウンセラ ー， パブリシティ計画等が内容となっ

ている。

私自身なぜこのような事務所を持ったかが今日の設計事務所

とコンサルタントとの関係を示すーっの資料となるので ，概要

をのべれば ，前勤務先の日本住宅公団 ，R  1  A 建築指示合研究所
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また錯雑した情勢のなかで対外的な呼びかけを第三者的役割でを通して ，市街地に共同建築を建てる( 今日の再開発事業とい

行うと とも 重要な仕事となるととがある 。乙とについて ，関係者への呼

との分野で街が本格的びかけ ，関連調査，企画提案κ 従事し ，

われる程度のものでは未だない)

コンサルタントの業務と作業費用

企画が大切な 事項であ当初の調査 ，に整備されるためには ，

別表のチャ ー トは全国市街地再開発協会の委員会で試案としり，パラパラでな い大規模 プロ ジェクトを形成するた めには ，

てつ くられた再開発事業 Oから 100 までの ，作業内容の大項目取りまとめ役としての役割をもった乙の業務に専門家がどうし

である 。大きな項目のみでも乙れだけの内容がある 。それが各企業，設計事務所のいわゆるて も必要な存在であり ，

ζ れらに要する費用は計画地 4 ヘクタ ーJ レ，事業地 1 へクタサービス 仕事でとなし得るものではないと考えたためである。

- ) レ，権利者100件として，実際にかかった調査等作業費用を各現在現実の仕事としては，公共団体 ，企業，街の有志が地域

コンサノレタント が実例を持ち寄った ととろ約 1億円( うち基本マスタ ープランをっくりたい ，を綜合的に開発すべく意図し，

設計図作製費用約 2 分の 1 ) というととになった。乙の費用は事業化の裏付けをしたいと考えたとき ，大規模であればあるほ

日本建築家協会の設計料率と比較すれば60.......70%に相当する。そど，発想があってもどとから手をつけてよいか分からない ，

専門的に充実したものとしてとの部門を行うとすれば ，営業のような場合 IC ，まず相談を受け，全体のやるべき仕事の項目

的サ ービ スとして行い得る 程度の簡単なものではな い 乙とが判乙の地域の特性 ，検討を要整理 ，他地域の実例の紹介を行い ，

する 事項の確認からはじめるととが多い。 明する。

また現在まで大規模プロジェクト策定 lζ 際し行政体等で委員
検討事項を整理 し，タイム スケジュ ーJ レをた て， 資金 ，経営

会が持たれる場合 ，大学教授が専門家 ，学識経験者として招へ
について裏付けを行い ，地元関係者等の組織をかためつつ計画

いされ委員会を構成する乙とが多く見られた。
を進め，順次事業化 lζ 持ち込む。乙れが再開発事業の場合の コ

乙の部門の専門家が現実に少なく ，大学教授であれば ，いわ
ンサJ レタントの一般的役割であり ，概況整理がすみ ，方針がた

ゆるヒモ付がまずない ζ と等でとのような場合が多かったと思

われるが，同時に教筏陣による策定は現実に事業化に困難な乙

ったととろで設計事務所 との協同作業となる場合が多い 。そ の

間 ，各行政体や ，企業内部の自身では解決困難な場合の調整 ，
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ビス的 lζ 実施するととは ，設計事務所が日常の発言として ，施とが多いとの批判も生じている 。教授だけでは学識者であって

工会社が設計をサービス的 iと行うとは好ましくないとの主張かζ の面も経験者ではないととがその弊を招いたものと思われ ，

らは全く説明のつかない行為であり ，現在 ，その設計料ダンピ

日照 ，通風等周辺状況のきびング行為という仲間意識の欠如 ，

でもコンサノレトが経験者として活躍すべき部門は多い。

しさのなかでの社会的責任をあら ためて問われている時期に明

設計事務所業務の将来の選択

確な態度をきめる必要がある。マネ ージャ ー〉制度は ，企画C. M.  ( コンストラクション

私の考え方としてはコンサルタント部門は専門機関として独段階 ，設計段階を発注者側に立って綜合的 lζ マネージメントし

その機構も巨大化しな

い ζ とが望ましし、。とれら各コンサ J レタントと設計事務所とは

プロジェクトチームを編成して，業務にあたる，設計事務所は

立し ，確立すべき方向に期待したいし ，ようとする新しい職種である。従前の設計事務所の設計 ，監理

は新しい体制下に立たされる ζ とになる。建設業界がいち早く

とれに着目している ζ とはとくに注意を要する。

その場合プロジェクトチームの中心となり得る能力は十分であコンサノレタン卜 業務が決 して 簡単に乙なし得るものではない

り，設計事務所自身がその内部 iζ 多くのコンサノレタン卜機能を乙と ，C . M 方式がいずれわが国にも本格的 iζ 導入されようと

併せもっととは好ましいととではないと考えたい。乙の二つの点から設計事務所はその将来の業務している乙と ，

いずれにせよ，今後価値観はますます多様化し，複雑化して
に対して重要な選択をせまられる時期が近づいているという乙

ゆくととになる。とうしたなかで従前通りのあたえられた仕事
とができょう。

それはそれなりのなかでデザ‘ イン部門だけを忠実に遂行する ，
C . M方式を含めコンサルタント機能を各設計事務所が自己

それだけでは周辺の状況が乙れに大いに必要なととなのだが，
コンサ業務 Iζ 近い仕事として拡大してゆく方向をとるべきか ，

を許さず，現実 lζ 事務所の維持も困難となるきびしい状況がせ
J レタン卜部門を新しい職域として専門別 lζ 分離し，設計事務所

まってきている。とれらの現象を冷静に受け止め対処する時で

ある。

はデザイン部門に専念する方策をえらぶべきか判断を要すると

コンサルタン卜部門をサー

きである。

少なくとも設計事務所の立場で ， くにあき 都市問題経営研究所所長〕
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一 建 築 家 の 独 自 - 設 計 事 務 所 の 現 在 と 将 来

彦 谷 邦 一

A  建築界全般が何かゆれうごいているなかで，設計界はどう

なんですか

B  今日の本題は建築生産と流通過程のなかにおける私どもの

あり方がどうなるかとい う乙とがテ ーマのようですが ，乙うあ

るべきだという乙とはだれも ，なかなかわからないと思います。

大体世の中のととは ，おおむね事実が先行して理屈をあとでつ

けるととが多いと思うのです ，そうでしょう。 乙れは何も，人

間社会の ζ とだけでなく ，学問や技術の世界だって理論と実験

がつねに試行錯誤しながら解明されるわけで ，すべて方程式を

と くみたいにはいかない。経済の動向だって経済学者の予見は

あたったためしがない。だから乙の世の中が面白いわけです。

そ乙で ，真実は何かとい うζ とは常に動いているという乙とだ

けなんですよ。とまってしまってはもう駄目なんです。生きて

いるという事実は動いている ζ と，そして動いているという乙

とはちょうど時計の振子が左や右にいくように常に振れている

とと で，常lζ 真中であればとまってしまって時はきざまないわ

けですね。

そ乙でたとえば建築家協会という組織を考えても ，何か危機

感みたいなものをもっている乙とは事実ですが，それ乙そ生き

ている ζ との証拠なんですね。一つの考えに統一 されるもので

はないのです。教条的 lζ 依然として過去の権威ある建築家像を

夢みている人もあるかもしれない。僕はそんな人は少ないとは

思うけど ，まああってもかまわない。また設計と監理を一緒に

しているという乙とはおかしいと思っている人もある。ときに

は建物は建てない乙とも建築だなんてキザな ととをいう人もあ

る。もっとも ，公害を伴うものや世の中のためにならない建物

!とは参画すべきでない乙とは当然であって ，何も乙と新しいこ

とではない。かと思うとそんなむつかしい ζ とはどうでもいい，

家協会はもともとわれわれの生活権確保のため ，なんて虫のい

い乙とを思っている人達もいるようです。まあどっちゃなんで
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すね。僕はできるだけ自由の立場に たっていい建築をつくるた

めにはど うあるべきか ，お互い紳士的に やろ うじゃないかとい

う乙と以外はない と思うのです。いい建築をやる乙とよりも ，

どうすれば仕事がたくさんくるか とい うζ とだけで協会に入っ

ている人は ， ζ れは問題だと思います。もちろん建築という仕

事は通常オ ーナーがなければできないのだから ，人間である以

上仕事は欲 しい。しかしやはりそ乙にはノレールがある。少なく

とも人間と してはずかしいととまでやっ て仕事をとらねばなら

ないとしたらそれは問題です。それに乙の世界ほど千差万別で

一つの枠にはめて考えられないものはないと思います。 1，000

名以上の組織を もっ事務所から 2 ，3 人でもカンパンをあげて

事務所をやっている人達までを同じように考えられないものが

ありますね。

A  ち ょっと主題からそれるようですが，この間の設監業法に

ついて反対され，家協会独自の職能法を出したということ はど

うなんですか

B  僕はあまりくわしくないのですが，まあわれわれの生活権

の問題だというととなんですね。われわれの業務は ，簡単にい

えばアキナイではない ，プロフ ェッションなのだという乙とで

す。プロフ ェッシ ョンという乙とば，ね，僕もわかったようで

わからないんですが，医者や弁護士のように聖職だという ζ と

ですか。

教師は聖職ではない ，専門職としての労働者だという日教組

の考えからすれば，建築家はやはりどうなるんですかね。ただ

僕は ，建築家が聖職的であって欲しいとは願望します。しかし

今日のように 1， 000名以上の人聞をかかえる事務所がある以上，

乙れは一つの管理体制下における組織でなければならない。そ

うなると組合はできる ，団体交渉も必要になる ，給料を上げろ ，

今の経営者の考えは古いなんて いうとと になると ，それは誰が

みても表面上一般の会社とそうかわりない。だからわれわれ建



築家のプロフェ ッションを認めろ ，そして特殊法人として設監

業法を認めろといってもどうですかね。僕は何より現在，営業

7 ンまでつ くって仕事をとりあって経営をしている実状，ま あ

それと大も中も小も ，どの事務所もおおむね株式会社になって

いる乙とを思うとき， タトから一体お前らはあまり虫のいい こと

をいっとるという ζ とになる 。まあそれもいろいろ実状はわか

りますよ ，それとかりに設監業法が通ったとして ，大体，建築

家協会の連中が全部，特殊法人にかえ ますかね ，問題ですよ。

A  現在のところでそれじゃどうすればいいのですか

B  もともと建築生産の変容，技術革新のなかで ， しかも大型

プロジェクト化する現代社会のなかで ，建築家に一体，社会は

何を求めているかと い うζ とをキャッチするととが大切だと思

いますね。時計が右と左 lζ ゆれながら時をキザンでいると申し

上げましたが，とかく自閉的 lζ ，家協会という城から全く出ょ

うとしないととは，むしろ家協会自体，世の中から無視されて

しまうととになる 。そ乙で僕は建築家個人は自立性のある ，あ

る意味では強さをもって いる と思うのですが，それが組織とな

ると大変弱くなる，そ乙な んですね。もっ とも今日の建築が一

人の建築家でできない ζ とは承知していますが・- いわゆる建築

家が期待されている時代は僕はな いと思います。

A  先ほどの話ではいろいろな人の行き方があっていいという

ことですね

B  いろんな行き方はかまわないが，根本のモラノレは大切に守

らねばいけない。要するに紳士であれという乙とですね。昔の

設計事務所の先生方はやはりえらかった ，何とない威厳があり，

指導的立場 lと立って建築界をリ ー ドしたのですね。現，C ，物理

的 lζ ヨーロ ッパの建築を日 本 lζ 消化させる役目をはたしたわ け

です。そ乙にはいわ ゆるオ ー ソリティ ーがあった。現在はどう

ですか，全く話 lとならない。もっともどの社会も威厳失墜の時

代ですから当然ですが一 。数がふえた，会員数がふえるとど

うしてもそとに規則もつくらねばならない，現在の家協会綱領

がいくつかあるが，いずれも "ね ばならない " という 言葉で終

わっている。そうなると最初から会員が自らっくり上げたとい

う意識よりも何か別のと乙ろにオ ーソリティ ーがあるかのごと

くサッカタをおとさせる 。そんなものは虚像なので，会員がお

互いに自らっくり上げていくものだ，だから何か会員になると

まるで一つの資格があた えられ ，特典があるように思う。乙れ

では何の自主性も自由もない 。口をひらけばわれわれは自由な

立場で設計業務 lζ 専心するんだといってもダメです。

A  ところで設計界を含めて生産機構はどうなるかと思われま

す か ?

B  しごく簡単にいえば，もはや変容の形が始まっているので

はないか，少なくともそれを出発点に考えたい 。

まず商社が大きなプロジェク卜に参画している点，現在のと

ζ ろはどうも，施工業者のリスクを分担しているような型です

が，乙んなととをしていると全く商社にイ ニシャチブをとら れ

る乙とになる。施工業者はもともと商社的性格をもっているの

ですから ， もっとそちらの方へ傾斜して ，現在の下請制度にも

とづ く本来の施工業務は分離した方がいいと思います。

それは ，今日ジョイン トベンチャーという形式がほとんど大

きな仕事で採用されていると乙ろをみると ，本来，施工という

ζ とは全く無性格なものなのですね。いい仕事とか悪い仕事と

いうととはなくなるべきで，どちら様がおやりになっても条件

がそろえばいい仕事ができるはずだというととです。そ乙で商

社化された( ちょっと言葉が悪いが) 組織は ，企画と設計という

業務が残り ，大きなプロジェクトにとり組む力をもっ ζ とです

ね。もっとも施工面についてはいかにセレク卜するかという ，

工務全般のリ ーダーシップをとるととは当然ですが。各社がそ

れぞれユ ニー クな立場をとり得るものは，企画と設計しかない

と思いますね。

それでは現在の設計事務所はどうなるのかという乙とです

が， ζ れは何も一つの屋根に入らなくてもプロジェクトチ ーム

の一員として独立の型で参画し得るのではないですか。だから

一つ の組織が設計をそのなかにもつ ， もたないはどうでもい

い。乙うすれば，いわゆる設計と施工の分離という乙とにもな

り，建築家は最初の企画から参画すべきだという ζ とになり ，

すべてうまくおさまるのではないですか。乙れには設計業界も

基本設計と実施設計をやるグル ープを別個に考える必要もあり

ますね 。あるいは実施設計をやるグル ープはむしろ施工面のみ

をやるグル ープとくっつく乙とになるかな ? もっ とも，すべて

そんなにうまくはいくとは思いません。日本の中小企業という

大切な面を見失っていますね。とのあたりがむつかしい。まあ

それには前提とし て 各業界の企業統合， そ乙までいかなくて

も，システム化されていくととが前提です。

最後 lと一言付け加えれば，どんな形にしろ設計という仕事は

まず何よりオ ーナー から信頼を受ける乙とが大切であり ，むし

ろどんな形がそのためにいい姿かというととを考えるべきで

す。どんな形にしろ ，創作されるという事実は ，コ ンピュ ータ

ーだ，いや情報がどうだといっても，最後の決はやはり一人の

建築家の広い意味でのカンによると思います。

組織というものはむしろ一人の建築家をいかにうまくパック

アップするかという乙とで，いい組織にも悪い組織にもなると

思います。組織が建築家をスポイルするととだってあると思い

ますが，その辺 ，とれからの事務所 の 課 題 で す ね 。 ( 談 )

( ひ乙たに くにかず 昭彦谷建築設計事務所長〕
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建 設 業 雑 考

正

は じ め に

建設業をとりまく環境は ，工事受注の減少 ，資材高騰，金融

引き締めによる資金繰りの悪化などがその極限に達し ，倒産企

業の急増など ，戦後かつて経験した乙とのない重大な局面に立

たされています。

乙のようなきびしい事態に直面して，企業が生き長らえ ，さ

らに発展を期待するには ，その企業体質を改善し ，その合理化

を実施して ，かつての「一億総生産による高度成長下の実跡」の

あとを反省し ，創意をもって乙の内外のめまぐるしい社会変遷

に堪え得る姿勢を ，積極的 iζ 創り出す必要にせまられておりま

す。しかも単一企業の発想のみでなく ，相互に関連のある多く

の問題に関しては，企業連合機構を結束，強化， 鞭接して，総意

をも って社会，行政 iζ 効果的な対策をはかるべきであります。

当面の問題点

本年の経済情勢の ，先年度の公定歩合の引き上げ，総需要抑

制政策下の公共投資の削減，繰り延べなどによる景気の沈静化

に起因する ，民間設備投資の減退，物価上昇，労組対策 ，金融

難等きわめて苦しい現況のなかから ，二，三の問題点にふれて

みましょう。

現在一般にいわれる低成長と設備投資の減退が見込まれてい

ますが ，それはすべての産業にわたるものではありません。公

共事業 ，設備投資についても ，上昇するものと下降するものと

があります。公害対策，エ ネルギ一対策に関連する建設，継続

政策的な交通 ，流通，工業基地計画等については工事畳は増大

するで しょ う。

住宅建設に関しては ， 政府予算も前年比 Ｒ Ｐｾ ぢ増であり，社会

的要望も切実であります。建設省の 1 月着工統計によると ，新

設住宅の着工戸数は 107，000 戸と ，前月比3 Hぢ減 ，前年同月比

ＲＵ ｾ ぢの減少でありました。乙れを利用関係別にみると前月比で

は ， 持ち家が ＲＱ Ｅ ， 貸家が Ｓ Ｑ ＹＶ ， 分譲住宅が ＴＲ ｾ ぢの減少。前年

同月比では ，持ち家が 8 %増，貸家が5296減，給与住宅が28%

減 ，分譲住宅が 7 96滅となり ，とくに貸家の落ち込みが目立ち

ます。資金別では公的資金によるものが前年同月比 ＱＰ ｾ ぢ減 ｬζ 対

し民間資金によるものは ＱＶ ｾ ぢ減となっています。乙の理由は土

地価格と建設費の高騰が原因であり ，今や住宅用地の購入は一

般国民には不可能となりつつありますが，公社 ，公団による大

企業所有の工場跡地等の公共用地転売要求による高層住宅団地

や，企業自らの開発計画などに期待できるかと考えます。

一般公共事業予算のうちに ，下水道 ，環境衛生関係は ，前年

比 Ｒ ＱＮ Ｖ ｾ ぢの増大であるのに ， 乙の部門での受注が低調なのは ，

工事量の減少でなく ，インフレの急進のために受注工事が欠損

になる可能性をおそれで ，入札不調の件数が多くなる傾向と ，

総需要抑制をさらに強化し ，4 - 6 月の公共事業費の契約率を

半減にする説もある由で ，乙の時期が最も苦しいのではないか

と見られます。

契約について

建設業がとの辺で一度 ，原点にかえった反省をするのも無駄

でないと考えます。建築主の要求 lと応じた正しい思考の設計 lζ

基づき ，精密，厳正な積算，予算に近づける見積の努力，明確な原

価意識 ，そして合意による契約によって施工にうつされます。

適切な資材 ・購買計画 ，施工計画 ，労務 ・安全管理 ，合理的

機械化 ，量産化 ・省力化によるコストダウンの努力を続け ，施

工精度の向上と工期を厳守し ，責任をもって引き渡した結果と

して正しい利益を残すのであります。

当面の最大の問題の一つはインフレと物価上昇からくる工事

価格の矛盾の処置でありますが ，ζ れを倍加させた要因として

は公共工事の片務性がある乙とを見過ごすととはできない ，と

内山尚三先生は指摘され，請負について公共，民間工事の発注者

は「請負人は工事を完成させる義務がある ，工事を完成させ，そ

れに対して報酬を支払う。工事の完成までの危険負担あるいは

インフレによる物価上昇に対して増額するのはおかしい」また

「当初から ζ れだけの価格でなければと申し出るべきだ，商品の・

コストを決定するには建設費によって決まるものであるから ，

途中で増額されては困る」という 。 とれらに対して調整する方

法として「インフレ条項の適用」の合理性が認められます。

請負契約は「一方当事者が工事の完成を約し，他方当事者がこ

れに対して報酬の支払いを約す乙とによって成立する ，諾成双

務契約である」と民法では規定していますが，現実は片務契約に

なっている乙とが問題であります。民法は ，請負契約を相対立

する当事者の自由平等な意見の合致によって ，工事の完成と報

酬の支払との聞に対価関係が形成されると考えています。した

がって一定の金額で工事の完成を誇負う定額請負は ，工事期間

の不可抗力による損害あるいは物価高騰による工事費の増加分

は，すべて請負人の負担となる乙とになる。ただし，当事者が契

約の締結に際して予測し得ない程度に建設物価が騰貴すれば，
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いわゆる「事情変更の原則」が適用され ，請負人が増加分のす

べてを負担する義務はな くなります。乙の原則は「暗黙のうち

にその契約が締結された時の事情がそのまま存続する限りにお

いてのみ効力を発揮するという内容を含んでいるが ，事情が変

った場合 lζ は契約はその効力を持たない」そして「事情変更の

原則」が適用されるにはつぎの四つの要件が必要であります。

第 1. 事情がいちじるしく変更した ζ と。第 2 . その事情の

変更を当事者が予見し得なかったとと。第 3 . それが当事者の

責めに帰することができない理由によって生じたものである ζ

と。第 4 . 契約どおりの拘束力を認めると ，信義公平の原則j が

犯されるとと。乙の四つの要件が満たされたときに， i 事情変

更の原則」が適用されるのであります。

建設業法第18条( 建設工事の請負契約の原則) には， i建設

工事の請負契約の当事者 lζ 各々対等な立場における合意に基い

て公正な契約を締結し，信義に従って誠実に乙れを履行しなけ

ればならないJ とあります。 乙の原則をいま乙そ発注者も施工

者も，冷静な判断をもって認識しなければなりません。

いみじくも白井最ー先生の「誇りというものはあくまで自分

のしている ζ とに対して確信をもっているかどうかという以外

にない。との乙とは建築主も設計者も施工者も同じです。建築

の質というものは，それに参画した人達がどとまで誇りをもっ

て全うしたかという乙とで決まってくる J ，感銘深い言葉です。

海外進出につ いて

建築業界での海外市場への関心は ，圏内の抑制政策により工

事の減少もありますが ， 48年度 ， 海外建設受注工事の総額は

tiOO億を超えると見られます。 本年は東南アジア ，中近東など

を中心 Iζ ，エ ネノレギー源確保のために民間ベ ース の資源開発が

盛んであり，円借ベースでの開発援助計画，資源開発関係のプ

ロジェクトが増大する見通しであり ます。

一方，圏内建設投資は 48年の実績見込みで約 26 兆円とすれ

ば ，海外建設工事受注額はわずかに 0.3961ζ 満たな いと ζ ろに

問題が含まれます。大手建設業者の売り上げに対する，海外工

事の比重も 196強であり， 10必以上を占める欧米の大手業者に

比べてその遅れははっきりしています。乙の理由は圏内だけで

仕事は充分あり，採算上の危険をおかして海外進出の必要性を

認めない消極性，植民地時代から乗り込んだ欧米企業に比べる

と，語学力，国際習慣の経験の基礎の浅さ ，交渉の未熟などが

あげられます。しかし賠償工事の開始以来すでに20年，経験も

業績も重なり ，発展途上国向けの援助は ，乙 れまでの商品援助

から ，鉄道，道路，港湾，ダム，など社会資本やプラント建設

業の開発援助 lζ 変わりつつあります。

しかし問題は山積しています。先 lζ 述べた工事契約書 lζ 対す

る解釈の違い，契約条件の活用のウ エイト の重さ， トラフソレ lζ

対する契約書に基づく処理，工事の遅延 ・欠陥に対する責任の

追求など，事務処理のまずさによるリスク，などをあげるとと

ができます。その上，言語の障壁，地域別の風習の差による現

地傭員との人間的な問題 ，資機材の調達 ，労働法などの調査不

足による 労働力確保の問題など，各社は競走意識に走り過ぎ，

相E 情報の認識不足 lζ 起因するトラブノレが目立つようです。

また欧米，先進国に加えて韓国 ，台湾などの企業の ，あまり

技術を必要としない分野での追跡も激しく ，各国ともに自国業

者の育成 lζ 力を入れ ，外国企業の入札を認めない国家もありま

す。労働力を必要とする 関係で現地企業との提携 ，資本比率51

5ぢ対49%以下の現地法人の設立など必要な課題であります。

現地への出向社員もそのプロジ ェクト単位でなく ，定着性を

強め ，同化を計り ，現地採用社員を本国で教育し ，技術力を養

成し ，企業内での地位の向上を自主的に考慮して，それらによ

って生まれた利益は ，現地に固定させ ，再投資へ向け，開発途

上国の要望に そって ，その還元をはかるべきです。

東南アジアにおいてのわが国に対する批判についても謙虚に

反省すべきで ，中南米における西独企業の基本的な定着政策は

学ぶべき多くのものがあります。

住宅 ，工業団地 ，空港 ，港湾，鉄道，都市開発などを含む ，

企画およ びマスタ ープランなどソフ卜面での蓄積された技術を

発揮する余地も期待できるし ，長期工事を通じて ，現地と融合

してつぎの潜在プロジェク トを 開拓する可能性も見落としては

ならない乙とです。

企業グル ープによる組織力，調達力，技術力 ，情報力の集積

をもって国際間の競走に必勝を期すると とも大プロジェク卜に

対して有効な手段であります。

む す び

建設業が資本，資材，技術，労働力を投入 して，構築という

財と，機能と，サービスをっくり出し，社会が要望する環境の

なかで，その価値を創造する役割は遠大であり，人類のある限

りつづくものであります。

欧州が 100 年以上をかけてやってきた生産規模の拡大を ，乙

の列島の上にわずか20年余りで展開させた高度成長の軌跡は ，

今崩潰の渦に巻き込まれようとしています。 乙の混乱のときに

とそ反省と創意をもって ，企業の ニー ズと社会の ニー ズとの調

和，結合，分離の限界を正しく見きわめる乙とが経営者の責任

で もあります。企業は人 lとより構成され，人には心があり ，企

業にも心があります。乙れが原点であります。人間と自然 ，そ

して建設の仕事の閣の調和が，真の価値を創造する私どもに与

えられた大きな課題であると考えます。

以上には木内管治先生，内山尚三先生，白井康一先生，日経産業新聞，建設工業新聞等の諸

説を星雲考 ICし ま し た 。 ( お が わ ただし 限竹中工務庖常務取締役)
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アンケート

. r建築生産と流通機嫌の変容」特集にかんがみ. 学界・股計事務所・総合建股業・建材業 ・段備業 ・総合商社の各界に，約1000字ていどのアンケー卜原稿

を依頼しました。

. アンケートテーマは，つぎのとおりです。①「建築生産への総合商社の怠入間短をどうみるかJ . ②「コスト +フィ一方式またはコンス トラヲシヨン・マ

ネージメン卜 ( C M) 方式についてどうみるかJ . ③「インフレ下の資材コスト値上げと流通機構の変容」

・以上のテーマで，各界代表 2 名づっ約12名の方にアンケートしましたところ，総合商社の方からは辞退されてこられましたが，下肥のように，各界代表の

6 氏よりアンケー卜原稿をいただきましたので，以下に集録いたします。

建築産業のあり方

富 家 宏 泰

1973年暮から 74年のはじめにかけてわが国を襲っ た経済混乱

をまともに受けて ，右往左往したのは建築産業であっ た。今度

ほど ，近代産業の一環としての建築産業が弱体をさらけ出した

乙とはかつてなかった。明治開化以来100年，政 治，経 済，教育

とどの一つをとってみても西欧先進国に追っつき追い越してき

たわが国が， とれほどまで建築産業のもろさを見せたのは何故

であろうか。建築産業の近代化が，他の諸制度に比べて格段の

遅れを取っていたためであろう。なるほど設計から竣工まで，

建築主にとっていろいろ面倒な事柄を一貫してパッケ ージで請

負金額さえ決めておけば，建築主の思い通りの建物が思った通

りの期日に完成して ，多少の物価の変動があっても ， i ょうが

す / J と男が胸を張って請負ったからには矢でも鉄砲でも持っ

て来い ，建築発注者は ， i お施主様」です，お施主にど迷惑の

かかるような ζ とをすれば，組の函っと ，俺の男がすたる ， と

言った良き時代の ，いい意味の男っぽい侠気に支えられた請負

制度が，明治以来近代化をたどるわが国の産業界のなかで ，た

だ一つ古いかたちを保ってきたのであった。そしてそれは良か

れ慈しかれ ，わが国の高度成長に大変な寄与をした乙とは事実

であろう。しかしながら ，今回の経済混乱状態で ，まず第ーに

弱点を暴露したのは，現代の請負一一ー建設業者がすでに一一今

までの請負制度による利点一一うまみ一ーはそのまま温存する

としても ，建築主( 彼らのいわゆる施主〉に対する侠気 ，男ら

しさを隠面もなくかなぐりすてたということであった。かつて

われわれの先輩達は，今回よりも ，もっときびしい ，国難ともい

われる難関 lζ 直面するたびに ，その持前の男らしさを維持する

ためにだけでも ，歯を食いしばり ，首をすぼめて ，鴎風が過ぎ

さるのを待ったのであった。下請制度，名儀人制度の崩壊 ，労

働力の確保等 ，今回の経済混乱を契機にして ，建設産業一ーと

くに請負制度の洗い直しは必至であろう。請負制度下のスライ

ド制を云々するどときは ，おおよそ世の中の常識を知らなさす

ぎる。請負制度というリスクはあるが， うまみのある制度を選

んだのは一体誰であったのかという ，素朴な聞いをなげかける

とともに ， もはや 100 年の遅れを一気に取りかえすときだと思

う。独り ，建設業者の問題ではなく ，C.  M 問題をふくむ設計

事務所，建築士法，等 ，わが国の建設産業のあり方を新しい視

野で見直さなければなるまい 。

( とみいえ ひろやす 日本建築家協会副会長 ・間関西支部長)

48 建築と社会/ 1974年 6月号

建設産業は営利か

清 水 和 頚

戦 後， とくに最近20年の ，わが国の経済成長 と繁栄のあ とを

省みる とき， 乙れをなし とげたわが日本人のすさま じいエネル

ギーに感嘆する とと もに ， 乙の繁栄が招来した生活様式の急展

開と ，その「物」 の面で・の豊かさに反比例するごとき 「心」 の

荒廃は ，率直にいって “ おそろしい " としかいいようがありま

せん。私は20年ほど前に当時の薬師寺管長橋本凝胤師が ， i 近

代文明が人類に与えたものは何か ? それは ，ただ恐怖のみ / J

と喝破された乙 とを鮮明に想い起乙すのであります。

かつては建築は人聞に とってはその城であり ，その城をつく

る乙とは ，己の金銭的な利害損得を離れて ，最も純粋な精神の

下で営まれた ，最も素晴らしい仕事の一つでありま した。設計

をする立場の者も ，施工の役割を果たすときも ，人が己の損得

を無視して，心を ζ めて全力をつくす ζ とのできる ，素晴らし

い仕事でありました。

しかし ，文明社会が，建築を営利の具 lζ 供したときから建築

は急速に多量生産，巨大生産 lζ 入り ， i 建設産業」と称する巨

大な経済活動が育ち ，建築の企画も ，設計も施工も ，販売も ，

営利企業の好個の対象 とし て捉えられる乙とになりま した。す

なわち今や建築物はそれ自体が商品であり ，商品としての建築

物を作って販売する 「建設産業」のなかで ，建築主も ，設計者

も，施工者も ，それぞれが己の立場で ， 自分の企業の利益を追

求する乙とが当然となっているのであります。

言いかえると ，建 築，最終的にそれを己の城として使用する

者と ，それをつくりあげるために直接労働する者との聞には ，

流通機構的要素が拡大 し， 乙の流通機構はもちろんすべてが営

利企業であって ， これらが金融 ，用 地 ，建築材料，設備 ，労 務

供 給，保守管理等を通して ，建築界 lζ 確固たる地歩をしめるに

至りました。

これは近代文明が建築界に与えた思恵、であると同時に ，建 築

が完全に営利企業の支配下にある乙とを示しております。そ し

て現在の商法，建築士法，建設業法等が乙のままである限り ，

総合商社 lζ 限らずすべての営利企業にとって ， i 建 築」 は今後

も魅力のある稼ぎ場であろうし ，また建設業者はもちろん ，設

計事務所も商社的性格を濃厚にしていく乙とでしょう。

金儲けのためには何にでも手を出し ， 他人の迷惑はもちろ

ん，相手の破滅も己の勝利の感覚としか感じとれないような要

素を持った強力な組織が ， i 科学技術」の武器を駆使して ， し

のぎを削る修羅場のどとき今日の経済社会 lζ 私どもはいかに し

て「心の安らぎ」を得べきか ， 乙れが一番大事な ととだ と思う

のであります。 注) 見出しは編集でつけました。

( しみず かずや 臥清水和湖陵計事務所長)



建設請負と不動産流通のジレンマ

徳 永 勇 雄

- 最近 ，業界のある友人が，今年は 昭和49年ではなくて ，昭和

「四重苦」年ですよと冗談を言 って いた。日く ，一つには総需

要抑制による公共工事発注繰り延べ等にともなう受注減 ，二つ

には金融引き締めにともなう資金ぐりのむづかしさ ，三つには

インフレ lとともなうコス ト上昇による利益への喰い込み ，四つ

には開発規制による建設市場創設の困難さ 。 ζ れぞまさに四重

苦であると /

・たしかに建設業界を見舞っているとの嵐 は今までとす乙しく

乙となった構造的意味をもっているようだ。第二次大戦後の建

ふし

設業界の変容の節は ，現象的 lζ は，第一 lと，1949年建設業法制

定による産業 として独立した市民権の確立であり ，第二は1955

年- 1960年を中心 1[ ，あいつぐ建設会社の株式公聞にともなう

閉鎖経営からの脱皮であり ，第三 lζ 1965年以降，住宅産業等の

名称、の台頭で代表される ，建設市場の「共通市場化」の現象で

あり ，商社の参入，ディベロッパ一等で、代表される不動産業と

の提携といった経営の多様化現象であろう 。

とれら三つの節を建設業界がまがりなりにも成功裡 lζ 乗り ζ

おう

えた背景には ，旺盛な変わる乙となき建設需要にささえられた

せま

工事畳の成長的確保であったといえよう 。今回迫っている第四

の節は ，乙れまだの節と乙となり ，今までの高度成長を背景と

した建設需要を軌道修正するといった事象のもとにあらわらて

いる点，産業界全般の構造変化をも要請する規模であらわれて

いる乙とである。

・建設業界の戦前から戦後にかけての努力の一つに ，請負業と

いったイメ ー ジからの脱皮があげられる。たしかに業界団体名

称からの請負の名称取り下げ，各種統計書のなかからの請負名

称の追放という形で実証する乙とができるが，実質として「直

営のなかの請負」とか「詩負のなかの直営」とかいう表現が現

状として存在する業界において ，脱請負一一産業としての独自

性主張ーーの困難さがいまもなお継続している。

ζ の乙とを不動産の流通プロセスの視点からみれば，筆者が

かつて指摘したように ，建設業者の役割は ，端的にいって不動

産業者( 小売業) に不動産の卸売りを行っていると理解され ，

しかもその機構の内部に価格決定権を明確にはもっていない点

があげられる。たしかに閉鎖された建設市場との対応関係にお

いては ，乙の矛盾はあまり表面化せずに内部処理されたが，建設

市場の共通市場化の傾向はとの矛盾の内部処理化をゆるさず，

特有の請負的性格をそのままに価格決定機構を内部化しようと

計る傾向が住宅産業や ，ディベロッパーのブーム現象とつなが

ったとみられる。 ζ 乙に今回の節の業界 lζ 向けられた影響の内

部的深刻さが存在する。

・加藤秀俊は「現代の廃櫨J ( 朝日 4 ・27タ) において ，東京

オリンピックのためにつくられた丹下健三設計の代々木の国立

競技場のプールを例示して「現代の廃境」といった。彼の文中

1[ ，うんと一般化したいい方をすれば，日本には「建設J の思想

がやたらにつよすぎて「管理」の思想が足りないのである。 …・

( 右段へ〕

建築生産と総合商社

飯 野 香

総合商社という大資本が建築生産 K 参入する。自由経済に立

脚している国家では当然のと とであろう。現在までのと ζ ろ商

社が参入したため ，その結果が思わしくないとい う話は聞かな

い。問題は今後のととかも知れないが。

大資本は建築生産 lζ 限らず，その傘下に商社の資本あるいは

技術を提供した小会社を持っているので ，乙れから本腰を入れ

て建築生産 lζ 入れば，その傘下の方々は技術一本に打ち込むと

とができる 。 しかし一方では個性を活かす機会は減ってくるで

あろう 。

もし ，都市再開発のような問題を処理するには ，到底いまま

での生産機構では困難が多い。それが急を要する場合はなおさ

らである。要は商社の良心的，社会的に対する考え方によるの

で，それが良い悪いと一律に定義づ けるととはむづかしい。

いまや ，世界はエネ J レギー問題で大きく揺れている。エネル

ギーを得ようとすれば，それに見合う資本技術を産油国から求

められる。 ζ の出入りのバランスを取るための操作は ，到底既

成の建設業界ではできない 。どうしても商社の活力が必要にな

るのではないか。

とう見てくると ，建設業界も大は生き残るが，中は滅びてい

くであろう。そして小 は大の手の届きにくい点で独自の道があ

るはずである 。機械化が進み ，標準化が計画されていくのは省

力の時代，やむを得ない方向である 。

そ ζ で，大資本はマスプロ化の設計と工事 lζ 入る傾向が強

い。しかし建築生産は全部それで形成されてしまうと思うのも

早計である。統一的な建物は街の美観には良いが，その建物を

使う人々はそれぞれの個性を生かしたい希望が強いので ，押さ

えられた形は ，またどとからか崩されるとともあり得る。パリ

もロンドンも観光的建物は良し悪しの論議はあっても ，時代の

流れの前に乙わされてゆく 。われわれの機構もとのへんで ，大

きく改められようとしている 。その道程 lζ 対処するにはどうあ

るべきかが問題なのである 。

しかし人を愛し ，人を信ずれば神もまたわれわれに組すると

いう。規制の許す限りわが協会員は ，どζ の国の人でもお互い

に幸せは分け合いたいと願っている。

( いいの かおる 日本訟備絞針家協会会長)

11111111111111111111111川111111111111111111111111111111:1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

( 左段下よ り)

( 中略〉シェークスピアの戯曲に「終わりよければすべてよし」

というのが， 日本には ζ れと逆の「はじめよければすべてよし」

という思想が充満しているようだと。そしていくらいいものを

つくっても ，そのものをだいじに管理する乙とをしなければそ

れは社会と文化の大損失を生み出す以外の何物でもないと 。

今回の第四の節は ，不動産を建設する業界において上述の引

用とも関連して ，アフタ ー・ サー ビス( 管理〉を含めた不動産

提供を ，どのような形態で製造 ・卸してゆ くかに対する多大の

ヒン トを与えてくれよう。 ( とくながい さお 明治大学教授〉
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建築生産への綜合商社の参入

谷 口 尚 武

綜合商社の建設業営業;が議会の論題となり ， 建設大臣から

「公共事業の発注に商社の参加を認めない」などの発言があっ

たと伝えられた。綜合商社であっても ，正式の手続を経て建設

業の認可をとったものを ，営業活動不可とする乙とは筋の通ら

ぬ乙とである。建築生産機構のなかに存在して有害無益の批判

をうけないためには) (1) そのものの存在がユ ーザーの手に わた

るときの建築コストの低減に役立つか ) (2) そのものが存在しな

ければ実現不可能のプロジェク卜を可能にするかなどの点が社

会にはっきりと認識されなければならない。わが国の商社の建

設活動は単に相E の売上げ競争から始められたものもあるが，

金融的な意義からスタ ー 卜したものが多く ，との点で不可能を

可能にしたり ，ある意味でのコスト低減に役立ったケ ースも多

いのであるが，単lζ 中間マ ージンを多くしてコスト高につな が

るだけと見られるものも確かに散見され，それが世間の非難の

的になるのである 。

さて，米国の最近のゼネ ・コンの年間契約高表を雑誌で・みる

と，上位にはほとんど従来の建設業者の名が見当たらず，ベク

テ J レとかカイザーといったいわゆる「コンストラクション ・フ

ァーム」が上位を独占している。とれらの会社の前身はまちま

ちであるが，一般にコンサルタントから成長したものが多い 。

建築は個として処理されてきたものが，群としての扱いをう け

るようになり ，都市の地域計画 ，複雑にからみ合った巨大コン

ビナ ー 卜計画などになると ，乙れまでの業種別の既成観念にと

らわれて発注しようとするとクライアントは物心両面での無駄

な負担を覚悟しな ければならなくなる。米国では労働組織が乙

うした問題の処理をいっそう困難にした。米国は日本とちがっ

て，昔からコンサルタントの発達した国で ，その有力なものが

多かったので ，乙のようなクライアントの苦境をみて ，業域を

さらに一歩すすめて単なる コンサルタントからプライム ・コン

トラクタ ーとなり，注文主にかわって多方面にわたる業界を統

括 ・調整するものが出てきたのである。日本の コンサルタン卜

の力では乙のような変身を期待する ζ とは無理である 。幸い日

本の綜合商社はマ ーチャン卜 ・エンジニア ーとして多方面の技

術者をかかえており ，真の意味の コンス トラクション ・ファ ー

ムとして ，複雑多岐にわたる仕事の企画から完成までの調整役

となる索質をもっている。そのような活動をすれば商社の建設

活動への批判など け し飛んでしまうだろう。

( たにぐち なおたけ 阪大林組専務取締役)

電設業界と流通機構の変容

今 元 康 彦

わが国の経済情勢は ，昨秋来の石油危機を契機として物資の

需給不均衡が加速度的に拡大された。

電設資材業界も石油を原料とする資材はもとより ，その他の

資材についても原料の調達難と価格上昇という両面からの圧迫

を受けた。 ζ のため ，製品の納期遅延，受注辞退等の混乱が生

じ，ζ れに流通機構の未整備が輸をかけ異常な事態を招いた。

電設工事業界は ，工事受注時に必要資材を発注し，工事の進

捗lζ 伴い資材を分割納入させている。乙のため，資材の確保お

よび流通の円滑をはかるという点から ，メーカーとの聞に諸種

の中開業者が存在するととは ，それなりに意義があった。昨年

末のような異常なモノ不足の事態では ，乙れら中間業者の存在

価値が非常に稀薄なものとなった乙とは否めない。ただ，乙の

ような混乱期にあっても ，原料メ ーカー， 加工メ ーカーと密接

につながっている系列代理屈だけは ，本来の流通機構としての

役割を持続するととができ得た ，との見方を強めたのは事実で

ある 。

乙うした ζ とから ，電設資材業界は今後，試行錯誤を繰り返

しながらも ，二つの道の選択を迫られるととになろう 。ひとつ

は，メーカ ー， 商社による流通機構の支配強化lζ 対応し，その

傘下に入るととである。そのためには業界自体の専業化，集約

化も必要になってとょう。いまひとつは系列化に加わらず従来

通り独自の立場で市場の実勢にまかせた価格による取り引きに

終始し ，その時々の利益の確保lζ 努めるととである。

いずれにしても ，その選択の時は近き将来必ずやおとずれる

であろう。

ただ，問題は一部の品種を除いてほとんどの資材が中小企業

による付加価値の低いものが多いというととである。企業形態

がより大きい需要家と原料メ ーカーとの聞にはさまれ，製品の

値上げも ，原料の値下げも要求できにくいのが現状である。ま

た原料の優先供給も受けるだけの力もないメ ーカーが非常に多

い ζ とも，流通機構をより複雑にしており，その整備が困難と

なっているのであろう。

現在，電設資材業界が流通革新の大きなうねりに巻き込まれ

ようとしているが，諸資材の総合的な積み上げで、成り立つ電設

工事業界にとっても ，乙れら資材の流通機構の整備をとりまく

諸種の問題に無関心ではおられないのではなかろうか。

( いまもと やすひ乙 近畿電気工事版取締役副会長)

アン ケ ート

- 建築生産への総合 ヂの怠入問題をどうみるか ・コ スト? フイ一方式または コンス トラウシ巨ン・マネジメント方式についてどうみるか . インフレ下の資材コスト値

上げと流通機憎の変骨
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コス トイ ンフレ下における建築企業体の経営と契約

建設請負契約と事情変

更の原則

内 山 向 三

1.  建設請負契約の法的性質

建設請負契約は ，契約を締結してから工事の完成による契約

の終了までに ，小住宅の建築などの場合を除いて ，相当長期に

わたる時間的な経過を必要とする 。 したがって ，契約締結時に

おける資材質や労務費などが，工事の完成までの聞に変動する

ととは十分に予想 しうるととである。したがって，契約当事者

は，そうした工事期間中の物価変動を予測した上で ，請負代金

額を定めるべきである。

と乙ろが実際には ，と くに公共工事においては ，そうした工

事期間中の物価変動を予測して見積もりをして講負代金額を定

める という方法がとられていない。したがって ，物価の上昇に

よる工事費用の増加は ，すべて請負人が負担しな ければならな

い ζ とになる。また ，民間工事のように ，予測した物価変動を

見積もって請負代金額を定めた場合であっても ，インフレ のと

きには予測しえない物価の変動が生ずる ζ とが起とりうる。

以上の場合 lζ 請負金額の増額が認められるべきか如何か ，認

められるとすればどの ような範囲や要件でな怠れるべ きか。異

常な物価高騰にあえぐ建設業界に とって，とのととは死活の問

題 となってい るが，発注者にとっても入札不調のため工事を発

注する乙とができず，深刻な問題になっているのである。

いうまでもなく ，請負契約は ，一方の当 事者が仕事の完成を

約 し， 他方の当事者が とれlと対して報酬の支払いを約する乙と

によって成立する諾成双務契約である。すなわち民法の請負契

約は ，相対立する当事者の自由平等な意思の合致により，仕事

の完成と報酬の支払いとの聞に対価関係が形成されるととを，

前提とした規範関係であるとされている。

ととろで，現実の建設請負，とりわ け公共工事に関する請負に

おい ては，民法が前提としている 関係，すなわち発注者と請負人

が相互に対等な立場にあるという ζ とは ，わが国においてはき

わめて稀である。すなわち ，指名入札制が原則とされている公

共工事の請負において ，発注官庁の指名権によって完全に死命

を制せられている請負人は ，従属的な地位 Iζ 立たされている 。

建設業法第18条が規定する対等信義則は ，死語と化している

のが現状である( 註〉。その顕著な例が入札価格をめぐる問題で

ある。すなわち ，公共工事の発注機関は契約時におけ る時価積

算を原則としているのに対 し， 受注者の側では契約以 降，工事

完成までの建設物価の上昇を見込んで行うのが通例である。そ

のために比較的長期にわ たる工事の場合には ，予定価格 と入札

価格 との聞に聞きが生ずるにもかかわらず指名権を握っ ている

上に継続的に仕事を発注するという ，経済的に優越 している地

位をもっ ている発注者は ，その予定価格で受注するよ う建設業

者に強制する 乙とが現実に行われる乙とになる。

乙のように ，発注者 と受注者とが支配，従属の関係 に立 って

いる公共工事の請負 は，たとえ仕事の完成と報酬の支払いとの

聞に対価関係が成立 してい て も，もはや民法が前提と している

規範関係 とは異な っているものと考えるべきで あろう。

2. 建設請負契約の特殊性

以上述べた ような公共工事 における特殊な問題を別 として

も，そもそも建設請負契約はつぎのような建設工事がもってい

る特殊性から ，民法上の請負の概念から離れていると考えるべ

きである。

それは ，民法制定当時K 考えられていた請負契約の実態が変

化したからである。

すなわち民法制定当時において注文主が請負契約を結ぶ相手

は，手工業者がほとんどすべてであった。

建設請負契約にお いても ，木造建築が多く ，請負人は企業と

しての建設会社ではなく て，せいぜい棟梁であった。洋服や靴

を作る乙 とを依頼する相手方は手工業者であり ，そとには民法

の請負の規定がそのまま 適用されても ，不合理は起乙らなかっ

たのである。ととろが請負人が，営利を目的とする建設業者と

して企業化するに従って ，矛盾が生まれてきた。

第ーにた とえば，土木工事においては ，工事の発注にあた っ

て地質調査などが十分に行われない上 1<:: ，天候 lζ 左右 されるの

で不確定要素が多く ，そのために工事代金の半分以上が請負人

の利益にな る場合があ るかわりに，大き な赤字を生じて倒産す

るととが しば しば起 とった。建設業は射倖性をおびた投機的 な

ものとみなされた。

したがって建設業を安定性と企画性をもった近代的な企業と

してゆく ためには ，民法の請負契約が，請負人の仕事完成義務

があるから として，天災不可抗力によって生じた損害をすべて

請負人の負担 とする ととに対して，検討する必要が生まれてき

fこ。

第二 lζ ，建設請負契約が土地の工作物をつ くる というととか

ら生ずる問題である。建物や土木工事のよしあしは ，完成した

後で外からみ ただけでは本当の内容はわからないので，注文者

は工事の施工の過程で監督せざるをえなくなる。 乙のために民

法が考えた仕事の完成 ，引き渡しに対する 報酬といういわゆ る

一時的債権関係の概念とは離れるものになり ，むしろ継続的債
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権関係 として考えざるをえなくなるのである。請負契約の解除

については， 遡及効を認められない解約 としてみなされ，工事

の途中で解除されても，出来形を完成物とみな し， 出来高相当

分の報酬を請求できると判示された。

第三に，建設業が受注産業であるととから生ずる特殊性であ

る。建設業は受注量の変動をカバーするために ，固定費をでき

るだけ低くし ，また建設機械の保存や労働者の常用を少なく し

ようとした。戦前においては建設機械は公共土木工事において

は，ほとんどが発注者の貸与であり，また労働者は現在におい

て も多くが下請によって供給されている。固定資本が少ないた

めに担保能力がないので，注文者に運転資金を依存するととに

なり，請負契約においては，代金の前払いが商慣習となっ てい

る。

と くに建設工事が高速道路や新幹線あるいは超高層ビ J レの建

設というように工期が長期化し大型化するに従って ，物価の上

昇による損失額は大きな額になるので， ζ のような損失をすべ

て請負人の負担とするととは信義公平の原則から検討をせまら

れるととになり，後述するように標準約款でインフレ条項が設

けられるに至った。

以上述べたように建設請負契約は，民法の請負の概念では把

握できなくなったので ，建設省に設けられた中央建設業審議会

が作成した公共工事標準請負契約約款や ，民間建築工事を対象

とした四会連合協定工事請負契約約款においては ，それぞれ民

法の原則を修正しているととは周知のとおりである。

また，昨年度 ，建設省が公共工事におい て，インフレ条項を

適用する旨 ，つぎつぎと通達をだしているが，乙れは公共工事

標準請負契約約款21条のスライド条項 ，インフレ条項にもとづ

いて行われたものである。

( 註〉建設業法第18条 ( 建設工事の請負契約の原則)

「建設工事の請負契約の当事者は，各々の対等な立場におけ

る合意に基いて公正な契約を締結し，信義に従って誠実に ζ

れを履行しな ければならない。」

3. 事 情 変 更 の 原 則 の 意 義 と 内 容

事情変更の原則とはつぎのような意味をもっ ている 。すなわ

ちすべての契約は ，暗黙の うちに「その契約が締結されたとき

の事情がそのままに存続するかぎりにおいてのみ効力 を有す

る」という内容を含んでいるから， その事情が変更 したとき

は，契約はもはや拘束力をもたないと考えるべきである。

したがって ，事情変更の原則を適用するには ，(a) 事情がいち

じるしく変更した乙と， (b) その事情の変更を当事者が予見しえ

なかったとと， (c)それが当事者の責 lζ 帰するととのできない事

由によって生じたものである乙と ，(d) 契約どおりの拘束力を認

めると信義公平の原則に反するという条件が満たされる ζ と，

が必要である。
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また事情変更の原則が適用される と， 第ーに契約の内容を改

訂する 乙とができる。 第こには ，相手方が内容を改訂しない と

きは不利益をうける当事者が，その契約を解除するととができ

る。乙の原則は ，ローマ 法以来認められたものであるが，他方

に契約は守らなければならないという「契約正義の原則」があ

るので，その調和を考えて慎重に取り扱うべきものとされてい

たが，第一次大戦後のインフレでドイツで問題になり ，一般に

承認されるようになった。

わが国においても ，借地 ・借家契約について ，まず判例が ζ

の原則を承認して賃料の増減を認めた。また身元保証人の負担

の問題についても認められるようになったが ，その後，立法に

よって確認されるにいたった 。

事情変更の原則は，新しい契約理論から 当然に認められるべ

きものであるから ，特別の立法がない場合でも ，適用すべきで

あるが，契約的正義との調和を考えて適用されねばならない。

4. 建 設 請 負 契 約 と 事 情 変 更 の 原 則

(1) 建設請負契約とインフレ条項

すでに述べたように，建設請負契約は，民法上の請負契約と

カテゴ‘ リ ーが異なると考えねばならない。 ζ の点については ，

建設請負契約と事情変更の適用についてもいいうる ζ とであ

る。そ して乙 の乙とは実際に使われる建設工事標準約款ではっ

きりと示されている 。

すなわち中央建設業審議会が作成 した公共工事標準約款にお

いても，また民間工事を目的とした四会連合協定約款におい て

も，それぞれ21条 6 項と 24条 1 項 d 号において事情変更の原則

を認めている。乙れはいわゆるインフレ条項と呼ばれているも

のであり ， i 事情変更の原則を建設請負契約において類型的に

明文化した規定である」と説明されている。 21条 6 項は ，i工事

期聞にインフレ ーションその他の予期する乙とのできない特別

の事情により賃金又は物価 lζ 著しい変動を生じ請負代金額が著

しく不適当 となったとき は，前各項の規定にかかわらず，甲乙

協議して請負代金額を変更するものとする 」 と規定している。

と乙ろで「インフレ ーションその他の予期する乙とのできな

い特別の事情」とは，契約締結当時 ，客観的に予測するととの

できない事情であって ，その例としては ， i きわめて急激なイ

ンフレーション，あるいは海外における戦争，動乱等の影響に

よる国際価格の高騰」をあげる ζ とができる。 ζ のたびの建設

物価の高騰は ，第四次中東戦争による石油危機に端を発してい

る乙とを考えれば ，21条 6 項と 24条 l 項 d 号の適用は当然考慮

されるべきであろう 。

またどの程度の変動をもって「賃金又は物価の著しい変動J

とい えるかについては，中央建設業審議会の事務局である建設

省計画局建設業諜では ，かつて旧約款を解説する際に「朝鮮動

乱の時のように一年のうちに急に賃金 ・物価等 K 変動を生じた



場合」を例示している。

さらに 「請負代金額が著しく不適当となったか否か」は ，信

義公平の観点から定めるべきであるが，土木工事で3596，建築

工 事で ＴＰ ｾ ぢもの変動があるといわれるほどになれば ， インフレ

条項を適用しう ると考えるべきであろう。

(2)  内容改訂権と解除権

とζ ろで26条 1項には，解除権について何らふれていないが，

物価の高騰による契約の改訂は ，多くの場合内容の改訂すなわ

ち請負代金の増額で処理しうるからとくにふれてないのであっ

て，解除権の発生を否定したものではないと考えるべきであろ

う。なお契約改訂権は ，代金増額請求権だけでなく工期延長請

求権も認められるべきである。今回のように石油危機によって

資材の不足による入手の困難があ ったような場合には ，事情変

更の原則の適用として工期延長は当然認められるべきである。

5. 事 情 変 更 の 原 則 の 適 用 に つ い て の 問 題 点

と乙ろで ，現在のように経済的変動が狂乱といわれるほど激

しいときに ，事情変更の原則を適用する際には，つぎの二つの

場合があるととを忘れてはならないであろう。

すなわち第ー には ，インフレ以前 lζ 形成された契約関係を ，

その母体となった社会事情が変化しインフ レになったとき ，ど

のように処理すべきであるかというととと ，第二は，インフレ

進行中! L ，形成された契約関係の取り扱いである。

第一の問題は ， 事情変更の原則の適用の問題であるのに対

し， 第二の問題については，乙の原則をもって処理する乙とが

必ずしも容易でない乙とに注意しなければならない。すなわち

ζ の原則の適用には前述したように ，要件として予測する乙と

のできない ととが必要である。したがって ，インフレ進行中に

は，イン フレ について予測し，あるいは予測する乙とが可能で

あるとして，事情変更の原則の適用を否定するのが，判例の傾

向であるからである。

下級審の判決であるが，戦時中または戦争直後 lζ 契約が結ば

れ，イン フレ期に履行期を迎えた事案に対しては ，インフレの

予見ができないとしているが，インフレの進行期に契約を結ん

だものについ ては，予見可能性があるとして ，事情変更の原則

を認めていない。将来の利益を予想し ，相互に創意工夫を乙ら

して取り 引 きをなす乙とによって，経済活動は活発になり社会

は進展してゆくのであるから ，事情変更の原則の適用は慎重で

あらねばならない。事情変更の原則がインフレの進行中におい

ては ，予見可能性のゆえに適用が否定されるのであるから ，受

注者とし ては発注者に対して設計単価が時価単価でなく笑勢単

価でなされるととを ，現在のような物価高騰のときには ，事情

変更の原則の適用以前の問題として，真剣に要求せねばならな

いであろ う。

( うちゃま しょうぞう 法政大学大学院議長 ・主主役調査会理事長 ・接待)

コストインフレ下における建築企業体の経営と契約

異常事態の発生の予想

される時期における請

負契約について

益 田 重 華

は じ め に

戦後の日本経済は ，何度かの変動の波を経ながらも国民総生

産 CG N P) の上昇率は名目的に毎年10%以上，近年は15- 18

5ぢと高度成長をつづけてきたが，実質的には各年 6 - 7 96低い

成長率であるとされている( 経済企画庁〉。実質成長率が名目

成長率より低い というととは ，そのままの割合ではないに して

も，毎年相当物価が上昇した乙とを証するものであって ，いわ

ゆる緩慢なるイン フレの情勢下にあった乙とは事実とし て何人

も異論のないととろであろう。 ζ の聞に建設材料としてはとく

に鋼材が一時的に異常高値を呼んだ ζ とも数回あったが，いず

れの場合も数カ月で沈静し ，かえって低値に低迷するような 乙

ともあった。

と乙ろが ，図- 1 にみるように ζ れまで上昇しながらもあま

ーり大きな変動のなかった木材類が47年11月から異常な上昇をは

じめ ，欽錦類が木材類に続いて頭を上げてきた。いずれも 48年

2 月 ， 3 月をピ ークlζ 多少下降したが ， 2 月から代わっ てセメ

ント( 生 コン) ，砂利など割合安定していた材料が急騰をは じ

め，そのまま石油シ ョックによる福田蔵相のいわゆる物価狂乱

の様相を呈し ， 戻りかけた木材類 ， 鉄鋼類も反転上昇をは じ
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図- 1 <建築工事絡エ単価資料( 建股工業経営研究会〕による〉

め，天井知らずの勢いであったし ，毎月漸騰していた建設労務

者の賃金も 49年に入って急激に上昇したととは図に示すとお り

である。政府の総需要の抑制と金融政策を柱とする施策 ，標準

価格の設定などインフレ抑制対策もあって49年に入ってから 一

応落ち着きを示したようであるが，石油 ，電力 ，ガス ，運賃な

どの大幅値上げは避けられないし，加えて春闘による Ｓ Ｐ ｾ 払 Ｓ

万円を超す大幅賃上げはコスト高となって価格にはねかえるも

のとみられ，物価を押し上げる要因は目白押しであり，現下の

経済情勢は昨年暮のような異常事態が再び起乙り得る危険を内

包しているとみるべきであろう。一方，石油を中心とした経済

構造の変革によって生まれるであろう新しい物価体系の均衡は

見当のつけようもない。乙のような経済情勢下において通常の

いわゆる総額 ・定額による建設請負契約が発注者，請負者双方

にとっ て有効に機能し得るであろうか。

1. 現時点における請負契約について

建設請負は ，個別的な注文 lとより，かつ発注者の指定した土

地に定着して構築するものであるので ，その都度資材の種類，

数量 ，使用時期 ，使用場所が異なるし ，また多くは重量物を多

量に要するので ，乙れを請負者が予め手配しておく乙とは経済

性 lζ 反するとともに実際上も困難で、ある。とくに構築するため

の労務のス トックは不可能である。請負者の重要な業務の一つ
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は建設に要する多種 ・多様にわたる資材 ・労務を適当な時期 ，

適当な量調達するととである。とのような業務を発注者自身が

行うととを直営と簡単にいわれるけれども ，官公庁の組織をも

ってしでも経済性に反するので ，ほとんどすべて請負に よって

いるのが実情であって ，乙の点だけとってみて も請負 という方

式は発注者，請負者双方にとってメリッ トのある方式である 。

乙の場合請負額は，資材 ・労務の価格 ・流通などについ て契

約時に想定できる範囲において積算見積もりして決定する とと

はいうまでもない。したがって ，総額 ・定額請負契約の成立す

るためには ，契約時 lζ 乙れらの事情が予見できる乙とが前提で

あって ，予見を超えた変動などがあったときはいわゆる事情変

更の原則によって請負額 ，工期などが変更される乙 とは当然で、

ある。と乙で予見を超えた変動であるかどうかははなはだむつ

かしい問題であるが，少なくとも昨秋のような異常事態はイン

フレと呼ぶと否とにかかわらず予見を超えた変動である乙とは

疑う余地はないし ，四会連合協定 ・工事請負契約々款について

昨年暮連合四会が共同見解を発表したのは ，乙れを裏付けるも

のである。

と乙ろで現時点において前述のように物価が上昇するであろ

う乙とは予見できても ， その割合を予測するととはできない

し， とくに経済構造の変革によって生まれるであろう新しい価

格体系の均衡など見当のつけようもない。とのような時期に契

約するとしたならば，請負額は契約時( 正確には見積時〉の時

価による額を基礎として定めざるを得ないだろう。すなわち請

負額は予見を含まない額であるので，経済事情の変動によって

増減いずれにしても請負額の変更が起乙り得る ζ ととなる。

さて， 民閣の建築工事についてひろく採用容れている前述の

「四会連合協定 ・工事請負契約々款J Ic は，乙のような場合に

ついて第24条につぎのように規定している。

"第24条(1)つぎの各号のーにあたるときは ，当事者は ，相手

方 lζ 請負代金の変更を求める乙とができる。 ( a """ C および

f 省略〉

d. 工期内に予期する乙とのできない異常の理由の発生に

もとづく経済事情の激変などによって，請負代金が明らか

に不適当であると認められるとき。

e . 工期が長期( 別に期間を定めない限り， 1 年とする。〉

にわたるとき ，その工期内 lζ ，法令の変更，物価 ・賃金な

どの変動によって請負代金が明らかに不適当であると認め

られるとき。

(2)  請負代金を変更するときは，甲 ・乙 ・丙が協議してその金

額を定める。ただし ，工事の減少部分については ，請負代金内

訳書により，増加部分については，時価による。 "

以上述べたととは ，現在の経済情勢下における建築請負契約

においては ，乙の第24条第 1 項 d 号 lζ 該当する事態がしばしば

起乙るであろうという乙とである。乙の場合第 2 項によって



「変更額を甲 ・乙 ・丙が協議して定める」こととなっている

が，その決定にはなはだしく手間と日時がかかる乙とは昨秋の

経験に よって も明 らかであるし ，発注者，請負者双方にとって

請負契約のメ リッ 卜を失う乙とにもなりかねない。そこで当初

の請負額を基礎とする乙とによって発注者，請負者双方の請負

契約に よるメリッ トを保ちながら ，できるだけ簡単な計算によ

って変更額を定める方式を考えてみたい。

2. 特記条項付・請負契約について

乙のような時期に実費積算方式がよいとの議論もあるが，わ

が固においてはほとんど経験がなく標準約款を早急に作るとと

はできないし ，実際には直営方式の業務を委任するようなもの

で，恐らく直営方式以上 lζ 経済性 lζ 反するであろうととは想像

に難くない。実費精算方式は平時において美術建築などに適用

すべきものであろうと思う 。そ ζ でつぎのような「特記条項付

・請負契約方式」を提案したのである。乙の方式の特徴の概略

はつぎのとおりである 。

i  ) 発注者，請負者双方にとって請負のメリッ卜を保つことが

できる。

ii ) 変更額は ，双方にとって得失が相なかばする 。

ii i) 計算が簡単で ，経研指数を採用すれば ， 1 カ月後には変更

額を知る乙とができる 。

i v) したがって発注者は予算に応じた工事内容の変更の措置が

できる。

なお ，建築費指数とは，同ーの建物の積算価額を基準時と比

較して指数化したもので，建設工業経営研究会は「主要都市 ・

標準建築費指数J C経研指数) として，ラスパイレス式により

昭和23年以来26年にわたって継続発表しており，乙れは 1973年

統計大賞 としての大内賞の対象となったもので ，信頼 lζ 値する

ものと確信している。経研指数は用途別 ・構造別につぎの 7 種

について東京の指数が翌月 10日に発表され，名古屋，大阪，広

島 ，高松 ，福岡 ，金沢，新潟 ，仙台 ，札幌の各都市については

同時に 2 カ月前の指数が発表される。

経研・標準建築費指数の種類

建 物 類 別 | 木 造 | R C造 I S R C造 I S 造

住 宅 等 I W - a  I  R C - a  I  

事 務 所 等 I W - b  I  R Cーb I  S  R C- b  I  

倉 庫 ・工 場 等 |

現在の経研指数は40年基準であるが，おそくとも 6月頃から

は45年基準指数とし ， 建物類別どとに "総合指数" のほかに

"構造体費指数" と" 仕上費指数" が発表される予定である 。

目下建築業協会において乙の「総合指数方式J のほかに「構

造体 ，仕上費別指数方式J I科目別指数方式」など検討中であ

って ，近く発表される予定である ζ とを付言する 。

特 記 条 項

との契約の履行中に物価 ，賃金などの変動ならびに資材など

の流通，需給関係の混乱などによる異常な経済情勢の発生が予

想 されるので ，次のとおり特約する。

第 1 条 乙が第23条 (3) にもとづいて工期の変更を求めたとき

は， 甲は乙れに応ずるものとし ，工期の変更日数については甲

. 乙・ 丙が協議して定める。

第 2 条 〔総合建築費指数方式〕

(1)  第24条(l )d 号及び e 号にもとづく請負代金額の変更は ，次

の各項 l乙定める と乙ろによる。

(2)  請負代金の変更額は次の式により計算する。

請負代金の変更額=: L; {  C当初の請負代金額) x  C各月の

/ 各月の建築費指数 一契約月の建築費指数h

施工割合) x  (  
¥ 契約月の建築費指数 J  '  

(3) 前項の各月の施工割合は次のいずれかを選択しあらかじめ

定める。

a. 甲 ・乙 ・丙が協議して定める 。

b . 当初の契約にもとづく各月の部分払対象額と請負代金額

との割合とする。

C . 当初の契約にもとづく各月の施工割合を一律とする。

(4)  第 2項の建築費指数は次のいずれかを選択してあらかじめ

定める。

a. との工事についての建築費指数を甲 ・乙 ・丙が協議して

作成する。

b . 建設工業経営研究会発表の標準建築費指数月報による

CRC- b) 指数による 。

(5) 第 2 項による請負代金の変更額の計算は毎月行 うものと

し，その請求，支払については第21条(3)及び(引に定める部分

払に準ずる。

(6)  工期の変更があったときは ，変更した月以後の施工割合 l乙

ついて第 3 項に準じて定める 。

(7)  工事内容に追加 ，変更があったときは ，その追加 ，変更分

は別途の契約とみなし ，追加 ，変更のあった月を契約月とし

て前各項 lζ 準じて処理する 。

第 3 条前条の規定の適用については ，次のいずれかを選択し

あらかじめ定める。

a. 契約の履行期間中適用する 。

b. 甲又は乙が前条の適用を申し出た時から適用し ，適用を

申し出た者はその適用の中止を申し出るととができる 。適

用を中止したときは ，その時以後の指数又は単価の変動は

ないものとして変更額を計算する 。

第 4 条 甲又は乙がとの特記条項第 2 条に規定する請負代金額

の変更に応じないときは ，第26条文は第27条の規定に拘らず，

甲又は乙は工事を中止し又は契約を解除する乙とができる。

( ますだ しげよし 建設工業経営研究会専務理事〉
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建築工事費スライドと

第三者監理者の立場

国 辺 博 司

経済変動下における工事費スライド制の意味するもの

建設工事の発注が今年 lζ 入ってから激減している。個人住宅

をはじめとして ，事務所，工場から公共事業に至るまで ，昨年

の実績に比べて約弘程度にまで落ち込んでいるといわれます。

その主たる原因は ，政府の金融引き締め政策の堅持と ，イン

フレをとれ以上昂進せしめないための総需要抑制政策によるも

のですが，経済の需給調節が，資本の原理に基づいて ，自動的

に行われている乙とにも起因します。すなわち， J. S. ミJ レに

よれば，自由放任の経済下においては好景と不景期に対応した

経済の需給のバランスは ，いわゆる l nv i suabl e Ha nd  鶴見

えざる手" によって調整され，均衡を保っていく，との定説は

生きているように思われます。

乙のような状況の下では投資によって利益を回収する乙とが

本来の目的であった建売住宅 ，マンションの建設は ，先行きの

見通しが立たず，以前に低価格の土地を獲得していたといった

特殊な条件にある投資家以外は ， すべて ζ の種の計画は断念

し， あるいは見送られている ，というのが現状であります。乙

のほか ， 貸室料が，利子給料と問機，物価の急上昇 lζ 比例せ

ず，タイムラグがあり ，上方に硬直性のあるととから ，貸ピ J レ

の建設等も同じように落ち込んでいます。

すなわち ，建設工事費の急激な上昇は ，その上昇率が，需要

屈の購買力 ，すなわち一般的な経済成長率をはるかに上廻って

いるため ，それが根本的要因となって ，建設投資を抑圧してい

るのです。さらに加えて ，昨年

の末以来拾頭した工事費スライ

ド制の問題は，さらにとの傾向

を助長したともいえます。

すなわち ，先に述べたマンシ

ョン建設等の場合 ，計画の当初

から採算面では見通しが暗いと

乙ろへ，さらに工事費のスライ

ドが契約条項に加われば，その

上昇分は ，売値にスライドする

か，あるいは利潤予定額を食っ

ていくかの二つに一つしかない

わけで ， しかし売価は当初から

固定しているため容易に変更は

できず，別表の l ndex のよう

に今後どの程度建設費が膨張す

Bui l di ng Cost  I ndex in .，.. 

Tokyo Di stri ct 

(B. . ing on AV. rage in  1965 at 1( 0)  
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るのか ， 全く予想のつかないような工事費 スラ イ ド制の登場

は，施工者，請負者の当然の要求であり ，企業防衛上止むを得

ないとされながらも ，投資家，需要家にとっては ，ますます計

画がたち難くなり ，建設の延期 ， もしくは中止が続出する結果

となっています。

乙のと乙ろ物価および建設費の高騰は一応高値ながらも安定

のきざしが見えはじめ ，工事費スライド制も 一応おさまったか

に見えます。また先 lζ 述べたような工事畳の激減は ，建設にお

ける売手市場から買手市場へと転換を促し ，スライド条項付契

約問題は未だ請負工事業者側の内部で不燃焼のまま ，今日に至

っています。しかし建設工事費のスライド制は ，経済変動が予

測される状況が存在する以上 ，いずれ，請負工事契約制度その

ものの再検討と相侠って決着をつ けなければならない根本的な

問題ではあります。

昨年来，との問題 lζ 対する解決策として ，事情変更の原則の

適用 ，種々の建設費スライドの計算方式の提案等，一応非常事

態に対処する方法論の提示および研究が活発 lζ 行われ，それぞ

れ実情に応じた解決が，工事中のものに対しては適用され，一

応問題は解決済みの件数が多く見られたようでありますが，問

題は ，今後の取り扱いをどうするか，どのような J レーJ レを確定

するかが，重要な課題として残されたわけであります。今後乙

のような事態が発生した場合 ，発注者と施工者の両者相互のか

けひき ，けい争の事件として放置したままではもはや解決し得

ない次元の問題であるととは，今回の経験からみて明らかで、す。

現状のような建設工事費の暴騰の状況下においては，第三者

的中立の立場にある設計監理者の ，適切な監理業務によってそ

れぞれのケ ースに応じた建設工事費の適正化を計り ，施主，発注

者一一 中立的第三者監理一一施工業者というシステムを確立し

ていく乙とが，とれらの問題を解決 lζ 導く有効な方法であり ，

それが醗って建設界の社会的信頼と責任の遂行が円滑に行われ

る唯一の方法であるとして提案したいと思います。

他業種にみられるスライド制

資材労務費の異常なる高騰は，ひとり建設業界に止まらず，

造船，設備プラント ，機械メ ーカ一等の他の業種においても同
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様であり ，それも圏内 lζ 限らず，石油関連資源の高騰から ，世

界的インフレ対策として国際間の取り引きにおいても ，それぞ

れのケ ースに応じたスライド制の採用が検討されはじめており

ます。

たとえば，建築工事に類似している造船の場合においては元

来 ， 日本の造船界は世界的に技術水準が高く ， しかも乙乙 10年

くらいの聞は ， 日本経済が比較的安定していたために入札時の

価格で完成引き渡しをするという ，いわゆる Fi xed Pri ce 固

定船価，契約が従来とも採られており ，欧米の造船業がスライ

ド条項付であったのに比してわが国の乙のような条件は船主に

とっては好ましいものであり ，乙れらの背景がわが国造船業の

好況を支えてきた主因でもあります。しかし昨年来の鋼材，機

械，労務費等の急激な上昇は ζ 乙も同じで ，建築と同様 ，建造

期聞が長期にわたるために ( 3 年から 4 年) ，従来のやり方の

ように固定船価では危険が多すぎるとして，やはりスライド付

船価による契約および現在建造中のものにも適用を望む芦が高

まっています。それには ，造船業界で一律の J レールを決めると

いうやり方ではなく ，各輸出船契約ごとに各社それぞれ違った

方法で船主との交渉に入っており ，主原料たる鋼材は，見積l時

lζ 各高炉，鉄鋼大手と大口固定価格購入計画をたてる乙とがで

きるので ，総額の約弘以下を固定価格とし ，残りの部分をスラ

イドさせるといった方法で検討されているようです。乙の場合

の指標は国際的 lζ 信頼されるものでなければならないので ， 日

銀の卸売物価指数，労働省の労賃指数が使われております。

いずれにせよ ，資材，機械，労務費の急激な上昇によりコス

トが高くなり，将来 3 年先 ，4 年先の見通しもたたない上，ス

ライド付船価の問題が登場してきたために ，受注畳は前年同月

比では半分以下 lζ 落ち込んでいるといわれます。わが国の最大

の強みであった低価格，固定価格等のメリットがなくなってき

た現在，欧米の造船所並みの船価あるいはそれ以上になる場合

も予測され ，それが国際競争力の低下を招来するという，きわ

めて深刻な事態 lζ 当面しているのです。

他の大型重機類，プラント製造の分野においても同様，長納

期 ，高価格の契約については造船と同様，部分的スライド制の

採用で， リスクを請負者と注文者で折半にする方法 ，すなわち

製品価格の半額に対して「エスカレーション条項」を適用する

方法で，具体的には輸出製品について欧米方式の，予定価格ベ

ース方式によるもので ，契約時に予定仮価格を設定し，完成納

入時に卸売物価指数等の客観指数の上昇 lζ スライドしてファイ

ナJ レ価格を決定するというもので，乙乙でも全額を対象とした

エスカレ ー ション条項の適用はむつかしく，したがって ，半額

を対象にユ ーザーの同意を獲得していく方向に進んでいるとの

ととです。

欧米においては慢性のインフレが昂進するなかで，建設請負

契約 lζ 関しても ，何らかの価格変動 lと基づく処理についての規

定が設けられており ，単 lζ 資材，人件費が高騰した場合のみな

らず，実施価格が契約価格を下廻った場合にはその差額を差し

引く事項も規定しており ，純然たるスライド制をとっているも

ので ，実施時期に契約価格より下廻ったかどうかについて施主

の方も真剣であり ，いずれ lとせよ建築家のサインによって施主，

請負者とも支払いが義務づけられており，中立的建築家の裁定

が，法的拘束力を持つ国もあり，職能が確立されているために

実際の取り引きにおけるトラブルはほとんどないといった状態

だと聞きます。

国際入札による海外の建設工事，土木工事については ，国↑青

の違い ，政情不安定が予想されるので，工期の遅延，価格の変

動に ついては厳密に規定されているのが通例となっており ，資

材費，労務費のほか輸送費，関税，保険料等の変動についてもス

ライド制を適用する乙とが契約時に取り決められております。

いずれにせよ ，国際的にもスライド制の採用の機運が高まっ

てきており ，経済変動に対応していくため ，工事の円滑な進行

が可能であるように ，価格変動に関する J レールが決められなけ

ればならない乙とは当然でありますが，それが請負者の危険負

担解除を主目的とするものでもなく ，いわゆる「リスク折半」

の精神が根底に置かれていく傾向にある ζ とに注目しなければ

ならないと思います。

請負契約のなかでのスライド条項

現行の建設工事請負契約約款に規定されているスライド条項

に該当するものとしては ，公共工事標準請負契約約款21条第 6

項または ，四会連合協定による工事請負契約約款第24条(1)項の

d 号，e 号および(2) 項がありますが，算定基準や計算方式につい

ては今回とくに ，建設省官房長通達として，建設資材高騰に伴

う標準約款21条 6 項の適用基準，並びに労務賃金高騰に伴う特

別措置がそれぞれ昨年から今年 lζ かけて通達として出されまし

た。その内容は，既契約工事について一定の基準日を設け，その

時限での資材労務費の実勢価格を ，未工事率 lζ 応じてスライド

させようとするもので ，上昇率は客観指数によらず実勢価格に

よる乙と ，適用資材が全詰負金額 lζ 占める割合が 2 9ぢを超える

ものである乙と ，価格上昇率が設計単価と比較して10% を超え

るもの等の細目が規定されておりますが，実際の計算では従来

の慢性インフレ分に相当する工事貨の 10労相当分は増加分から

足切りされている場合も多いようです。民間工事についての査

定にも決め手を欠いていたために必然的 lζ 乙の計算基準が参照

された場合もあったようですが， しかし全般的にスライドの計

算並びに適用は ，建主，施工者 ，設計監理者の介在の有無によ

ってそれぞれ問題の処理のされ方もまちまちであり ，その結果

についても相当の差違が生じています。請負契約の本質からい

えば，契約後の経済事情の如何にかかわらず，建物の内容およ

び納期について ， 金額の総額を定めて Contract する行為で

あるゆえ ，特殊の事情がない限り ，請負金額の増減は行われな

いのが原則であります。

問題は ， 特殊の事情とはいつかという乙と ， 経済事情の激

変 ，あるいは異常の理由の発生した時期に該当するかどうかの

判定にかかってくるわけです。

乙れに関しては ，昨年末，四会連合協定 ・工事請負契約約款

の請負代金並び lζ 工期の変更条項の規定について ，四会の共同

声明が出され ，24条第 l 項 d 号 ， e 号による「請負代金が明ら

かに不適当であると認められるとき」また工期について23条 3

項の「不可抗力その他正当な理由があるとき」に該当する事態

である乙との確認が行われました。

そ して，連合四会はとれらの条項にもとづいて発注者，請負

者 ，監理技師( 第三者監理者〉が請負代金並びに工期の変更な

どにつき互いに誠意をもって協議し，契約が円滑に犀行される

乙とを期待する旨 ，附記されております。

すなわち ，契約約款にうたわれているインフレ条項は ，契約

の附帯条項であり ， 乙れによって請負代金並びに工期の変更を
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求める とと は，双務契約者として当然請求できる権利であると

の考えがおし出されています。

ただし乙の場合において，変更内容の決定については ，24条

の 2 項に ， r請負代金の変更をするときは発注者，請負者，監

理技師の三者が協議して金額を定める 」 との規定があります。

資材高騰分はすべて認めなければならないのか ，あるいは協議

の結果全然認めなくてもよいのか ，その権利主張の限界につい

ては明文化されておらず， rただ増加部分については ，時価によ

る」 との記載があり，乙れは追加工事等の工事増に伴う措置に

ついて番かれたものであるが，スライドの結果，請負代金の変

更が認められた際 lζ 援用できるものと解釈したいと思います。

いずれにせよ，現行約款のなかで保証されているスライド条

項としては ，単なる協議事項が記載されてあるに過ぎず，いわ

ゆる事情変更の原則に基づく ，工事由を ，客観指数，たとえば

日銀の卸売物価指数とか標準建築費指数を乗じて，修正する請

負代金増額のシステムは ，乙れからが論争のま とであります。

したがって，乙乙 lζ いう協議事項における監理技師の裁定が

金額決定の鍵となってくるので ，監理技師の中立的第三者性が

乙のよ うな事態においては ，社会全般の各層から期待されてい

るゆえんでもあります。

中立的第三者監理者の必要性

事情変更の原則，あるいは工事費スライド制の契約約款への

組入れ，その他諸々の学説並びに計算方式の提案が，数多くな

されておりますが，冒頭 lζ 述べたごとく ，ひとり建設業界のみ

ならず造船，大型機械メ ーカ一等 lζ 至るあらゆる生産体系のな

かでスライド制の導入が要請され，今や国際的な世論とまで高

められておりますが，しかしいずれの場合においても ，スライ

ド付契約は ，請負業者側からみた自衛上の手段であり権利主張

である乙とに変わりはなく ，反面 ，発注者，購入者の利益保護

とは必ずしも一致せず，むしろ発注者としては ，固定価格によ

る契約と納入を本心からは望んでいるのです。

しかしそうかといって ，年率8096を超す建設貨の暴騰に際し

て全く知らぬ顔はできず，もしそのような乙とをすれば" 工事

を中断する / " との業界からの申し入れもあり，工事を円滑に

進行させるには，どのような方法が最・も効果的であり適切であ

るのかが再ひ' 関われるわけです。

確かに工事費スライドを特記条項として請負契約約款のなか

に規定する乙とを獲得する運動をするととも ，解決の一策であ

るかも知れません。

しかしスライド付でなかったために国際的に信頼を得，競争

力がついていた造船の例をみてもわかるように，明文の規定が，

自動的に需要を圧迫していく乙とも併せて考えるべきで，大局

的にみて ，業界全般の蒙る潜在的デメリットも計算に入れなく

てはなりません。

そ乙で ，改めて冒頭で提案したと同じようにあえて，監理者

の中立的 ，第三者性の確立をあげたいと思います。今回のよう

な非常事態において ，発注者と施工者の中聞に設計監理者が介

在していたケ ースにおいては ，比較的円滑にスライド問題は解

決してきたという実績もあります。

契約書に添付された見積書がまず適正価格である乙とが前提

でありますが，施工者の提出した工事費増額の見積もりについ

て，監理技師が数量，内容，実勢価格，施工済分 と未施工分，

間接貨の増額の可否等について査定を行い ，妥当であると考え
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られる金額を承認 して ，発注者 lζ 提示し詳細について説明を行

い，その上で発注者が多少の修正を加えた結果了承された場合

がほとんどの ケースであり ，承認された金額は ，契約時期 ，規

模，仕様程度に よって異なりますが，総工費の155ぢ- 355ぢの間

でスライ ド額が決められま した。

多少の修正が加えられるのは ，施工者の方は事情変更の原則

に員Ij り ，工事のあらゆる部分についての増分を要求するもので

あり ，一方発注者のなかには ，双務契約である以上，リスク折

半が適当であるとして ，スライドによる増分の弘 lζ 限って支払

うとの主張もままあり ，最終的には発注者の政治的判断による

決定がなされる乙ともあるわけです。

と乙で第三者監理による中立的裁定を必要とする理由は，今

一つ重大な事柄が忘れられていた乙とを指摘しなければなりま

せん。それは建築物の質の保証を監理者において責任を持つと

いう ζ とです。工事費スライドの要求が行われる前提として ，

当初予定していた建物( 設計図仕機書通りの建物) と同質のも

のを実現するためには最低限 ，資材，労務費の高騰分だけ増額

が必要だ/ というのがスライドの基本理念としてあるので，そ

れが機能だけで，全く仕上げや設備の程度に余裕のない最低コ

ストの建物であれば質について言及する必要もないのですが，

一般的にいって ，船とか機械に比して，仕上げ仕様については，

安全性，デザイン ，装飾等 lζ 関して ，祭択性，および余裕が残

されているのが通例であり ，中立的第三者監理の立場は，自ら

の全人格責任行為において，その建物の内容とそれらのすべて

の余裕を含めた建築の質について保証をする立場であります。

したがって ，工事費スライド問題においても ，建物の質を契

約書の通り同質 lζ 完成させるためには施主 ・発注者に対して高

騰分だけ出資の必要である乙とを説明し ，施工者 lζ 代わって要

求するととも生じてくるわけで，その行為は必ずしも施工者サ

イド lζ 立つものでもなく ，施主寄りでもありません。 もし中立

的第三者監理者が介入せず，発注者，施工者が直接契約してい

る場合，建物の質については単に ，施工者の社会的信頼にゆだ

ねるしかないので ，とくに設計施工一貫の場合においては，工

事費スライド要求を強く主張して ，施主の信頼を失うよりは，

高騰した価格分だけ建物の質を構造強度 lζ 支障のない範囲にお

いて節減する方法が採られたとしても ，請負金額の総額を変更

せず，設計と施工を一任しである以上止むを得ない措置として

容認されるでありましょう。しかし乙の場合，建築の質につい

ては問われない乙とになります。

乙乙でいう中立的第三者監理とは以上のような ，設計施工一

貫の聞にインスペクタ ーとして監理業務だけを持って割り込ん

でいく状態をいうものでないととを註釈しておきたいと思いま

す。あくまでも発注者と施工者請負業者との中聞に位置して，

乙の両者とは別個に存在する，完全なる第三者としての設計監

理者の独立的業務を指すものであります。

もし今後，欧米と同様に ，わが国においても設計監理者とし

ての中立性と第三者性とさらには建築家のプロフェッション性

が定着していくならば，工事自のスライド等 lζ 関するトラフソレ

問題については ，以上述べたような理由から法律文書でなく血

の通った人閣の裁量によって円滑に処理されるととを確信いた

します。そうあるためには設計監理者の責任を自覚し ，施主と

施工者，ひいては社会公共のなかにある ，第三者としての信頼

と容認が得られるように ， 日常の設計監理業務の実践によって

立証していかなければならないと考えるものであります。

( たなべ ひろし 阪レ ーモンドJ ! 築段計事務所常務取締役)



日 本 建 搬 試 附 よ り 図 |

ご あ い さ つ 理事長 坂 静 雄

私乙と ， とのたび関係各位のど推挙により ，前理事長中村文

夫氏に代わり . 4 月 1 日付 をもっ て 日本建築総合試験所理事長

に就任いたしました。

思えば中村さんには財団創立以来10年大変ど厄介になりまし

た。科学研究に深い理解のある財界大物 として， 創立当初およ

び第 2 次施設整備に当たり ，資金調達は中村さんのど尽力 lζ 負

うと乙ろが大であります。 乙の間私は所長 として大切な資金を

最も有効な施設に向け ，その活用に よ って試験所の経営に当た

り，まだ試験依頼者に対 して は親切迅速を モット ー として応ず

るよう所員を訓練して参りま した。中村さんのやられた事は私

には荷が重すぎます。 乙れに対 して は今後各方面のど協力をお

願いいたします。

新理事長としては勿論従来の所長 としてと は仕事の内容が異

なります。ただ補助金または寄附金をよせられました先様のど

恩を忘れず，経営は堅実，試験業務はあくまで公正で，より 一

層の信頼を得るよう ，所員一同 と共に努力し て参りたいと存じ

ます。

ニ ュ ー ス

- 昭和49年度施設整備補助事業の実施に ついて

当試験所では本年度の施設整備補助事業として 予算約 l 億 2∞0 万円

( うち日本小型自動車振興会檎助金 5，350 万円) をも って動風圧試験装

置を中心とした施設を整備する 乙と になりま した。完成 (12月末予定)

の節は精々と1利用下さるよう前も ってど案内申 し上げます。

- 昭和48年度事業概要について

昭和48年度において当試験所が受託 した試験研究等の事業概要はつぎ

のとおりです。

×  ×  ×  

1. 試験研究受託業務

ア. 工 事 用 材 料 試 験 28，429件 43，706，9∞円

イ. 耐火防火関係試験 ω 1件 34，463，750円

ウ. 大 型 構 造 物 試 験 29件 50，504，325円

建設大臣の認定をうけるため( とくに フ。レハプ関係) の新構法並びに

特殊構法1( ，関する構造試験が増加してきている。

内 訳

コンクリ 一系構造物試験 15件 26，438，625円

GENERAL BUl LDING RESEARCH CORPORA Tl ON 

本試験所: ⑤ 565 吹田市藤白台 5丁目 125 電話/ 大阪 (06)  872-0391 i-'C表

大淀介室: <i ! i > 531 大阪市大淀区長柄西通 2丁目 35 電話/ 大阪 (06) 351-7211 

ご あ い さ つ 所 長 奥 島 正 一

乙のたび私は阪大教授を退職いたし ，関係各位のど推挙によ

り前所長坂静雄先生の後任として去る 4 月 2 日より日本建築総

合試験所 iと勤務いたす 乙とになりました。

前所長坂先生は当所創設以来10年の永きにわたりその育成に

当たられ，皆様のど信頼 lと乙たえ得る今日の立派な試験所を生

みだされた名所長でありました。それにいたしましで も私ど と

き浅学非才のものが後任として勤務いたし ，果たし てその重責

を果た しう るやと自ら危倶いたすのでありますが，折角推挙 さ

れました以上は懸命に努力いたす所存でどざいます。

また当所は本年度以降，さらに施設の充実をはかり試験部門

を増設し て， 今まで以上 lζ 試験品目の範囲を広げる予定であり

まして，新理事長 ，新事務局長の下，所員一同は皆様のど負託

に乙たえるよう一層の努力をいたすべく存じております。

それにしましでも皆様のど活用なくして当所の発展は望むべ

きもありませぬので ，今後も今まで以上 lζ 当所の諸施設をど利

用下さいますようお願い申し上げるとともに ，われわれに一層

のど鞭達ど支持を賜りますよう併せてお願い申し上げまし て ど

あいさつの辞といたします。

鉄 骨 系 構 造 物 試 験 6件 21，346，7∞円

木 質 系 〆〆 5 件 1，引4，α)() 円

そのイ也 11 3件 805，αゎ円

エ. 一般建築材料試験 128件 10，406，125円

オ. 音 響，熱関係試験 162件 18，862，α)() 円

新幹線，高速道路等の音響公害が社会的に問題となったため，乙れに

伴って防音壁の試験が予期以上に多か った。なお熱貫流率および結露試

験は，乙れからの問題としても重要となるであろう。

内 訳

音響透過損失測定試験 63件 9，756，350円

残響室法吸音率 μ {也 54件 4，5ω ，5∞円

熱 貫 流 率 ρ 他 45件 4，545，150円

カ. そ の 他 26件 13，235，5∞円

計 171， 178，6∞円

2. 調査研究受託業務

計 6件 15，407，038円

内 訳

ア. 軟弱地盤における超高層住宅の開発研究

イ. 南港における地盤と建物 との関係に関する研究

ウ. 高層住棟の建物，地盤連成lζ 関する研究

エ. 原子力 ・火力 P / S 建屋の防護J ( _ 関する研究

以上は委員会または研究会を設置している。

オ. そ の { 也 2 件

4，597，038円

3，160，α)() 円

3，0∞， ( 別円

4，α)() ，∞0円

650，αわ円
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老 人 と 福 祉

日本建築協会建築クラブ例会( 朝食会) 講演要旨

( 昭和49年 3 月12 日)

神 戸 女 学 院 大 学 教 授

池 川 清

老人問題にはまだわからないと乙ろがたく さ

んある。私は和歌山県 Iζ 「老人ニュー タウン」

ω0万坪のものを計画し，ほぼマスタープラン

は完成している。老人が「老人ニ ュー タウン J

lζ 住みたがるか，地域社会 lζ 住みたがっている

か，乙れは何の証明もない。政府は金を出した

くない場合は，老人は地域社会に住みたがって

いるから，地域社会でコミニティケアをやろう

といい，金ができれば老人はある場所にセント

ラライズして世話した方がいいという。金の工

会でと、っちでもいくわけです。老人が果たして

ど乙に住みたがっているか，私自身いろいろな

園について研究しましたが，その国の財力と比

例したとたえが出る ，ζ れが私の結論です。

ただ人生50年といわれた時代から. 75年と大

幅に人生が長くなり ，さらに癌や心臓に効く薬

ができたら，平均寿命は85年ぐらいまでのびる

のではないかと，予想しています。

85まで寿命が伸びれば. 85才の曽おじいさん

夫婦， ω才のおじいさん夫婦 . 32 - 3 才の孫夫

婦，若い曽孫と 4 代がー絡に住む家を考えなけ

ればならない。今から40年先には確実にとうい

うととになります。

85才になって元気に働ける人は例外で，寝た

きり か，悦惚の人，必ず" ししばば" の世話が

ともなう。老人病院を東京で作りましたが，看

護婦，付添婦の見込みは日本ではたっていな

い。老人は一度病気になった ら，注射一本で直

るという ζ とはないわけで. 2 年も 3 年も入院

している患者は，おしっとも思うようにできな

い。とれを解決する見込みは目下のと乙ろたっ

ていない。やはり日本の家族制度のもとで，

孫，曽孫、だれかが世話をしていかなければなら

ないわけです。

そうすると今皆さんが造っている家は50まで

しか生きなかったと きの家で，人生85年という

状況に合わない。必ず風呂も，トイレも，台所も

上と下f C 作らなければならない時代がきます。

大体家族の一番もめるのは台所で. i どんな台

所でも 2 人の コッ クを入れるほど大きくない」

( No k i t chen is bi g enough for t wo wo  

- men.  ) という ζ とわざがあります。それから

印以上になれば車椅子の生活になる乙とが多い

造ってお られる ものと全く変わるはずです。

最近「新住宅J Iζ 「親子ペア住宅J という も

のを書きましたが，私たちから見れば，住宅条

件が悪いために核家族化している ，住宅公団の

造っている家が日本民族を滅ほ企していくもとだ

と，私は言うわけで，建築や設計を知らない人

聞が，一社会学者として勝手な乙とを奮いたも

のですが，やはり皆さんと私たちが手を握り ，

皆さんは皆さんの学問を地道lζ やられる，そし

てわれわれは未来社会を予恕して協力していき

たい。寿命がそうなったとろ le肉体はどうか。

その時分の家族構成はどうか，だれが雫の世話

をされるかという乙とは，一番大きい問題です。

老人病院を作ろうとか，老人病院にかわるも

の( 中間施設 Hal f - way Ho me) を作ろうとい

う計画を，再三政府からいわれてきましたが，

山奥に作っても そ乙で働く人がない，海岸は老

人には不適当，老人の希望するのは温泉です。

と乙ろが温泉は非常に高い，和歌山の「老人

ニュー タウン」は勝浦で温泉ですが，大阪から

ずい分不便です。他 lζ 新潟，岩手，兵庫の三木

の 3 か所を計画していますが，乙れには温泉が

ない，政治というのはいろいろ事情があって，

温泉のないようなと乙ろにも作 らざるを得ない

という乙となんです。

と乙ろで昨年5 月. 160 人の老人に「愛好品

調査」をしたんで、すが，おばあさんは l 番目が

着物. 2 番目が仏壇です。と ζ ろが皆さんが造

って売り出しておられる家には仏壇を置く場所

がない。空間の便利な利用という ζ とだけで=造

られるためκ ，日本民族のよさがなくなってし

まうんではないかと心配するわけで，日本住宅

公団にお願いして作った豊里のぺア住宅は，小

さい家ですが仏壇を置く所があります。

ζ の老人の愛好品調査の10番目は配偶者の写

真で，配偶者をすでに失ったおばあさんは，お

じいさんの写真を大切だと思っている，大体男

の方が早く死ぬんですから，写真を飾る場所を

仏壇の上にとってあげてほしい。ζ のように老

人の心理を考え，何が必要なのか，適切なもの

を考えてあげてほしいと思います。

今はやりの老人ニュ ータウンで私が見たの

は，フランス，イギリス，アメリカ，デンマー

ましたが，アメリカで、は土地がただだというサ

ンシティが一番大きいもので，東淀川区と西淀

川区を合わしたぐらいの大きさで，住んでいる

のは 4 万人. 6 万人まで住める 計画を していま

す。フ ェニ ックスの少 し西北で， 砂漠地帯です

が，乙乙で暮らすとリューマチ， 神経痛は痛く

ないというメリットのある土地なんです。

日本にはリ ューマチ，神経痛で悩んでいる人

は多いんですが，土地は砂漠でただ，家は50坪

ぐらいの家で 800万円， 地震がないので，地面

le家を置いた という建て方ですが，なかなかり

っぱです。乙ういう と乙 ろに日本のリ ューマ

チ，神経痛で・悩んでいる人を. 1年か半年. 3  

か月でも連れていって生活させてあげたらどう

かと考えたわけです。乙うした老人の町がアメ

リカには百数十か所ある ，乙 乙lζ 日本の老人ホ

ーム，老人の町を作ったらどうかと思います。

金のある方I r . 限られますが，日本の老人が日本

だけで老後を送る乙とを考えずに ，神経痛の方

は温泉lζ 行っても直らないものなんですから ，

神経痛の痛くない と乙 ろで暮らしてみるのもよ

かろうと思います。

ハワイには「老人預かり所」というものがあ

って，行ってみると日系の人ばかりです。悦惚

状態になった老人を若夫婦が働きに出ている間

預けにくる ，いわば老人の保育所で，朝車で預

けに来て，夕方連れにくる ，そして自分の家で

世話をしているわけで、す。どうして白人とか，

中国系とかフィリピン系の人がいないのかとい

うと ，日系以外は若人を全部老人ホ ームに放り

込んでいる。日系といっても現地で生まれアメ

リカの教科書で育った人たちですが，考えてい

るととはわれわれと同じで，悦惚の老人を自分

たちで面倒を見ている乙とは，高く評価してい

いと思います。

私は日本政府le. 早く老人預かり所を作ろう

と提唱しているわけで，老人病院に全部放り込

んでいいというものではありません。

もう一つ，最近，伊丹に老人工場を作りまし

た。乙乙では老人を少 し訓練して「かけつぎ」

をやりたいと考えていますが，乙のようにわれ

われはいろんな角度から老人の問題をみていっ

て，終局的 lζ 考えられる乙とは，老人を早く隠

居させてはいけない，できるだけ長い間緊張の

時を持つ乙とのできるようにするととが大事だ

とい う乙とです。 (速記録よ り抄釈)

ので，階段も適さない。家の構造は今皆さんが クなどで ，ヨーロ ツパでは高層 ビJ レでやってい 口コヨ亡仁了下J I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  L 口
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最 終 回

総 目 録

技術の頁 1 ｾＱＳＹ＠ Ｈ昭和 ＳＸｾ 昭和的年 Ｉ 総目次

「建築と社会」誌昭和38年 1月号かろ

昭和49年にかけて 138 回にわたり掲載

してきた 「技術の頁」は，今回をもっ

て最終回となります。

昭和49年 7月号より ， i 技術の頁」欄

は 「設備の頁J i 構造の頁J i 施工材

料の頁」に分かれ，毎号各 1 頁づっ実

務に即したシリーズを設けます。

実務に携わる技術者に，実務に役立つ，

より新しい情報が提供できれば幸いで

す。

社団法人 目本建築協会編集委員会

昭和38年 (1963)

1. 施工部門 : 物を吊り上げる機械

・・… ・篠田 駿二・・1

2. 構造部門 : 超高層建築について

- 金多 潔… 1

3. 設備部門 ・設備機械室の広さについて

・・・・ 高橋 誠義 一 2

4. 施工部門 ・「くい」について

・・…・・近藤 幸雄 … 2

5. 設備部門事務所建築における空気調和

設備の方式・… 三村 辞… 3

6. 施工部門・切梁材のない地下工法

-ー・金田 宏 .. 4  

7. 構造部門 . 大型鋼管を用いた高層建築の

柱… ……. . . … 山田 稔… 4

8. 構造部門 . マ形トラスの数例について

・・・ 大野勝三郎… 5

9. 施工部門. 放射線と遮蔽

… … 吉田 繁一 6

10 原論部門 : 壁面展示室の採光

・ … 伊 藤 克 三… 7

11. 材料部門 ・ア ルミ ニウム建材の彩色

… 園倉 栄 .. 8  

12. 原論部門 : 遮蔽係数 (Shade Factor )  

について .....一松 浦 邦 男 一 8

13. 材料部門 : 防火塗料ー・・・・南 誠佑… 9

14. 原論部門 . 大気汚染防止のためのガス排

出の制御・・・技術の頁小委員会

... 10 

15. 構造部門最近の軽量鉄骨建築

一椋 代 仁 朗ー11

16. 材料部門 : 人工軽量骨材 コンクリ ー ト

一奥 島 正 一… 12

昭和39年 (1964)

17. 構造部門 i ジョイントの近代化」のた

め le::--............. 鷲 尾 健三… 1

18. 原論部門 : 大気汚染防止のための粉塵排

出の制禦ー・・技術の頁小委員会

.  2  

19. 構造部門土質と基礎の形式一基礎の設

計の考え方一

ー小泉 昇… 3

20. 原論部門. ホテノレの騒音制御

・…・・前川 純一… 4

21. 積算部門 : 見積りの合理化 ・能率化への

諸問題一. ...... 天池嘉平治・. 5  

22. 施工部門: 全溶接工法について

. . . 山下虎太郎. 6  

23. 原論部門 : 日当りの早見図表

一一伊 藤 克 三 1

24. 原論部門 : ガスのカロリ ーアップによせ

てー・・ ーー…・・・大貫 啓嗣・ 8

25. 原論部門 : 共同住宅の採光規準

… 松 浦 邦 男 .. 9  

26. 原論部門 : 熱伝導率の現場測定

……・金 谷 英 一 ..10

27. 構造部門 ・異形鉄筋のガス圧接について

.. . . 鈴木豊明 .. 11

28. 原論部門: 穏射測定とスト ーブの性能

… 上 林 博 雄 ..12

昭和40年 (1965)

29. 施工部門 . 雨仕舞について

… 笠原 正幸… 1

30. 原論部門 . 地下鉄の温湿度測定について

- … 赤松義夫・. 2  

31. 原論部門 . 蓄熱式熱回収ヒ ー トポンプサ

イク J レについて

・・中原 信生... 3  

32. 材料施工部門: コンクリ ート のワ ーカピ

リチ ー. . . ... .福島 正人… 4

33. 設備部門 : 空気一水 ヒート ポンプの一実

例…・・……… ・・中山 春樹… 5

34. 原論部門 : 熱環境とオリエンテ ーション

… 金 谷 英一… 6

35. 構造部門: 鉄骨のジョイン卜の形式

. . . 山田 稔… 7

36. 施工部門 : 最近の施工用機械の紹介

… 依田 潔. . 8  

37. 材料部門 : 最近の左官材料 ・モルタ J レ混

和材について

…- 山 田 幸 一… 9

38. 環境部門; 環境音楽 (Pl anned Musi c)  

ぃ…・一秋田 正克… 10

39. 材料部門 : ポリサ J レファイド( チオコ ー

J レ) コーキング

日本建築協会建材委員会

( 橋本良介 ・青山 幹) .. .11 

40. 設備部門 : 空調用冷凍機の温度調節装置

について

・荏原製作所大阪支社技術課… 12

昭和41年 (1966)

41. 材料部門: コンクリート の亀裂と硬化乾

燥収縮・・・ ・・…・下鳥 正孝一 1

42. 材料館門: i耐摩耗のモルタ J レ床について

… 樋 口 倶ー… 2

43. 設備部門 : ヒソレ建築のモジュ ーJ レ化と蛍

光灯照明器具

・・・・富本 恭弘 .. 3  

44. 材料部門 : BORED L OCK ( ボアド ・ロ

ック) の構造

ー・・鈴木 直… 4

45. 設備部門 : ガス器具の排気について

後 藤 宏 造 .. 5  

46 構造部門・高力ボノレト

…・… 脇山 広 三 … 6

47. 環境工学部門 : 吸熱ガラスの透過光の演

色 性 … … … 中 根 芳 一… 7

48. 目録 : 技術の頁一覧表…・…・. . . . .. .... .. B  

49. 材料部門: プ ラスチックを主とした床材

… 日本建築協会建材委員会

( 担当; 米田正義) 9  

建築と社会/ 1974年 6月号 61 



50. 環境工学 ・高温工場の熱環境調整

・・ …. . ..・ H ・- 石 原 正 雄 "10

51. 環境工学: ガラスフ. ロック窓の昼光率の

計算

… … 松浦 邦 男 ・古 江 嘉 弘 .. 11

52. 材料部門: 耐候性鋼と建築

- Y A W' T E Nについてー

.. ..小 川 通 一 … 12

昭和42年 (1967)

53. 材料部門: 国立劇場外壁 コンクリート lζ

用いたケミカルステイニング

… 久保田浩典… 1

54. 構造部門被覆消耗ノズル併用 エレクト

ロ ・スラグ溶接法 ( S E  S 法〕

・・村井一夫 ・中村 成宏・・ 2

55. 材料部門 : 合成 ゴム 防水について

.. . 一建材委員会 (担当 : 伊藤幸一) ・ . 4  

56. 構造部門: テン ト建築 ・・・磯野 義人… 5

57. 設備部門 : 生物化学処理による大型汚水

処理装置について… ・……・鍋 谷 信 一… 6

58. 施工部門 : ある官庁における標準工期の

きめ方一兵庫県営繕課の場合一

…・・久留主親男… 7

59. 設備部門 : 規格ダクト …. . 塩見 浄… 8

ω. 構造部門 ・鋼構造の問題点

… 鷲 尾 健 三… 9

61. 原爆ド ーム保存工事に使用されたエポ キ

シ注入接着工法… ・… … … 金 子 敏 雄… 10

62. 構造部門 : アルミニウム合金と立体構造

・ー- 松下宮士雄・ 11

63. 設備部門 : 建築照明技術の最近の傾向

・…… 堀 大成… 12

昭和43年 (1968)

64. 材料部門: 砕石コンクリ ート について

・ー…広橋 康 充 . 1  

65. 材料部門 . 建材の燃焼による煙と有害ガ

ス … . • • • • • • • • • • . 日本建築協会建材委員会

( 担当 : 堀 内 三 郎 ・中 郁 嘉幸) 2  

66. 施工部門立体トラスのリフトアップ工

法…・………. . ，・ H ・. ... …一樋 口 元 一 一3

67. 材料部門: 防露対策について

- 日本建築協会建材委員会

( 担当. 元木貞次) … 4

68. 構造施工部門 : 経済的なプレストレスト

コンクリ ート 建築… ・… … 松井 克 俊一 5

69. 材料部門 : 新しいシ ーリ ングについて

・・…・西村 清一. . 6  

70. 設備部門 : パッセンジャ ーコ ンベヤ( ム

ーベータ) についてー…・ ・・長竹 孝夫 .. 7  

71. 設備部門 : 地域冷房の技術的諸問題

・…...・ H ・-一尾島 俊 雄… 8

72. 施工部門 : 米国における コンクリ ート ス

ラブ直均しの実際… ・・… ・中尾 明長一 9

73. 材料認門 : AL Cについては)

一日本建築協会建材委員会

( 担当・中郁嘉幸) ・ ..10

74. 材料部門 : A L Cについて(2)

・・ 日本建築協会建材委員会

( 担当: 中部嘉幸) … 11

75. 材料部門 : AL Cについて(3)

・・・・・日本建築協会建材委員会

( 担当- 中郁嘉幸) … 12
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76. 施工部門: 大型プレハプ工法と‘ ンルパー

クーJ レ構法について・・ …諌 早 信 夫... 1  

77. 構造部門 . 超高層建築のゆれ方

... 井上 豊 . 2  

78. 目録 : 技術の頁一覧表- 一 ・・ ・・ ...... 3  

79. 構造部門 ・吊屋根構造の耐風問題

- … ・… .. )11村 純夫 ・木 本 英 爾 ー 4

80. 設備部門: 水質と配管の腐食性について

・…・・・ 田…・・・…・・・ 門井 守夫. . 5  

81. 設備部門 : 1采尿浄化槽の機構と技術基準

… … … … … … … … v … 田… 一種 田 高 己… 6

82. 設備部門: 冷房の人体に及ぼす影響

( その 1) ……. . . ・ H ・..… … 小林陽太郎… 7

83. 設備部門 ・冷房の人体K 及ぼす影響

( その 2) … … … … … ……小林陽太郎. . . 8  

84. 設備部門. 避難階段の排煙について

… ・… … … … … … … 恩 田 一 則 ... 8  

85. 構造部門 ・梁貫通とその補強

…高 木 正 敏… 9

86. 設備部門・消防法令と火災感知器

.. ..・ H ・. . . ………田中 隆夫・・・10

87. 施工部門: E Y P O' 70 お祭り広場大屋

根工事について・・・・・ - 新開 信之. . .11 

88. 材料部門 ・左官用セメント・ - 日本建築

協会建材委員会( 担当 : 山 田 幸 一 ) .. .12  

昭和45年 (1970)

89. 構造部門: 厚肉形鋼の溶接の問題点

- … 滝 沢 章 三 .. 1  

90. 構造部門 : 鋼構造の耐火被置の問題点

…・小宮 賢 一 . . 2  

91 . 技術部門 : お祭り広場における技術開発

奥 保 多 聞 ・小 北 博 一 ・中 東 逮 男 一 3

92. 技術部門 : 建築技術者のためのコンピ ュ

ーター技術用語解説- … …・笹田 剛史... 4  

93. 材料部門 ・建築用ガスケット

・… 越本昌弘. . 5  

94. 設備部門: 高層 ビJ レに おける エレベータ

群管理運転方式と基本計画

.. 木村武雄. . . 6  

95. 施工部門: 機械掘削工法による場所打ち

コンクリートぐ い( ピア) ・・片口 幸彦… 7

96. 技術部門: 土質用語の解説

・・ 中 堀 和 英… 8

97. 施工部門・超高層施工における楊重計画

のシステム化 ・… 丹 羽 稔 ・吉 永 深 ・・ 9

98. 材料部門: 特殊ガラス… ー・… ・日本建築

協会建材委員会( 担当: 種村 恒夫) ・・・10

99. 構造部門 : 窓拭きゴンドラの構造と安全

管理・ … … ・・…- ・…・・…高橋 功・・ 11

1∞. 施工部門. モルタノレポンプと吹き付け施

工… … … ・ ・越本 昌弘 ・片口 幸彦… 12

昭和何年 (1971)

101. 構造部門: 乙れからのテント構造

... 磯 野 義 人… 1

102.設備部門. 省力化ピル・・ ・・ 中山 勝塗ー . 2  

103. 材料部門. 緩合天井システム

… 吉 川 孝 粥 … 3

104. 設備部門 . 自動潜水装置い塚本正司… 4

105. 材料部門 . プラスチックサッシュについ

て…. . . . ・H ・...・ H ・日本建築協会建材委員会

( 担当 : 武 藤 倫 男 ) … 5

106. 設備部門. ルームエアコンの騒音

・…ー…・・牛田 善和 ・石川 英敏... 6  

107. 材料部門 : 新しい可動間仕切

長 瀬 正 信... 7  

問8. 設備部門地域冷暖房の施工上の問題

…・・内山 昇… 8

109. 技術部門 : N値の利用 …. . 中堀 和 英 … 9

110. 施工部門: 拡底 ピア工法の機械化施工

... 佐伯 晃 ..10

11 1. 材料部 門 集 成 材 に つ い て

- 日本建築協会建材委員会

( 担当: 牧田顕治) … 11

112. 原論部門: 建築音響用語の解説

..... 桜 井 美 政 .. 12

昭和47年 (1972)

113. 構造部門 : 特殊高カボルトの種類と特長

....... 脇 山 広 三 .. 1  

114 設備部門: 電子計算機が駆使するダフツレ

デッキエレベータシステム

…吉 田 三 雄… 2

115. 材料部門 : 超早強セメント コンクリート

- … 鈴 木 計 夫… 3

116.施工部門 : エフロ レッセンス( 白地ぬた

れ) の防止. . ... .. … ....・ H ・玉 越 敏 男 … 4

117. 設備部門: 汚水処理の問題

... 飛 田 治 男 一 5

118. 設備部門 : 給水管 ・給湯管の配管材料の

トラフツレ…… … H ・a ・. .. ... …・石田 繁夫… 6

119. 施工部門 : タイパックアンカ ー工法

...横田 弘 臣 ・林 敬 次 郎... 7・8

120. 施工部門 . コ ンクリ ート ポンプの打設計

函・… … … … … … ...... . 三 浦 康 夫… 9

121 設備部門: 超高層建築物の防災設備

伊 原 敬 二 ・田 中 隆 夫 .. 10

122 構造部門: 建築構造lζ 用いるための溶接

金網について. . . … .. .. . . . . ・竹本俊雄… 11

123. 施工部門: 地下工事における水替排水計

薗......... ... ................... ..石 井 正 徳 ..12

昭和48年 (1973)

124. 設備部門 : 大空間建築の温度 ・気流分布

. . . . . . . 宮川保之. . 1  

125. 施工部門 . 建築工事の足場

… … ー佐伯 晃… 3

126.計画部門 ・超高層建築の容積制について

… ・… … ・…… ……・ … … … 門 永 義 則… 5

127.構造部門 : 構造設計とデータ

…小 池 利 男 ・ 6

128. 材料部門 ・繊維壁材について

……・山田 幸一… 7

129. 計画部門 : 日照環境評価のための日照指

数算定図表・・……・・…・・・… 関原 猛夫… 8

130.施工部門 : 鉄筋のジョイント工法

・・ 一前田 紀元... 9  

131. 設備部門 . スクリ ュ一式冷凍機の ヒート

ポンプへの評価…. . . . . . ..... 金子 稔 .. .10

132 積算部門 . 建築積算の〔く体工事〕の基

準について・ ・・ ・- … - 青山 正義… 11

133 施工部門 : プレハブ住宅の構造と施工

- 西 野 孝 .. 12

昭和49年 (1974)

134 設備部門: 水の利用実態とその合理化11:

ついて・・ ー……・ ・……・・宮井 宏… 1

135 設備部門 ・排水熱の再利用

… 中 原 信 生 … 2

136. 飽工部門 : 建築工事の機械化省力化工法

・…・佐々木義正… 3

137. 施工部門 : 無公害解体工法

- … 土 谷 昭 夫 … 4

138. 構造部門 : H形断面はりの横座屈につい

て… ・…. ...・ H ・.. .... . 一… 中村 武… 5

139. 総目録 ・技術の頁 1- 139 総目次… …… B



日本建築協会

月間の動き

昭和49年 4 月分

理 事
b .  

コZ

24日 正午 ｾＲ 時於大阪ガスピ ｊ レ食堂

出 席 者 塚 本，福田正副会長ほか12理事

薮本，山下和歌山正副支部長

正午より新旧役員会食後理事会を関催，旧役

員の出席者浦辺監事

議事(1)理事会務分掌並びに主幹選任の件

(2)定例理事会開催日決定の件

(3)昭和49年度委員会委員委嘱の件

(4) 前年度よりの引継事項承認の件

(5)寄附金受領の件

(6)大阪建築防災センタ 一理事推せんの件

(7)朝日新聞社主催 「朝日住まいの ロー タリ

- J 協力の件

(8)建築工事実務講習会の受講者勧誘依頼の

件

(9)入退会者承認の件

UO)報告事項

建 築 デー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

2 日 Ｕ 時半 ｾ Ｘ 時於会館 Ｓ 階会議室

出 席 者 酒 井，岡田両幹事ほか 2 名

議事(1)総合目次 ・索引の編集について

(2) そのほか

委 員 会

17日 Ｖ 時 ｾＸ 時於会館集会室

出席者岡田幹事ほか11名

議事(1)正副委員長，幹事の選出について

(2)委員会の運営，編集組織，発行計画につ

いて

(3)そのほか

編 集 委 員 会

施工材料分科会

3 日 Ｖ 時 ｾ Ｗ 時半於会館集会室

出席者青木幹事ほか l 名

議事(1)施工材料の頁企画

(2)特集テ ーマの選定

(3)そのほか

作品作風小委員会

4 日 Ｔ 時 ｾ Ｖ 時於会館集会室

出席者横山副委員長ほか5 名

議事(1捷例日の件

(2)副委員長代理選出の件

(3) 7 月号以降の作品の件

(4) そのほか

委 員 会

8 日 Ｔ 時 ｾＶ 時於会館集会室

出席者松村委員長，隅田 ，増淵各副委員

長ほか 3 幹事

議事(1)5月 号 =北摂ニュ ータウン計画特集経過

報告

(2) 6 月号= 建築生産 と流通機構の変容特集

報告

(3) 7 月 号 = ピルの省エネ J レギー化特集報告

(4) 広告企画小委員会の報告

(5)作品作風小委員会の報告

(6股稿欄ノj、委員会の報告

(7) 施工材料分科会の報告

(8) 設備分科会の報告

(9) 構造分科会の報告

叩そのほか

広告企画小委員会

10日 Ｔ 時 ｾ Ｖ 時於会館集会室

出席者間回副委員長ほか 6 名

議事(1)普通広告のレベルアップ

(2) 特別広告の独自企画

投稿欄小委員会

22日 Ｔ 時 ｾ Ｖ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者増淵副委員長ほか 3 名

議事(1)コラ ム櫛の決定

(2股稿誘導の報告

8月号編集幹事会

22日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時於会館集 会 室

出 席 者 辻 幹 事 ほ か 3 名

議事(1)8月号「高層 プレハブ住宅の構造設計」

特集の企画 ( テーマと 執筆者の選定)

(2)2 月号特集テ ーマ の選定

施工材料分科会

26日 Ｓ 時 ｾ Ｔ 時於会館集会室

出席者青木幹事ほか 3 名

議事(1) i施工材料の頁」の報告

(2)10月号特集テ ー7 の選定とその企画

住 宅 委 員 会

委 員 会

23日 Ｕ 時半 ｾＷ 時半於会館集会室

出席者小西委員長ほか10名

議事(1)正副委員長互選の件

(2)くずは展並びに住宅展の件

(3)定例開催日時の件

(4)小委員会委員互選の件

事 業 委 員 会

広報小委員会

10日 l  時 ｾ Ｒ 時半於会館集会室

出席者打浪委員ほか 6 名

議事(1)副委員長，幹事の選出について

Ｈ ＲＩ Ｖ 月 ｾ Ｗ 月展示写真Ｈ街を緑にＩの企画

について

ＨＳＩ Ｘ 月 ｾ Ｙ 月展 示 写 真企 画 について

(4) 10月以降の展示写真企画について

(5) 実務に直結 した建築工事別説明会企画に

ついて

(6)そのほか

見学会小委員会

15日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＲＰ 分 於会 館集 会室

出 席 者 堤 副委員長ほか 7 名

議事(1)副委員長，幹事の選出について

(2) 3 月 Ic実施した見学会の報告

(3) 7 月以降の見学会企画について

(4) そのほか

若い会員の集い小委員会

16日 Ｖ 時 ｾ Ｙ 時於会館集会室

出席者西村副委員長，中村，広瀬，森下

各幹事ほか16名

議事(1)副委員長，幹事の選出につ いて

(2) i 建築家に話を聞く会」の実施報告

(3) i 解体修理中の古建築見学会」の実施報

とと

ロ

(4) 7 月以降の事業企画について

(5) そのほか

委 員 会

18日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時 ＲＰ 分於会館集会室

出席者窪田委員長，大橋，柳，西村各副

委員長ほか 2 名

議事(1 ) 正副委員長，幹事の選出について

(2) 各小委員会の事業報告並びに昭和49年度

の事業企画について

(3) そのほか

教 育 委 員 会

委 員 会

17日 正午 ｾ Ｒ 時於会館集 会 室

出席者谷口委員長，斉藤，力武，佐々木

各副委員長ほか 5 名

議事(1)正副委員長，幹事の選出 につ いて

(2)小委員会の構成と事業内容について

(3) 本年度の事業企函について

(4)基金( 寄附金) 利息による事業企画につ

いて

(5) そのほか

法 規 委 員 会

委 員 会

22日 Ｓ 時 ｾ Ｕ 時半於会館集会室

出 席 者 市川宏ほか16必

議事(1)委員長 ・副委員長互選

(2) 前年度よりの継続事項

(3) 法令 コーナー の件

(4) 定例日の件

(5) その他

建 材 委 員 会

委 員 会

26日 Ｖ 時半 ｾ Ｗ 時半於会館集会室

出席者山田委員長ほか10名

議事( 1)正副委員長互選の件
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(2)検討事項 IC関する件

(3) 定例開催 日時決定の件

防火対象物の用途に変更された後の当該特定防

火対象物については ，第17条の消防用設備等の

技術上の基準IC従って消防用設備等を設置し ，

維持しなければならないもの とする ζ と。 (第

17条の 3第 2項関係)

2  消防用設備等の検査

第17条第 l 項の防火対象物のうち特定のもの

の所有者等は ， 消防用設備等を設置したとき

は，その旨を消防長又は消防署長に届け出て，

検査を受けなければならないもの とする乙と。

(第17条の 3 の2 関係)

3  消防用設備等についての点検及び報告

第17条第 1: 項の防火対象物の所有者等は ，当

該防火対象物におけ る消 防用設備等について ，

定期1 [ . 特定の防火対象物にあっては消防設備

士又は 自治大臣が認める資格を有する者に点検

させ，その他のものにあっては自ら点検し，そ

の結果を消防長又は消防署長K報告しなければ

ならないものとするとと。( 第17条の 3 の 3 関

係)

4  t消防設備士の業務及び講習

1  消防用設備等の整備については ，消防設

備士でなければ行つてはならないもの とする乙

と。( 第17条の 5 関係)

2  消防設備士は，都道府県知事が行う消防

用設備等の工事又は整備に関する議習を受けな

ければならないものとする乙と。( 第17条の 8

の 2 関係)

第 4 そ の 他

1  第 2 の 4 の検査又は第 3 の4 の2 の講習を

受けようとする者は ，一定の手数料を納めなけ

ればならないものとする ζ と。( 第16条の 4 及

び第10条の 9 関係)

2  罰金額の引き上げその他罰則についての整

備を図るとと。( 第 9 主主関係)

3  その他所要の規定の整備を図る ζ と。

第 5 施行期 日等

1  施行期日

乙の法律は，公布の日から施行するものとす

る乙と。ただし，第 1. 第 3 の4 及び第 4 の l

( 消防設備士の講習に関する手数料lζ 係る部分

に限る。) は昭和49年 7 月 l 日から，第 3 の2

及び 3 は昭和50年 4 月 1 日から ，第 3 の 1 の特

定防火対象物のうち，百貨庖，地下街及び複合

用途防火対象物IC係る部分は昭和52年 4 月 1 日

から ，その他の特定防火対象物に係る部分は昭

和54年4 月 1 日から施行するものとするとと。

2  経過措置

第 3 の l の改正に伴い ，国及び地方公共団体

は，特定防火対象物の所有者等が行う消防用設

備等の設置について，必要な資金のあっせん，

技術的な助言その他の措置を講ずるよう努める

ものとする経過措置その他所要の経過措置を定

めるものとする乙と。

消防法の一部を改正する法律案要綱

第 1 防火管理に関する事項

消防長又は消防署長は，防火管理者の行うべ

き防火管理上必要な業務が法令の規定又は消防

計画に従って行われていないと認める場合に

は，訪火対象物の管理について権限を有する者

IC対し ，当該業務が法令の規定又は消防計画に

従って行われる よう必要な措置を講ずべ き乙と

を命ずる乙とができるものとする乙と( 第 8 条

関係)

第 2 危険物の規制に関する事項

1  危険物施設の許可行政庁

l  二以上の市町村の区域にわたって設置さ

れる移送取扱所の許可のうち二以上の都道府県

にわたる ものに ついての許可は自治大臣の権限

に属するものとし ，その他のものについての許

可は都道府県知事の権限に属するものとする乙

と 。 ( 第11条第 l 項関係)

2  移送取扱所の許可に関して，関係地方公

共団体の長は，窓見を申し出る乙とができるも

のとすること。( 第11条第 3 項及び第 4 項関係)

2  緊急時の措置

l  市町村長等は災害防止等のため緊急の必

要があると認めるときは，危険物施設の使用を

停止すべき乙とを命じ ，又は制限する乙と がで

きるものとする乙と。( 第12条の 3 関係)

2  危険物施設において危険物の流出その他

の事故が発生して危険な状態となったとき所有

者等に応急の措置を講ずる乙とを義務付けると

ともに ，消防署等への通報を義務付けるものと

すること。( 第16条の 3 関係)

3  市町村長の要請等

l  関係市町村長は，都道府県知事又は自治

大臣の許可に係る移送取扱所について災害の発

生の危険を認めたときは，都道府県知事又は自

治大臣に対し，必要な借置を講ず. ベき乙とを要

請できるものとする乙と。( 第12条の 4 関係)

2  一定規模以上の移送取扱所の所有者等

は，危険物の流出その他の事故に備え，応急措

置に関 して関係市町村長と協議しておくものと

する乙と。( 第12条の 5 周係)

4  保安定期検査

一定規模以上の移送取扱所の所有者等は ，定

期的に市町村長等の行う保安検査を受けなけれ

ばならないものとする乙と。( 第14条の 3 関係)

第 3 消防用設備等に関する事項

1  特定防火対象物についての特例

l  百貨庖 ，地下街，複合用途防火対象物，

旅館，病院その他特定の防火対象物( 以下「特

定防火対象物」という。) については，既存の

ものであっても ，第17条の消防用設備等の技術

上の基準iζ 従って消防用設備等を設置し ，維持

しなければならないもの とする乙と。( 第17条

の2 第 2項関係)

2  第17条第 l 項の防火対象物の用途が特定

帝人大阪本社ビル新築工事の見学会

13日 2 時- 4 時半

参加者 41名

設計 ・施 工 鹿島建設株式会社

23日 2 時- 5 時於日本建築学会

出席者山根委員ほか

議事(1)設備技術者資格問題について

(2)設計業務法及び設監業務法( 職能法) の

問題K ついて

(3) そのほか

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

L:>.  

コz

建 築 業 務 基 準 委 員 会

品 同

十見

8時- 9時半

於大阪グ ランドホテル

出席者 84名

当日は富士海外旅行株式会社代表取締役専務

松添壮氏より海外旅行の裏話など面白いお話

を伺った。

4月 の 入 会 者 ( 敬称略)
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和 ビル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 l吉 大阪市北区絹笠町50( 堂ピル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市主主合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前回 ＷＱｩＭ 陪ｾ帯
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

円苧元式ベンチレーター|
( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 張 所

名古屋出張所

札 幌 出 張 所

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

ー) 事 ヲ q イト

東京都中央区銀座 8 - 4 - 11 電話 03 (571 )  2703 - 4・2370・4064・0264

大阪市都島区都島中通り 2-3ーl 電話 06(921) 2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  lll:話 052(811) 3 6  6  0 ・3 1 0 4  

札幌市中央区北三条来四丁目 電話 011(231) 7  5  1  1  

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁 目5番22号

電 話 (981) 06 1  5- 06 1  8  
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電気・空調・給排水衛生設備

設 計 施 工

調 衛 生 設 備 の 頁

調空

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

発

-‘ 

-

-・

株式会社

本 社 ・ 本 庖 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話 0 6 - 3 6 3 - 1371

支 庖東京都千代図区神田小川町 2丁目 l 番 地 電 話 03- 292- 7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番地 電話 052- 581- 8571

広 偽 市 紙 屋 町 l 丁目 2 番 22号 電 話 0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電話 0 9 2ー76- 3795

所 B 山 ・ 福 井 ・ 京 都 ・神 戸 ・松 江 ・ 沖 縄

大阪市西区江戸堀 1 - 60 包 括 (441 )8231代 表

東京・名古屋 ・大 阪 稲 岡 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ー広島

札税 ・新潟 ー阿山 ー高松 ・熊本

盛岡・秋田・機浜 ・富山・ rl 回・福井・京都 ・

神戸 ・鹿児l斗 都新

本 社

支 J吉

営機所

出張所

*  

出

一一; 令・暖房、衛生、機器配管、設計施工一一

所

大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

電 話 大 阪 (372) 2  B  5  1  ( 代表)

東京都中央区八丁楓 4 丁目 11番 7 号

( 神谷ピル )

包 括 東 京 (551 ) B  0  4  1  ( 代表)

鳥 取 ・群 馬 ・ 宇 都 宮 ・君 津

仏 恨 福 岡 松 山 高 松

本 社

干 5 3  1  

東京支庖

〒 1 0  4  

口 研 究 所

て 阪 市 北 区 間 塩 町 一 電 話 大 阪372局7l 51( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 国 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

所
ロ

u

p

J

 

出

新日本空調株式会社

.atii:!!!!i 

墨画区

司a

大阪支庖大阪市北区ＮＺＺｾ !斗 浜 泊 1 - 2  5  ( 新大ビル )

"lLJo (06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社・東京支府 東京都中央区日本備本石町4- 2(三井第二別館 )

1lL話 (  03)  279- 5  6  7  1  (大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・札 峡 ・来 湯 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

- 給排水衛生 ・冷暖房

. 空気調和設備

. その他管工事一切の設計・施工

⑮ (1日斎藤久孝事務所)

斎 え 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 J左

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 常 安 田J I I 電 話 06- 443- 5041附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大手 町 会6- 2( 日 本 ビ ル ヂ ン グ)

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1  附

礼申昆 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 高 松 ・ 岡 山

福 井 . tt 数 ・ 広 島 ・ 苫 小 牧

営 業 所

出 ｾｕ 所

衛 生 設 備/ 設 計 施 工

業工貝

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 |ー14 T  E  L  0 6- 4 4  I  - 5  I  7  1  

支 l苫 東 京 ・ 大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・ 横 浜 ・静岡・高松 ・広 島

出 張 所 金 沢

丸ピル 6 7 6号ー

電話 212附 3751

大同ピル 616号

1t綴 443附 3361

lU 首 681附 1781

岡 ・ 千 葉

熊 本

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1大阪支唐

京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48

支 底 札 幌 名 古 屋 ・ 編

営 難 所 宇 都 宮 ・ 徽 浜

冷 凍 冷 蔵

⑧ 錆 研 ; 告m繍 罫 畳 程

- 空 気 関 和紋 備 ・給 排 水 衛 生 股 備 ・塗 装 股 備

・蒸 気 噴 射 式 冷 謙 機 ・ 公 害 防 止 関 連 機 器/ 設 計 ・製作・施工

、r 而土

..e::: 

ヌ1大

空気鍋和設備ー

設計施工

衛 生 設 備

⑩ e  

( 旧社名 建 材 社 )

本社 ・東京支府= 車京師新宿E西新宿刷新宿住友ピル12'13F) ⑨ (344)1851大代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 2 - 22 ⑨ (203)3721 代

名 古 屋 支 腐 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2  - 13 ⑥ (211)1535 代

出張所］札脱・仙台 ・ ｾ回・金沢神戸 ・ 高松

広 島 ・松 山・福 岡・沖 縄・パ ンコ， 7

三建設備工業株ま奮祉

大 阪 市 北 区 紅 村 正 町 6 5 番 地 1[( 話 (352) 11 3  1  ( 代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 場 般 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代 )

名古屋 ・仙台・札幌・広島 ・福岡 ・金沢 ・新 潟 ・横 浜

。
大阪電気暖房株式会社• 

業エフk
、重三

J 同

株式

会 社⑧ 

設計施工

生

気

水 . 1持

房 ・換

非

什

A
n

t

J

 

給

暖

株 式

会 社

平庸口

大 阪 城

城取 締 役 社 長

空 気 調 和

多買

創 業 媛冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大正二年病院諸設備・給排水衛生・水族館設備施工

顎 斎 藤 省 三 商 唐

本 唐 東京都千代田区丸の内 2 の 4 の 1

地 盤 凍 結

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 )1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

社

空 気 調 和

本

冷 暖 房 Y  

給俳水、衛生本道 ｾ＠

気 1 =、
厨 房 マ戸ーーー可「

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 師

支 庖 民 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2  liI'地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 日 比 谷 ・ 三慣 ピル

支 底 名 古 層 、 福岡、札械、広島、仙台、北陸

出 張 所俄浜、金沢、 併問 、高必

Z民 境 衛 生 施 設

荷 役 運 搬 機械

化 学 鉱 山 機 械

大 阪 支 庖

社

社



一 般 空 開 設 備 ・ 恒 温 慢 iX 股 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改善 設 備そ の 他 上 記 に 附

， 園 、 ー 帯 す る 衛 生 、 電 気 等 一切 の 工 事 の 設計 ・施工

ｉｾ イヲ写本 ｕ フヲシト繍ヨ Ｘｕ
司ヨF 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀区中 ;'It本通 1 丁目 2 番 地 ホーコクピル

干 531 従 縮 大 阪 ( 06) 372- 5171( 代 表 )

支 I苫 東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

〒 103 ' I l t 結束京 ( 03 )242- 5521(代 表 )

営業所 福 岡 ・ 名 古 屋 ー 広 島 ー札 幌 ・f 1JJ 台

暖 ・冷房・空気温湿度調整装置

回高

設 計

6!!: 

施 工

妻子1
ふ三4

ｾ＠

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 岡 町 55番 地 ( 北 阪 急 ピ ル 9 階)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  (代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

温湿度調重装置、暖房

冷房、水道、綴送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0  電 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代}

本 社 東 京 高I1千 代 田 区 丸 ノ内 3 - 3 - 1(新 東 京 ピ ル )

1It ft ;舌 ( 211) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  (i"¥:) 

仙 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

1It D;舌 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 支I苫 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

包 括 ( 971 ) 3  6  2  1  

c: : : : m哩型里コ 空 気 調 和 設 備

型計施工

換気・除塵設備闘

東洋空襲工舗軍縮式会極大阪安倍

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目 T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

2住宅士 東京都中央区京橋 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

ｾ唐名 古屋・福岡

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

経 扮 日 本 管 工 業 株 式 会 社

一 代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

本社及京都支底 京都市南区西九条盟国I I ! T 2  0 番 地 内 1

電 話 ( 681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691 ) 1045 

大 阪 支 唐 大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満橋北詰)

電 話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

回 目 前 支 庖 四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431 - 3  

大 津 営 蝶 所 大 海 市 打 出 浜 13 - 15 電 話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

津 営 機 所 i輩 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 ⑧ 3 6  1  0  

2舎町震屍聖!l eJ

・圃・

<1，，;，. 

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ 叫 ｆ 司 ｾｉｾｕ 唱ｾ .. 

ーa: t ・.......

③同棋連橋部

空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

お 22 西原衛生工業所大阪底

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 信 大 阪 ( 458) 3531.

出 張 所 = 京 都 ・ 福 岡

@平山互業株式会社

T  E  L  ( 441) (仰 1994 ，( 443 ) 附 3 31 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 通 2 の 2

空気調和 . tAi 昆恒湿・冷凍・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@ 不ニ熱鉱業給ま舎粧

本 庖 大 阪 市 南 区 TIn ｾ表面 ｔ 2  - 5 0  m;;;s 261- 2436附

東京支庖 東京都大田区西馬込 1 - 2 - 1 電 話 773- 1231間

営 業 所 銀 座 ・ 浜 絵 ・ 京 都 神 戸 ・ 福 岡

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 l K 京 町 峨 1 丁目 6 2 電話 ( 443) 8161(大代必)

支 庖 名 古 属 市 中 村 区 水 主 町 1 の 1 2  ＱｬｴｾＱｩ ＨＵ ＴＱ Ｉ ＰＹＶＶ ＨＵＵ Ｑ Ｉ ＱＶＵＵ＠
出張所東京都港区北青山 3 丁目 6 - 1 8  

⑪ 

共同ビルデイング背山 3 階 llt 昔話 (409) 8  9  0  5  

神戸市生田区北良狭通 7 丁目 1の l 世話 (341) 1778 ・4386

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

各種プラント設備

各種送風機・風力輸送装置

設計製作

空調機器類・公害防止装置

株式盆社，，: ' 9. シ

代 表 取 締 役 仙 田 四 郎

旧社名 関西媛房工業株式会社

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 末 6 丁 目3 T E L  ( 672) 1281 ( 大 代 )

営 業 所 東 京 ・ 名 古屋 ・京 都 ・広 島 ・福 岡 工 場 和 泉 ・名 古 屋

テ レ ッ ク ス 本 社 Nn 562 - 7688 和 泉 工 場 Nn 538- 5898 
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

語司書邑 ｾ＠ .LJI・ ー...b.

竜 丸 体 武

代表取締役 山 本 1奪 三

大阪市北区 中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 回 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 葛 野 町 2 1 番 地

T E L  代 表 (31 1) 1  1  8  5  

社
A

S

A

 

陽朝

6詮

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

電 気 設 備 の 頁

社

A

G

一

A
式株業工栗 原

社

本社営集所

本

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 (313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東京・名古屋・舞鶴・大阪南・神戸・広島・九州

信原栗取締役社長

京都営喋所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区間関備五丁目二八番地 tll 話大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 間 1 丁 目 4 番 地 5 号

支 社 札 賊 仙 台 ・::I L I 内 ・名 古 屋 ・稲 岡

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 徽 1兵 ・ 静 岡 ・ 1; ， 山

支

電 気 工 事 設 計 施 工

圏i
，、.

代 表 取 締 役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビ l レ7 階)

電 話 (361) 3  6  7  1  ( 代)

東京高I1 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一
一
一

株 式 会 社

底

本

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事
電 気 ・磯 冷 房 ・ 空 間 工 事 言 問 十 施 工

ro 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

世 話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0388) 2193 

大阪市城東区野江東之町 3丁目 11 電話大阪 (931)7004

奈良県御所市御国通 3 6 0 電話御所 2

枚方市山之上西町 1の 1 電話枚方 (43)8659 .  (44 )9232 

A

G

一

A

本 電中

本

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 繍 笠 町 五 O ( 堂ビル三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新橋二一一六( ニュ ー新橋ピル七階)

電 話 (504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・堺・ 千 葉 ・ 宇 都 宮 ・熊

社

社

I苫

本

支

資 材 倉 庫

奈良営集所

牧方営集所

底支

本神営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 星 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西 五反田 6丁目 25番 11号( 循島ピル )

電 話 東 京 (491)1746 (492)0182 ・03ω

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 信 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

群 馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取 締 役 社 長 平 木 究

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・静 岡 ・水 島 ・福 岡

社

官 電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

社本

l苫支

干上本

営 業 所
支 宿

営業所 出号畳戸斤

電 気 工 事 設 計 施 工

争 富 士 電 業 株 式 会 社

社

A

Q

一

A

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式藤太 陽 工エ

実

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

中回
取締役社長

社本

as 

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  ( 代)

四林取締役社長

社本

電力工事本部

営業所

A

Q

宮

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商

本 永 造

電気設備設計施工

高千縫亀儲株式会組
⑮ 

山

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 34 - 6 相 馬 ビ J レ5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大 阪 商 ・札 幌 ・名古屋 ・四日市 ・松 山 ・徳 山

取締役社長

ネ土

東 京 支 庖

本

雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー I 0  

電 話 大 阪 (06) 358 - I  I  7  I 大代表

東 京 ・ 神 戸 ・ 九 州

久崎取 締 役 社 長

キ土本

所張出

営 業 所
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建政省認定の防火材料

ソリジットスタイン基材同等 000 3号

エ パ ウ オ ー ル 基 材 同等 00 03号

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (06)702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 (922) 代表4421 - 3  

年中見ていただける 皆様の見本室

建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 底

特許申請中・完全滑止タイル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタログ進呈)

⑪: :  'I) 淳 窯 零 歳 月S

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98番地( 靭本町バス停前)

ll l . 話大阪 06 (532) 代 o4  6  1  白

姫路営業所 姫路市北条口 126 苦手地 ( 住友生命保険ピル 3 階 i

電 話 姫 路0972 (82) 0  9  9  9  

AM. I O∞- P. M. 5. ∞ 

日曜 ・祝日は休館

タイル

常 設 展 示 場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番地

一」雲L _

ｾｉ＠

快 適 な オ フ ィ

スの環境づく

り に は や っ ぱ

りすぐれた製

品が必要です。

八 千 代 ピ ル 商 館2 F

T Eし (06)364- 2059 

mmm 
目 指 “ ー 子τ ショヨv株 式 会 紅

大 阪 営 曜 所 550 大 阪 市 西 区 本 国 二 番 町38 辰己ピル

T E し ( 06) 5  8  I  - I  I  3  I  

胞 販 売J吉 三 井 物 産 醐 呈 褒 商 事 醐 往 左 商 事 醐

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町1- 12 日生ビル 宮 (943)6571代 表

来 京 ・横 浜 ・盛 岡 ・郡 山 ・水戸 ・浜松・岡崎 ・名 古 屋 ・富 山・大津・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国主 要都 市
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防水剤

コンクリー卜用モルタル・

車 7 ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 綴 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

事 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を i進 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ k な 〈 セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 ぴ 砂 の 粒子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ます。

レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、

申 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 溢 類 、 酸 翼 頁

セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 1腐 蝕 ・ 腐 朽 を 防止 しも 作 用 せ ず 、
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茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2 1 3  

福 島 県 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原

岩 手 県 磁 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 

大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 - 17- 26 

関東営君臨所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

ご一報次第

カタロ グ進呈します

1  
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ヤ

マ

ト議

決

吹 付 … に 1

| 主材

塗 付 … に }

| 石綿

完 全 耐 火 j

〆 ' J ' Zし テ リ ヤ カ ラ ー 寸 ー ン 研 出 し 仕 上 /

s，ZP3・スト-zb

ワ ン タ ッ チ ・ ・ ・ 洗 出 し 仕 上 ・ . .  

.. 
いつも美しい

( 旭化成ミューj レコート・セット品 )

- カタログお送りします

新 興 壁 材 工 業( 株)

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業ー

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z : : Z: : l - I - ( セメント起泡淘j ) - z FBaa- 522a抗エ)

i昆 和 斉IJ . 肋 材 綜 合 メ -

223由 脂41: 工事主
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15 ー 1 f i  東 京 ( 774)4111代 表

発

売

元

( 株) 新

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 地 T E L大阪 (538)2951- 5・(541) 5757- 9  

営業所 東京 ・高槻 ・明石 ・姫路・ 四国 ・中 国

業 所

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

コニキオ建興
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A

令
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選

株

電

|
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車

問
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4

必

'

本 社 工 場 大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  6  

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

クリプトン

特 許 ZfZJ 全宇実水剤

ＧＮＮＮ竺ＮＮｾ 1" 
G  

S  

R  

(標 準 型)

(早 強 型)

型 枠 剥 離 剤

セパール
(遅 延 型)

4

・

‘
:

Ａ￟ ￸ｾ ＺＺｊ＠ 三段ブロック

其 の 他 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑮ 本 社 骨| 戸 Ij 説 介 区 熊 内 町 2 丁目 8 8 番 地

リ グ ナ ー ル 製 造 発 売 元 ｾ［Ｑｩ 号 ｯ 7  8代表 (231)1421 ・

神 綜 営 業 所 11i 京高

ー 戸 枝 料 株 式 安 冠 制出張所 1 3 2 1 V31217;682- 7
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長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

タ 然 え な い

オフ才L るご、、

品 種

傍 ら な い
t皮板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

オリ工ｾ， ｊｾ￟ ｊｪル製造株式会祖
本 ヰ土 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115- 8  

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。 大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 J吉 及 エ 渇 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支J苫 及 工 場 名 古 屋市 中 村 区 泥 江町 1の 24第 2中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

- 用途に応じて選べる0.4坪から 2 坪までの

豊富な 8 機種

・素材| ま錆びを知ら主主い特殊カラー鋼板

・色lまクリームとローズのツートンカラー

目置
』

別品

董

q  

量

- 小さい外観ですガ、たっぷり収納できます。

・色はツートンカラー 〈クリームとき草色〉。

・73cmX 60cmのスペースさえあればどこにでも

置けます。

・室内やベランダ怠ど置場を選びません。

Ｎ ｾ＠

恒 I ｾ聾綱 本 社 大 阪 市 東 区 向 山 T…一…→111F 町・・・ h ・a 東京支社 東京都中央区八丁堀4丁自 3番1号{軍幌高市ピル} 〒 104 . . ( 03)5日- 1171

‘  ... 型" 帽. ，' 官 襲 所 札 傾 ( l S1)4777 仙古 (25)7891 制局 (28)37割 千 草(43)0925開軍( 1 11)1 171

備 兵 仰1)9123・高崎 (61 1281 ・静岡 (53)∞19 冨山 (32) 28佃ー名古厘 (111)2421

大阪 (1' 1) 1201 広島 48) 2431 ・高知( 32) 5( 問。惜 岡υ11)回 35

〔 ・ヨド物置の看板のお居、または全国有名百貨后でお求めください。 】
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ず

アスフアル卜防水は世界の主流

アスフガレト防水の

新しし、方向をめざして

東西アスの防水仕様が

変わりました。

めまぐるしく進歩し、発展する建築技術一「口

田島はつねに、それらの動きを鋭くみつめ、

とらえてきました 。アスフアル卜による本格

冷工法、ガム口ン防水や省力化工法を確立し

た強力アス口ンなどに、田島の姿勢が示され

ています。 このたび完成した防水仕様書は、

その集大成 。防水革命とよぶにふさわしい快

挙として、はやくも話題をあつめています 0

・仕 様 書 をお送りします 。雑 誌名を ご記 入の上 、お 申し 込みくださ い

マ田島ルーフインク株式会社

⑫東西アスファルト事業協同組合

〒10 1 東京都千代田区岩本町3ー|卜 13 電話(03)862-8531

大阪 ・名古屋 ・札幌 ・仙台・広島・福岡

干10 1 東京都千代田区岩本町3- 11-1 3 電話 (03)862-8531 

〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 | の 7 4 電話 (06)44ト5951

大阪 ・名古屋・札幌 ・仙台・広島 ・福岡
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郵
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認

可

一星 ピサ ロンは、 材 料 だ けの 版先 は い た し ま せ ん。

立任 施工 の 出 来 る 協 組Li が入念な 仕 上 げをします。

全く新しい床タイルです

これから はピサロンの時イt です

定

価

四

百

円

(

送

料

共

)

現 代 のJ { ( ター ンは、= 星 ピサロ ンの 析 しい色 調、

イ ンテリ ア デザイ ンに 要 求 され る個 性 的 な 床 造 り

東 京浜 松 IIIJ の 超 高 層 世 界 貿 易

= 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が全 く遠います。塩 ピ の 他 に 最 近 開 発 さ

れ た 新 し い共 重合体の特殊樹脂を月j いた l創期的な

新製品で、す。 軟 質 プ レスタイ プの 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定'性がよく、 に は 欠 か せ ま せ ん。

セ ンタービルの 4 F以 上 の符| 柄通路、エレ ベ ーター

ホールにも、使用されて お ります。と三星 ピサロン と

カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 椴 械

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 線。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

はその模 様 が フ ラ ン ス の 両 家 ピサロのタ ッチ に 似床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 開 き ま し た 。
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)

加
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義

明

ている ことか ら、名 付 け られ た もの です 。

*  刷 物= 333. 3

肯 色 数= 22 色

安 il Hi +nー2"'h"I'1 川 2，1001' 1/ m'( 300m' 以1 : )

小 ;';111品川IJJ1; r'/ .  1; 別交40% ，': :j  

Ifri れ!ut ｛｟υ［ は Ｑ Ｕ Ｐ Ｑ リ ｉｾι ， Ｇｪ

大飯市東区北浜3- 37 電磁大阪 ( 06) 231- 9648 ・9649 .  9白日 振替口座大阪39975番

9  ｾ Ｎ文Ｏ m'  x  2 '唱."x  333. 3 
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日本建築協会 干 541

協 同 組 合 員 が責任をもって施工いたします

- ニ入会のお申込および「建築と社会 J のご購読は ・社団法人
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